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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最後其妹伊邪那美命　身自追來焉

（最後にはイザナミ自らが追ってきた）




　爾千引石引塞其黄泉比良坂　其石置中　各對立而　度事戸之時

（そこで千人引きの大きな石をその黄泉よもつ比ひ良ら坂さかに置いて、その石を間に挟んで向き合い、夫婦の離別を言い渡した）




　伊邪那美命言　愛我那勢命　爲如此者　汝國之人草　一日絞殺千頭

（イザナミは『愛いとしいあなたがこのようなことをなさるなら、私はあなたの国の人々を一日に千人絞め殺してしまいましょう』と云いわれた）




　爾伊邪那岐命詔　愛我那邇妹命　汝爲然者　吾一日立千五百産屋

（そこでイザナキは『愛しいあなたがそうするなら、私は一日に千五百の産屋を建てるでしょう』と仰せになった）




　この原文だけを見せられ『ふむふむ。ああ、これはあの一文ですね……』なんて答えられる高校生は、進学校の授業ですらもの足らず個人で勉強している古典オタクくらいなもんだろう。創作活動に忙しい俺には当然、読めやしなかったさ。

　先述した文献が何であるか、その答えは、




〝古事記〟




　である。国語や社会のテストで一度くらいは答えの欄に書いたことがあるだろ？

　では、興味もないのに無理やり読まされた『マンガ　アホでもわかるはじめての古事記』から得た雑学を使い、冒頭に書いた内容を搔かい摘つまんで説明しよう。

　ここに出てくるイザナキとイザナミは神さまである。『神かみ世よ七なな代よ』という、まあいわゆる神セブンみたいな偉い神さまグループの最後の神として生まれ、神世七代よりも前に現れたさらに偉い神さまである『造化の三神』とその先輩神世七代の神たちから、やんわりと日本国土となる子ども（神）らを創ってくれと頼まれたのである。そして言われた通り次々と神や島を生み出していくのだが、迦具土神カグツチという火の神さまを産んだ際にイザナミはお股を大おお火傷やけどし、それが元で死んでしまうのだ。ああ痛々しい。愛する妻は黄泉の国へと旅立ってしまい、悲しみに暮れるイザナキは元凶のカグツチをバラッバラに惨殺し、イザナミを連れ戻そうと黄泉の国を訪れるという、甚だ神さまとは思えない行動をとる。そしてなんやかんやでイザナミがいる部屋というか洞窟にたどり着き、

「さあ一緒に帰ろう」

　と白馬の王子様風に声をかけるイザナキ。

「嬉うれしい。けど私はこの黄泉の国の食べ物を口にしてしまい、この国の者となってしまったのです」

　と悲劇のヒロインを演じるイザナミ。

　だがイザナミは『せやけどまあせっかくわざわざ遠い所から来てくれたんですし、ちょっと黄泉の偉いさんに帰ってもええもんか聞いてみるんでちょっと待っといておくんなまし～』みたいなことを言い『けどその間、絶対部屋を覗のぞくんやおまへんで～』と前フリ。そして空気のわかっているイザナキは、鶴の恩返しパターンで頭に着けていた櫛くしに火をつけ中を覗き『ギャ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！』と叫んだかどうかは知らないが、身体からだ中じゆうに蛆うじ虫むしをわかせ身体の各部位に雷神を生み出していたイザナミの姿に驚きよう愕がく、脱だつ兎とのごとく逃げ去り、恥をかかされたイザナミは激怒。逃げるイザナキを追いかけ……そして冒頭の部分となる。

『もう許さへん！　アンタの国の奴、一日に千人絞め殺したるからな』

『ええし。それやったら千五百人新しいの産むし』

　とガキんちょのケンカレベルの言い合いをして離別した……これがこの話の要約である。

　しかし、

「けどこの話はマカなウソ」

　と抑揚のない舌足らずの声でサチ子は言った。

　突然出てきたサチ子とは、黄泉の国から俺が居候する麻ま実みの家にホームステイという名目でやってきた神さまの侍女で、貧乏神であられる。黄泉の国から神さまがホームステイをしにやってきた、の部分に引っかかった人もいれば、貧乏神なのに〝サチ子〟という名前に引っかかった人もいるだろう。ちなみに俺は両方だ。

　この神さまどもが、日本一責任感のない男と自負する俺、稗ひえ田だ亜あ麗れいに世界の命運を握らせようとするのだから、世も末だ。




　──ともかく、この神さまたちの登場からすべては始まったんだ。
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　リビングの戸が勢いよく開き、下手くそなランニングマンのダンスをしたバカ親おや父じと母さんが入ってくる（ああ、懐かしい）。俺と妹が見ているテレビの前に二人並んで立ち、なおも踊りつづける（そして俺は半分笑ってこう言うんだ）。

『おい、ジジザイルにババザイル……見えん』

　それでも二人はまだランニングマンを笑顔でつづける（ほんとに明るい両親だった）。

　お前らもこいこい、と手招き。

　幼い妹が無む垢くな笑顔で二人のもとに向かう（行くな、行かないでくれ）。

『おい、亜あ麗れい。コレ見て、コレ』

　踊る親父がピンと伸ばした右手には商店街の福引きで当てた温泉旅行のチケットが。

『当たったの、温泉旅行！　来月の十日。二泊三日で！』

　母さんが目を輝かせて言う（知ってるよ。けどダメだ、行っちゃ……）。

『来月の十日……俺、期末テストじゃねえか!?』

『亜麗、ざんねーん！』

『亜麗ちゃん、ざんねーん！』

『おにちゃん、ざんねーん！』

　幸せな家族の笑顔がたしかにそこにはあった。

『俺の飯はどうすんだよ!?』

　文句を言う俺（そうじゃない、そうじゃない）。

『大丈夫よー。お隣の小こ桃ももちゃんにアンタの面倒見てくれるよう頼んできたから』

『やったな、亜麗。麻ま実みちゃんと一緒できるぞ！』

『やたね、おにちゃん！』

（このままじゃ本当にそうなっちまうんだよ……だから……だから行かないでくれ！）

　幸せそうに踊る三人がどんどん遠くへ行ってしまう。

（ああ、まただ……また俺は、あの日の夢を…………）




「ハッ!?」

　俺は布団から跳ね起きた。

　Ｔシャツはジトリと重い汗で濡ぬれ、さっきから心臓はバクバクいいっ放しだ。

「くっそ……」

　何度おなじ夢を見れば気が済むんだ、俺は……。

　目尻に浮かんだ涙を雑にぬぐい、再び枕に顔をうずめる。

「……冷てっ」

　どんだけ泣いていたのか……情けなくて笑うしかなかったね。




　午前八時、桜通りと名付けられた道を歩いていく。隣には幼おさな馴な染じみで俺が居候させてもらっている武たけ田だ家の一人娘、麻実の姿。

　気だるく眠気が伴う高校までの道のり、眠たいと口を押さえて欠伸あくびをする麻実に、それならと俺はいつものように爽やかで目の覚める小粋なトークを披露した。

「最近よく思うんだ……襟元がゆるゆるのだぼＴ着た彼女を股の下に座らせて手をのばして届くか届かないかくらいのとこに置いたテーブルの上のペッキーを彼女に取ってもらって後ろ手でアーンしてもらいたくてしかたないんだ」

「……」

「それを何回もくり返させて『もぉー』って可愛かわいく怒ってもらってリア充と幸福感に包まれたくてしかたないんだ」

「……」

「ただ白状すると真の目的は別にあって身をのり出して手をのばすたびにだぼＴのすき間から見える胸チラを見たくてしかたないんだ」

「……」

「けどそれはグラビアアイドルみたいなたわわおっぱいなんかじゃなくてむしろ逆。制服越しカッターシャツ越しからは『あれ？　胸の膨らみ全然なくね？』的な子がそのだぼＴから見せる慎つつましやかな谷とは呼べない取り皿くらいの胸を見て『……ああ、やっぱ女の子なんだな』って目を細めながら優しく微笑ほほえみたいんだ」

「……」

「つまり貧乳チラ〝貧チラ〟が見たいんだ」

「……」

「だからＥカップの麻実は対象外。ゴメン」

「はぁ!?」

　いままでガン無視を貫いてきた麻実があからさまに不快な声を出し、俺を睨にらむ。ブレザーの上からでもはっきりと膨らみのわかる胸を向けて。大きなブラウン色の瞳に背中までまっすぐ伸びた髪。去年、一年生ながら校内美少女コンテストで優勝し、成績優秀、さらには空手の全国大会で三位に入る快挙を成し遂げたスーパー女子高生、麻実。基本真面目な性格ながらも、明るさも兼ね備え人当たりもよく、どんなひねくれ女も『ふっ、アンタには敵かなわないわ』とでも言いそうなほど、非の打ち所がない（と思われている、俺以外には）。
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　いやはや、立派に育ったもんだ。

「なんで私がフラれたみたいな形になってんのよ！　頭おかしいんじゃない!?　だいたいさっきから黙って聞いてりゃ息継ぎもせず淡々とよくそんなバカなこと女の子に向かって言えるわね？　んだんだんだんだ朝っぱらからうるさいのよこのバカ亜麗！」

　麻実好きのドＭ男ならダッシュで公園の便所に駆け込みそうな暴言を浴びながらも俺は小さく頭かぶりを振った。

「……ダメだ」

「なにがダメなのよ？」

「たしかに俺はどちらかと言えばＭだ。そして麻実もまたどちらかと言えばＳ。けど俺は貧乳というコンプレックスを内に秘めながらもそれをおくびにも出さずに攻めてくる子の方が興奮するんだ。だからゴメン」

「だからなんで私が悪いみたいになってんのよ！　そんなんだからアンタは高校生になった○まじみたいって言われんのよ」

「ちがいますー俺は杉○君もしくは○野君ですー」

「ハッ、どこがよ？」

「主に顔だよ！　それに俺は去年のバレンタインも下げ駄た箱ばこに差出人不明のチョコ二個入ってましたー。置きっぱのジャージにもスーハーされた痕跡もありましたー。ズバリ、俺に恋心を寄せている女子がいるということでしょう！」

「……それを怖いと思わないのアンタくらいよ」

「うるせ。大体な、俺が○まじだったら麻実は○ぎわさんだからな！」

「なんでよ!?」

「女子高生になった○ぎわさんはおっぱいだけはデカいだろうからね！」

　こめかみに青筋を立てた麻実はニコリと笑顔を作り、俺の足を思いきり踏みつけた。

「痛っ！」

　フン、と鼻を鳴らした麻実は肩を怒らせながら歩いていった。

　──ほらな？　お互い目ぇ覚めただろ？

　俺は涙目になりながらまたも想像どおりに事が運んだことに満足していた（足はくっそ痛いけどな……）。

　小さく笑った俺はふと空を見上げた。

　青みの増した空に白い雲が浮かんでいる。

「平和だねぇ」

　ようやく暖かみを帯びるようになった春風が俺の髪をそっと揺らした。




　自分の教室に入り、窓側一番後ろの席に向かう。

　カバンを机に置き腰かけるや否や、

「あ、亜麗……」

　朝から目を血走らせた男が俺のもとにやってきた。相撲部のエース袴はかま田だという男が。季節が真冬なら濁ったピンク色の息でも吐きそうなほど、まるい顔を赤らめてやがる。

「れ、例のブツ、持ってきてくれたか？」

「おう、プレミア特典付き希望だったな……けどこれは袴田だけの特注品だからな。値は張るぞ」

「ああ、わかってるさ。これでどうだ」

　と手渡された茶封筒の中をのぞき見て、俺は小さく頷うなずいた。

「オーケー。交渉成立だ」

　俺はカバンから可愛いクマさんの描かれた自由帳を取り出し、袴田に渡してやった。

「サンキュー……マジで嬉うれしいぞ」

「約束は覚えてんな？」

「もちろんだ。お前に責任が及ぶような真ま似ねは絶対にしない」

　もう一度礼を言った袴田は軽やかな足取りで教室を出ていった。

（大丈夫か、アイツ……）

　ああいう奴が一番危ないんだよ。

　特に念願のブツが手に入った直後ともなればなおのこと。

　俺の鋭すぎる勘が警告する。

（ま、俺は責任取らねえから別にいいけど……）

　そしてやはりと言うべきか、この日の夕方ちょっとしたいざこざが起こった。




「ぶわぁぁぁぁぁぁか亜麗ーバカ亜麗バカ亜麗バカ亜麗バカ亜麗バカ亜麗[image: ][image: ][image: ]！」

　ドスドスと廊下を踏みしめる足音が聞こえると、リビングの戸が叩たたき割われんが如ごとく強く開けられた。

「バカ亜麗[image: ][image: ][image: ]！」

　赤鬼みたいに顔を赤くした麻実が現れた。

「おかえり、麻実ちゃん」

「おかえりじゃないわよ！」

「麻実ちゃん、おうち帰ってきたらおてて洗ってガラガラペッしないとダメってママいつも言ってるでしょぉ？」

　麻実の母親、小桃ちゃん（三十七歳、身長一四三センチ）がプンプンと頭の上に小さな白い煙を吹かせている。見た目はどこからどう見ても美少女中学生だった。

「そうだぞぉ、風邪ひいちゃうぞぉ」

「にゃあ」

　同意したみたいに鳴いたのは武田家の愛猫、ニャン三郎。

　エキゾチックショートヘアという、丸顔で鼻の低いいわゆるブサカワの茶ネコだ。

「風邪ひいちゃうぞ、じゃないわよ！　アンタ何してくれたのよ!?」

「なにって見りゃわかるだろ？　ふきのスジ取りしてんだよ」

　とバナナの皮でも剝むくように俺は湯がいたふきのスジを剝いてみせた。

「亜麗ちゃん、いつもお手伝いしてくれるから助かるわぁ」

「居候の身なんだから当然でしょ」

「もーう、またそんなこと言ってぇ。ママは亜麗ちゃんのことホントの子どもだと思ってるっていつも言ってるでしょぉ？」
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「ありがと、小桃ちゃん」

「じゃあ今日いっしょにお風呂入っていい？」

「それはダメ」

　この小桃ちゃん、本当に優しくいいママなんだが母性愛が強すぎるという欠点がある。俺が風邪ひいて熱があるとき、ご飯を食べさせてくれるなど身の回りのことを全てやってくれた。それだけなら最高だったんだが、このママ、俺がウンコしてるトイレに鍵ぶっ壊してまで侵入してきてケツを拭くという暴挙に出たんだ。その日以来、俺はこの人だけには逆らうことが出来なくなった。

　ムスッとする小桃ちゃんの頰ほおを指でつついてイチャついていると、

「……って、何まったりしてんのよ！」

　麻実が再び怒声を上げる。

「なに怒ってんだよ、お前」

「これよ、これ！」

　と麻実が取り出したのは可愛かわいいクマさんが描かれた自由帳。

（やけに見覚えのあるクマさんだな……）

「……これコロス、アンタがコロス、描いたのよねコロス？」

　麻実の背後からゴゴゴと重低音が放たれている。

（心の声がだだ漏れなんですけど……）

　どうやら袴田のバカがしくじったらしい。

　俺は何も答えず目の前に突きだされた自由帳を手に取りパラパラと捲めくっていった。

「あらら～麻実ちゃんもこういうのを読むお年頃になっちゃったのねぇ」

　隣に座る小桃ちゃんが感慨深げに言う。

　俺が持っている自由帳に描かれているのは〝エロ漫画（自作）〟だった。

「まったくねぇ。色気づいちゃってこの子は」

「そうじゃないでしょ！」

　業を煮やした麻実は俺の肩をわしづかみにし、

「……どういうわけか説明してくれるかしら？」

　──ぐきぎぎぎぎぎっ。

（この空手バカ、肩肉の繊維をつぶす気か！）

　ネタは上がってんのよ──長年の付き合いから言葉を交わさずとも分かり合えちまう。

　どうやら下手な言い訳は逆効果のようだな。

「エロ漫画の一つや二つで騒ぐな。健全な男子で天才的な絵心でもありゃあ暇つぶしに描いたりするもんさ」

「……そうね。ふつうのエロ本だったら私もこんなに騒いでないわね。ウブな女の子みたくキャッて悲鳴あげて終わってたわよ。けどこれ…………私が描いてあるんですけど？」

「……」

　バレたか。

（自分の才能が疎ましいぜ）

「確かにそこに出てくるマミミンはお前をモチーフとしている。だがそれは仕方ないことなんだ。クラスのマドンナが必ずや通らなければならねえ道とでもいうべきか……昨今の若者は昔に比べ想像力が不足していると言われる。麻実をオカズにしてオニャニーしようとも上う手まく妄想できない連中が多いんだ。麻実という超絶美少女は高たか嶺ねの花子さん、そんな子に恐れ多くて近づけないと塞ぎこむ哀れな野郎どもに救いの手を差し伸べてやってもいいじゃねえか」

　俺は芝居じみた口調で麻実の自尊心をくすぐるような言葉を並べた。

「……そんな戯たわ言ごとにほだされる気はさらさらないけど、いいわ。菩ぼ薩さつの心でそこまでは許してあげる。で…………いくらで売ってきたの？」

　売った、ではなく売ってきたと言ったな、今。

（袴田のバカが、全部しゃべりやがったな）

「売ってきたって言い方は良くないな、うん。拝観料、お布施を頂いたという表現がふさわしいかと……」

「お布施、ね。面白い表現じゃない……そのお布施にはプレミアムな御お守まもりもセットで付いてたんだって？　その御守りには何が入ってたのかしら？」

（くっ……あのバカ、そこまで話しやがったのか!?）

　今度会ったら違約金払わせてやる。

「いや、それは違うんだ。アレは買っていった奴らが勝手に麻実のものだと勘違いしてんだが、その実、それは全部俺のであり……」

「日本語わからない？　何が入ってたのかしらって聞いたんですけど？」

「えーとですねぇ……」

「はっきり言いなさい！」




「陰毛です！」




「コロス!!」

「イ[image: ][image: ][image: ]タタタタッ！　死ぬ死ぬ、死んだ！」

　ぐにゅってなった、ぐにゅってなった、肩肉が！

　あまりの激痛にイスから転げ落ちた俺はテーブルの下を通って反対側に避難。俺はやられた雑魚キャラみたく左腕を前につき出し、言い訳を口にする。

「安心しろ！　麻実のイメージが崩れないようにやわっこい細い毛を選んで付けたから！」

「そんな心配するか！　アンタね、こんなの読んだバカに襲われでもしたらどう責任とるつもりよ!?」

「責任？　そんなの取るわけないだろ？」

　俺は心底、不思議そうな顔をして言った。

「現実と妄想の区別のつかないような奴には売ってねえし、そもそも麻実が空手にハマるよう名探偵クナン君の凛りんお姉ちゃんを推したのは何の為ためだと思ってるんだ？……そう、自分自身を守る為、ひいては俺のことも守ってもらう為だ！」

　子どもながらに賢い俺は、しんどい思いをして己を鍛えるより己を守ってもらえる優秀な戦士を育成した方がラクであることに気づいたのさ。

　呆あつ気けにとられ開いた口が塞がらない状態の麻実、きっと幼き日のことを回顧しているんだろう。凛お姉ちゃんの回し蹴りに興奮し真ま似ねしていた幼き自分、その隣でやんややんやともてはやしている幼き俺の姿を、な──。

「いいか、麻実。責任なんて言葉を軽々しく口にする男を信用しちゃダメだぞ。よし、じゃあ一緒にスジを取ろう。今日はお前の好きな煮物だぞ」

「そうね…………ってなるわけないでしょ！」

　ギャーギャー騒ぐ俺たちを小桃ちゃんは母性に満みち溢あふれた瞳で見つめ微笑ほほえんでいた。

　こんな騒がしい日常が懐かしくも愛いとおしい。

　もう一度こんな時間が過ごせたことに感謝しつつ、こういった時間をしばらく楽しんでいたいよ…………なんて柄にもないことを願ったせいかね、この日を最後に日常と呼べるものは崩壊していった。とんでもない形で──。




　地震が起きたのは翌日の四時間目、古典の授業を受けていたときだった。

　窓側一番後ろの席から丸時計を見つめ、三の数字を指している長針の針が六の位置まで降りてくるまでの時間があたかも永遠のように感じながら、このあと二百円のカレーうどんにするかきつねうどんにするか、はたまた未体験の食堂メニューに挑戦するかなんてどうでもいいことを考えながら『そーいえばそろそろブチ切れ中の麻実を何とかしないとなぁ』と麻実の機嫌を回復させる方法も考えていたとき、地の震える音が聞こえるほどの地震が起きた。

「キャー！」

　女子の可愛らしい悲鳴がとびかい、白髪交じりの髪を角刈りにした中年教師が『机の下に隠れなさい！』と教師らしい言葉を発したのをよそに、俺は己の心配よりも麻実のこと、小桃ちゃんのことをとっさに心配した。もうこれ以上身近な人間が傷ついて欲しくはないと俺の純真な部分がそう思わせたんだろう。

（なんだよ、俺ってやっぱいい奴なんじゃねえか）

　自分よりも他人の心配をしたことに自画自賛した──のがいけなかったのか。

　神さまに強烈なツッコミを入れられたのかと思うほどの衝撃が後頭部を襲った。

　掃除用具入れのロッカーが倒れてきたのだ。

（そういや、やけに重そうな段ボール箱が上に載ってたっけ……）

　段ボール箱からダンベルが顔を覗のぞかせている姿を捉えた直後、意識が遠のいていった。




「……知らない天井だ」

　病院のベッドから天井をじっと見上げること三分、ＴＰＯに合致したセリフを口にできるくらい俺の頭はちゃんと働くことを確認。とりあえずホッとし、身体からだを起こす。

「四人部屋に……俺一人か」

　部屋には俺以外誰も見当たらず、頭には誰が見てもケガ人とわかる包帯が巻かれていた。

「ナースコール押した方がいいのか？」

　誰でもいいから早く俺を見つけてくれ、という願いが届いたのか、

「あ、あ、あ……」

　開けっ放しのドアの前、戦地から戻って来た息子を見つけたような顔をした小桃ちゃんが立っていた。

「亜麗ちゃ[image: ][image: ]ん！」

　涙を浮かべた小桃ちゃんが駆けてくる。

　麻実同様、運動神経がやたらといい小桃ちゃんはスプリンター顔負けの踏み込みの強さであっという間にトップスピードに到達、そのままの勢いで俺の首元めがけてダイブする。

（ちょ、ちょっとそのスピードで飛び込んできたら……）

　ベッドの上で足を伸ばしたままＬ字型の状態で座っている俺にスピードに乗った小桃ちゃんの体重がぶつかると……物理計算するまでもねえ。

　──ゴゴンッ。

「ウゴッ……」

　支えきれなかった俺は後頭部をベッドのパイプに打ちつけ更なるダメージを受ける。

　愚行をおかしたことに気づいた小桃ちゃんは慌てて謝罪の言葉を口にしたが俺は笑顔でそれを制した。自分のことを心配して涙してくれる人がいる有難さを誰よりもわかっているつもりさ。

「で……麻実は？」

　この場にいるべきであろう幼おさな馴な染じみの姿が見えない。

　いくらケンカ中とはいえ後頭部を強打して救急車で運ばれたんだ、そこは制止する教師を振り切って『私も一緒についていきます！』と断固たる態度をとってくれてもよかったんじゃなかろうか。

（……あいつ、そんなに怒ってんのか？）

　ちょっと漫画の世界で触手にニュルニュルされただけじゃねえか。

「それがね、実は……」

　小桃ちゃんの口から飛び出した話はなかなかの驚きとのちのち笑い話のネタになるだろう内容だった──なんと、麻実もまた頭を打って気を失い俺と一緒に救急車で運ばれたらしい。麻実はすでに意識を回復させており、特に問題もなかったようだ。

　ホッと胸をなでおろすと同時、俺の視線は小桃ちゃんの右手に注がれた。

「ところでそれ、何持ってんの？……ハサミ？」

　小柄な小桃ちゃんの手には小さなハサミ、鼻毛切り用のハサミが握られていた。見舞いに来た人間うんぬんの前にそもそも外出先に持っていく代物じゃねえな。

「あ、これ？　学校から二人が頭打って倒れたって聞いてね、もうビックリしちゃって。それでぇ、二人ともおませさんなお年頃でしょぉ？　病院の先生とかナースさんに鼻毛見られたら恥ずかしがると思ってねぇ」

　さすが独特の感性の持ち主、天才画家と呼ばれるお人だ。凡人には一ミリも思い浮かばないだろう発想力だな、それ。

　財布や保険証は持ってこないで、鼻毛バサミだけ持ってきちゃったと微笑む小桃ちゃん。らしさ爆発で頭いてえのに思わず笑っちまったよ。

　俺と麻実は念のためにその日は検査入院することになった。麻実の病室に顔を出そうかと思ったが、やめておいた。寝てる間に鼻毛を切られた麻実はご機嫌ナナメなご様子らしく、触らぬ神に祟たたりなしということわざに従ったわけだ。

　麻実の機嫌もそれなりに気にはなるが、もっと気になることがあった。

　ツッコミを入れずにはいられないこと。それは、

（この病院、ブラッ●ジャック先生だらけじゃねえか！）

　右半分だけ髪の毛を白くしたツートンカラー先生ばかりだったんだ。

　自分は名医だと暗に主張してるのかは知らんが異様な光景だ、せめて闇医者じゃないことを願いたいね。




　異常で異様な光景──すでにこのときから世界は形を変えようとしていたのだ。




　翌日、晴天なり。

　検査結果、異常なし。

　異常なのはこの病院のセンスだろうという言葉を飲み込み、俺は一人そのまま学校へ向かった。病院から学校まで徒歩約十分、今から向かえばギリギリ遅刻せずに済む。今日くらいは休んでもいい気もするが、運の悪いことに今日から中間テストが始まる。わざわざ追試を受けるために一人、学校に行くのも面倒くさいし、万全を期してテストを受けたところで好結果がもたらされる見こみは〇である。それなら今日テストを受けたほうがまだ言い訳ができるってもんさ。

　麻実はと言うと、

『先に家帰ってるから』

　絵文字どころか句読点すらない淡白なメールが朝早くに届いていた。

　やはり美少女コンテスト優勝者ともなると、風呂にも入らず、髪型もセットしないまま学校に行くなんてことは出来ないらしい。小桃ちゃんの言うとおり『おませさんなお年頃』のようだ。




　校門前に着くとすぐ予鈴のチャイムが鳴り響き、小走りで教室へと向かう。

「はぁはぁ……ふぅ」

　ちんたら歩くんじゃなかったな、レベル一の魔法使い並みに少ないＨＰが減っちまった。

　机にベタリと倒れこむ。目を瞑つぶり息を整えているとドアが開く音とともに、

「おーし、教科書しまえー」

　声から察するに、体育教師でラグビー部顧問の大内のようだ。

（最初は古典だったな）

　五十点取れりゃ御の字だ。

「はじめっ」

　チャイムが鳴ると同時、一斉に問題用紙がめくられる。

　俺は解答用紙に名前を記入し、まず問われている内容を確認していった。




〈一　問１〉




　□□よりも暗き存在もの　血の流れよりも赤き存在もの

　□□の流れに埋うずもれし偉大なる汝なんじの名において……




　四角に当てはまる単語を書け。




（……ん？）




〈一　問２〉




　この詠唱魔法の漢字及び読み方を書け。




（……なに？）




〈一　問３〉




　この主人公が密ひそかに載っていたランキングの内容を書け。




（…………はっ？）




　俺は自分が何を読んでいるのか分からなくなった。

「これを漢字で書かすかよ～」

　どこからか嘆きの声が上がる。

（いや、漢字どうこうの問題じゃねえだろ。つうか詠唱魔法……これって昔、衛星放送で観みてたアニメの魔法、ドラゴンをもぶっ倒し、町一つを破壊する強力魔法に似てる気が……いやいや、そんなわけがない。これは古典のテストなんだからな）

　目が釘くぎ付づけになるとはこういうことか。

　俺は問題用紙に目を落としたまま手を挙げた。

「おっ、どうした？」

「すいません、問題用紙がちょっとおかしいんですけど……」

「ミスプリか」

　新しい問題用紙を受け取った俺は深く息をつき、改めて目を通した。




〈二　問１〉




『時間が……止まったのね──』

『と、いうよりむしろ、□□が□□するのと同じ速度で、僕たちふたりが□□を□□している……』




　これは時間遡行について説明している会話だが、この四角に当てはまる単語を書け。




（……おい、これはまさか……あの有名な小説か。時間跳躍のことを言ってんのか？）

「なんでこれが古典なんだよ……」

　力なくイスに深く腰かけ頭を上げたとき、俺はさらに驚いた。

　よくもまあ、今の今まで気づかずにいたもんだ、と自分自身に呆あきれた程さ。




　──なんと、女子の多くがセーラー服姿だったのだ。




　ウチの学校は、制服はあるが服装は自由である。が、金も無けりゃ、朝っぱらから服を選ぶ余裕のない高校生がほとんど、だから男子の多くは制服として販売されている学ラン、女子の多くは紺のブレザーを着て登校している……はずだった。

（いつから制服がセーラー服に変わったんだ……？）

　しかも襟元が赤だの青だの緑だの、色んなセーラー服が点在していやがる。

　混乱した時は無意識に年上の人間を頼るものなのか、

　俺の視線は教壇の横に座る先生のもとへ向かい、

　それを見た俺の心臓は思いっきりビクつき、

　口があんぐりと自然に開いた。







　──それはこの世界が明らかにおかしいと確信した瞬間だった。







　俺が見たのはタキシード中年だった。

　色黒のゴリラ顔した中年親おや父じがシルクハットを被かぶり、口癖が『ざます！』の教育ママみたいな白メガネをかけ、バカでかい黒マントを羽織ってやがったんだ。普通の神経してりゃ、誰だって開いた口が塞がらなくなるさ。つうか、誰もそうなっていないことに怖くなった。

　キョロキョロと辺りを見渡す。

　しかし皆、真剣な顔して問題を解いていた。

　バカでかいリボンなんか気にする様子なく……。

（アレか、美少女戦士か!?）

　叫びたくなる衝動を抑えながら頭を押さえ、俺は無意識のうちに手を挙げていた。

「すいません……頭痛いんで保健室いってきます」

　ふらりと立ち上がった俺は、ついてこようとする何とか仮面様を制し、一人で保健室へと向かった。

　保健室にいた養護教諭のおばちゃんが、大おお幣ぬさ持っていた時点で俺は何も尋ねることなくベッドで横になった。悪霊退散ができるなら喜んでやってもらうが、どうみても霊力的なものを有しているようには身受けなかったんでね。

　またもやベッドの上で見知らぬ天井を眺める。だが今の俺はくだらない台詞せりふを呟つぶやく余裕はなかった。

　俺は起き上がり一つ深呼吸をした。

（とにかく冷静に一つずつこの現状を整理していこう）

（まず何な故ぜおかしいと思ったか？……周りがコスプレ祭りをしていたから）

（そのコスプレ祭りはいつから始まったか？……今日から）

（何故、俺はコスプレ祭りがあることを知らないか？……頭を打って入院していたから）

（コスプレ祭りじゃない可能性はあるか？……おおいにある）

（ではその他の可能性について思いついたことはあるか？……ある）

（それは何だ？……パラレルワールドに迷いこんだ）

　ＳＦものに精通しているわけじゃないが、これくらいは知っている。

『パラレルワールド』

　並行世界。並行宇宙。

　この世界とともに存在しているとされる異世界のこと。

「頭を打ち、意識を失ったことをきっかけにして別の世界に迷いこんだ……コスプレの世界に」

　鼻を鳴らして笑っちまった。我ながらぶっ飛んだ仮説だよ。

　女子のセーラー服祭りだけで終わっていたなら思いきり笑えたんだ。誰かがバカなことを思いついてそれに多くの女子が悪ノリしただけ……しかし、教師である人間が一番キツいコスプレをしていたのが俺を深刻にさせた。

「いくらノリのいい先生だからって、中間テストの監視役であんな格好してたら大問題だよな……」

（ああ、そうか……これは夢だ）

　頭を打った俺はまだベッドの中で昏こん睡すい状態、麻実と小桃ちゃんが泣きながら俺の覚醒を願い必死に声をかけ続けているかもしれない……いや、そうであれ。そっちの方が断然納得がいくわい。

　しかし『おい、目覚めろ、俺！』と強く念じても何も反応せず、若干の恥ずかしさがこみあげてくるだけ。爪を立ててつねった手の甲はアソコがきゅんとするほどに鋭い痛みを伴いやがる。

（やっぱ夢じゃねえな）

　現状、打つ手なし。こうなるとストーリーテラーの登場を待つしかねえ。

　定番では神か天使かの恰かつ好こうをした美少女ヒロインが突如現れて世界の危機を救ってくれ的なことを俺に言ってくるんだが…………現れたのは見知った顔だった。

「亜麗!?」

　ドアが開く音とともに聞き覚えのある声。

「亜麗!?」

　俺が返事する前にカーテンが音を立てながら開く。

「亜麗！」

　こんな短い間隔で何度も名前を呼ばれるなんざバカップルにでもなった気分だ、なんてことを思いながら麻実の顔を見る。まるで戦地から戻って来た恋人を見つけたような顔をしていた。麻実はベッドの上で足を伸ばしたままＬ字型の状態で座っている俺に向かって飛びついてきた。

（ん？　なんかデジャヴ感が……）

　俺はとっさに両腕をベッドにつき後ろへ倒れないよう踏ん張った。

　……が。




　──バチ[image: ][image: ][image: ]ン！




「イッテッ！」

　ベッドの上に飛び乗った麻実はなんとそのまま躊ちゆう躇ちよなく平手打ちを食らわしやがった。

「いきなり何すんだ、バカ！」

「この叩たたき触り……やっぱ夢じゃないんだ」

「叩き触りって何ですか!?」

「何回電話したと思ってんのよバカ！　電源くらい入れときなさいよね！」

　テストのマナーを守った俺がなぜ責められにゃあならんのだ。

　今の一発でこの前のことはチャラにしてくれるらしい。

（あの日、散々殴られたのにまだマイナス分があったとはな、驚きだ）

　痴話ゲンカと勘違いした養護教諭のおばちゃんは気をきかせて保健室から出て行ってくれた。含み笑いをした顔を手で隠しながらティッシュ箱を置いていったが、いったい何を期待しているのか。

　ともかく、保健室には俺と麻実の二人だけ。平時なら横になり隣に来るよう促すというお決まりの小ボケを振る舞ってみたりもしただろうが、さすがに今はそんなことをしている場合ではない。

「ちょっと亜麗、どうなってるのよ？」

「そんなもん俺が聞きたいわい。ちなみに問二の答えは竜破斬だ」

「バカ、そんなこと聞いてないわよ。クラスの皆はサーバルキャットのコスプレしてるわ、私のことを『キミはリュックちゃんのコスプレをしてるんだね！』って言うわ……いったいどうなってるの？」

　ああ、すぐに理解できた。ちょっと前に流は行やったアニメ、アニマルフレンズ『アニフレ』のコスプレ祭りをしてたんだな、麻実のクラスは。

　混乱する麻実に俺は俺の考え、立てた仮説を話した。

　あの病院の先生がブラッ●ジャックだらけだったことを勘案しても、やはり頭を打って気を失ったことがきっかけであること、パラレルワールドに迷い込んだ可能性があることを──。

「そんなわけ……」

　麻実は半ば呆ぼう然ぜんとして呟いた。

　俺の仮説はあまりにも突拍子もないもの。しかしこういう時、俺の頭脳が役に立つことを経験則として実感してる麻実は反論できずにいた。

「いいか、とにかくこういう時は派手に動かず静観した方がいい」

　マンガの世界じゃあバカな主人公が散々騒ぎ立てたあげくドツボにはまって面倒くさいことに見舞われるってのは定番だからな。

「わかった」

　素直にコクリと頷うなずく麻実。

　なんだかんだ言いながらもその瞳には信頼の文字が浮かんでいたね。

「よし、じゃあとりあえず早退すんぞ」

「早退するの!?」

「お前、現国で『このすばのダクネス及びダクネスの父親のフルネームを答えろ』って問題でても答えられないだろ？　恐らくこっちでも秀才で通っているだろう麻実が中級レベルの問題すら答えられねえと怪しまれる可能性がある」

　昨日まで入院していた俺たちが早退しても不思議には思うまい。

　ＳＦの主人公にでもなった気分の俺たちは逃げるように学校を後にした。

　通学路の横を通り過ぎていった半分以上の車は痛車、

　公園では爺じいちゃん婆ちゃんたちが揃そろってオタ芸の練習中、

　電話中の女子大生風お姉さんはトラ柄のビキニ姿で『だっちゃだっちゃ』言っていて、

　家に着きテレビを点つけると、我が国の首相が暗黒面に魅入られた格好をしていやがった。

　これらのことから、俺は一つの結論にたどり着いた。

　この世界はコスプレの世界じゃなく、




〝オタクであることが普通とみなされる世界〟




　であるということに。

　これまたえらくぶっ飛んだ世界ですよ。

「ほんとに頭痛くなってきた……」

　こめかみを押さえた麻実はフラフラと立ち上がり自分の部屋へ戻っていった。

　眠って起きたら元の世界に戻っていることを願ってんだろうが、現実はそんなに甘くはないだろうね。

（俺なんかすでに受け入れ始めてるしな）

　郷ごうに入いっては郷に従え、昔の人はよく言ったもんだ。




　夜。

　一足先に夕飯を食べ終えたニャン三郎が平べったい顔を丹念に洗う中、いつものように三人で食卓を囲んでいると、

「ああ、そうそう。あのねぇ、今日からおうちにホームステイの子が来るからねぇ」

　小桃ちゃんは言った。いつもと何ら変わりないぽわぽわした声で。

　日本全国一般家庭の食卓で起こりうる日常会話の中で、母親が発する言葉としては『お母さんたち離婚するから……』よりもずっと頻度が低いだろう。だから俺は、

「えっ？」

　と当然のリアクションを取った。

「だからぁ～ホームステイの子が来るのよ～」

「ホームステイ？」

　家系に外国の血が入っていたり、国際交流に関心があったりするならともかく、どちらにも該当しない武田家。いつからホストファミリーとして門戸を開くようになったんだ？

「麻実、お前、聞いてたか？」

「聞いてるわけないでしょ」

「小桃ちゃん、そんなのいつ決まったの？」

「昨日」

「昨日!?」

「昨日決まって今日来るわけ……？」

　すげえ急だという感想とび越して、すげえ神経してんなと思ったね。両者とも。

「で……どんな子、来んの？」

「えっとね～イザナミさんって子よ」

「イザナミ……イサベルみたいな感じ、か？」

（たしかスペイン系の名前じゃなかったか？）

「とぉ」

「とぉ!?　一人じゃねえの!?」

「そうよ～あと、サチコさんって子」

「サチコ……思いきり日本人の名前じゃね？」

（日系何世みたいな感じか？）

「とぉ」

「……まだいんの」

「シャレー神戸さん」

「……」

（胡う散さん臭くさいマジシャン集団がやって来るんじゃねえだろうな？）

　このお人は時々、俺の想像のはるか上をいく行動をお取りになるからな。正直、俺や麻実と同じ状況にいるのか、こっち側の世界の人間なのかまったくわからん。八百屋で火星人が大根売ってても気づかない恐れすらある。

（まあ、それだけ小桃ちゃんは唯一無二、どのパラレルワールドでもブレないんだろう）

　──ピンポーン。

　玄関チャイムが鳴る。

「あっ、来たみたい。それじゃあみんなでお出迎えしましょう」

　小桃ちゃんはパタパタと軽やかな足取りで玄関へと向かった。




　──バッ、ババババッ。

　俺と麻実はジェスチャーで会話する。

（麻実、ドア開けてくれ）

（はぁ？　亜麗が開けなさいよ）

（襲撃されたらどうすんだ。戦闘力がある奴が前線に立つのは常識だろがい）

　チッと舌打ちした麻実は渋々、つっかけに足を通し玄関戸のカギを開けた。

　途端、

「うわっ！」

　戸の隙間から強烈な光が射さしこみ、戸が勝手に開きだす。

　視界が真っ白になるほどの光が下足場を包み込んでいく。

（くっ、用心しといてよかったぜ）

　俺は小桃ちゃんを守るように抱き寄せ、光から顔を背けた。

　数秒後、まぶたの裏に当たる光が和らいでいくのを感じ、ゆっくり目を開ける。

「何だったんだ、いったい……？」

　恐る恐る顔を玄関に向けると、




　──そこには〝天女〟が立っていた。




（振袖……じゃないな）

　腰には帯を巻き、美しく咲き誇る桜の花や舞い散る花びらが描かれた振袖を着ているのかと思いきや、ノースリーブ仕様で華きや奢しやな肩や白い柔肌、太ももが露あらわとなっている。膝上までの黒タイツを履き、赤いリボンがついた下げ駄たを履いていた。

（先鋭的で大胆な恰かつ好こうだな……けど息を吞のむほど美しい。デザイナーの名前を知りたいくらいだよ）

　スラリとした身体からだに嫌味のないオシャレな黄金のブレスレットや翡ひ翠すい色の勾まが玉たまネックレスが煌きらめいている。頭にはピンクの百ゆ合りをモチーフとしたコサージュをつけ、両肩の後ろには透き通った淡いピンク色の羽衣が優雅になびいていた。

　もはや美人でなければ成り立たないプロポーションをした彼女。しかし俺には彼女が美人かどうか認識できなかった。




　──なぜならその顔はのっぺらぼうのようにまっ白だったから。




　お化けが立っていたわけじゃない。ガクガクと震える二本の足、ブルブルとへその前で組まれた二本の手、どちらも半透明じゃなくはっきりと映っていた。しかしその表情はまったくうかがえない。




　──なぜなら彼女の顔面にはサーチライトが浴びせかけられていたから。




「……何やってんだ？」

　その天女の足もとには二人の女の子が膝を立てて座っていた。右足の前には赤い髪をアップにした中学生くらいの子、左足の前にはおかっぱ頭の小学生くらいの子がそれぞれなぜかサーチライトを持ち、両サイドから丸い光を真面目な顔して天女の顔面に当てていた。

「は、は、は、はひ、は、はひ、はじ……はじめ、ま、ま、まし、て。わ、わ、わ、わた、わたがし、わたがし？……ではなくて、わ、わたくし、よ、よ、よ……あ、あ、あ、熱い……」

　冗談かと思うくらい緊張した様子の彼女は、何かを伝え終える前に顔面に当たる光の熱さに耐えきれず顔の前に手をかざした。

「サチ、ライト消して！」

「わかた！」

　赤髪の子がおかっぱ頭の子に指示を送り、ライトが消える。するとようやく天女の顔を拝むことが出来た。

（すっげえ美人！）

「すっげえ美人！」

　心の声と生声が同時に出ちまった。それくらいに彼女は美しかった。

　八頭身にもなる小さな顔。風に揺られた笹ささの葉が奏でる音のようにサラサラと流れる黒髪、スッと通った鼻筋、一片も濁りのない大きな瞳は儚はかなげに揺れ、触れると破れてしまいそうな薄い桃色の唇。そして思春期まっただ中の悲しい男の性さがか、露出度の高いその服装を前にした俺の視線は自然とある部分に導かれていく。

（胸は…………理想的な小ささじゃねえか！）

「はひっ！」

　やべ、バレたよ、おっぱい見てたのが。

「ひ、ひ、ひ……」

　彼女は耳をリンゴ飴あめのように赤くさせながら声にならない声を出し、

「貧乳でスミマセン!!」

「なぬっ!?」

　彼女は深々と頭を下げた。

　深々とかいうレベルじゃねえな、身体が折り畳み式の携帯みたいにパタリと折れてくっついていた。

「ひ、貧乳というよりももはや『無情乳』とさえ呼ばれたこのおっぱい。さ、さ、さらには乳輪はダーツの五十点くらいの大きさしかありませぬ！　け、け、けどですね、左右とも五十点です。も、もし、これが二十五点、五十点といったアシンメトリーならもうホント死んでしまおうかと、いえ、実際に私は死ねないんですけども、そ、それでもなんとかその均等が故の小さな可愛かわいらしさはあるんじゃないかと、そう思うことでなんとか自我を保ってきた所存でございまする！」
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　姿勢、語尾が色々とおかしく、またなんちゅうことをカミングアウトしているのか。

（俺的には大きさより色がピンクの方が嬉うれしいかな。逆にアシンメトリーなものを見てみたい……いや、やっぱり左右対称の方がいい、か）

　性に真面目な俺はそんなことを頭の中で考えていた……ら、サーチライトを持った少女二人にもの凄すごく睨にらまれた。俺より、二、三十センチは低い小さな身体からは想像できない程の負のオーラ、殺意がほとばしっている。虫の知らせなんてものを感じたことはなかったが、初めて俺の中に住むう虫たちがワーオンワーオン一斉に鳴きだしている。

「あ、あ、あ……そ、そうだ。これを着ければ……よし、これで大丈夫」

「うそでしょ……」

　何を思ったか、彼女はメガネをかけた。

　それはただのメガネじゃなく〝スケベ目の描かれたパーティーメガネ〟だった。

　絶世の美女から変質者へと一気に姿を変える。

「あ、すみません。私、初対面の人に素顔を見られると緊張してしまってうまく話せなくて……け、けどこれがあればもう大丈夫です。では改めて……わ、私は、よ、黄泉の国からやってまいりました、い、伊い邪ざ那な美みと申します。ふ、ふつつか者ですがよろしくお願いします」

「こちらこそよろしくねぇ、ナミちゃん」

　小桃ちゃんは慈愛に満ちた瞳と微笑ほほえみを向けた。

（さすが小桃ちゃん。いまの急転直下の大変貌にすら動揺してねえ）

「ご、ゴミクズのような私になんと温かいお言葉……う、うう……」

　泣いちゃったよ。スケベ目から涙たれちゃってるよ。

「ずびびびびびびっ。で、では、二人ともあいさつして」

　鼻をかんだイザナミに促されおかっぱ頭の子がつと前に出る。

　黒Ｔシャツのまん中には〝び〟の文字が大きくプリントされ、継つぎ接はぎだらけの赤のチェックスカートを穿はいた少女。色白で、横棒の下にＵの字を描いたような沈んだ瞳をし、口はおちょぼ口。表情の乏しい雰囲気があるが、ほっぺたは恋する少女のように赤く染まっている。そんな可愛らしい少女は決め顔を作り、

「ちょぴりとダークな幸せ泥棒、びんぼ神のサチ子！」

　ヒーロー戦隊の決めポーズかな、それをやってのける。

　満足そうに何度も頷うなずいたサチ子が後ろに下がると今度は赤髪の子が前に出る。

　機嫌が悪いのか反抗期なのかただのツリ目か。ムッとした表情でもキレイな子だと思わせるほどの器量があった。ドクロ柄がちりばめられた着物姿で、和を愛するのかファンキーな子なのか判断に困る。

「シャレーよ。べ、別によろしくしてくれなくてもいいんだから！」

　フンとそっぽを向く。

　わかりやすいほどツンツンしてました。

　それから小桃ちゃんは三人を快くリビングへと招き入れた。

「にゃお」

　人懐っこい、物もの怖おじしないニャン三郎が新顔三人に挨拶をする。

「ニャーちゃん!?」

　と甲高い声を発したのはイザナミさん。

「にゃ、にゃんてカワイらしい！」

　ニャン三郎の前に屈かがみこみふさふさの毛を愛いとおしそうに撫なで始める。対人恐怖症でも猫は別のようだ。パーティーメガネを外したその瞳は爛らん々らんと輝き、満面の笑みを浮かべたその顔は……卒倒するくらい可愛かったよ。
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（変な人だけど悪い人じゃなさそうだな）

　その後、テーブルを囲んでお茶を飲むことになったが俺は五分もしないうちにそこから抜け出した。男一人で女五人の中にいることに居心地の悪さを感じたのもあるが、それ以上に何かしらの圧がかかっている気がしてな（おっぱいガン見してたのもバレたし……）。

　というわけで俺はそのまま風呂に入り、部屋に戻るとベッドに倒れこんだ。

　慣れ親しんだ寝心地、一気に眠気が襲う。

　なんやかんやで驚き疲れてたんだなと実感。

　俺は生乾きの髪をそのままに重い瞼まぶたを閉じていった。







　──さて、







　勘の鋭い人、そうでない人も、

『おいおい、お前は阿あ呆ほうか』と『この鈍感野郎！』とお思いでしょう。

　古い例えで言うなら、

『稗ひえ田だ、うしろー！』

　と叫んでくれているのに気付かない舞台の喜劇役者のように思えたでしょう。




　──けどね、実際、気付かないもんですよ。




　頭打って目が覚めたあと、古典のテストで詠唱魔法を漢字で書かされ、周りは妖魔を退治するキャラだらけ、車道にはガンガン痛車が走り抜け、首相は記者の『おはようございます、総理』に『コーホーコーホー』と答える暗黒面……そんな世界にホームステイしに誰かがやってきてもそれをもう不思議に思わなくなるんです。感覚がマヒしとるんです。




　──ともかく、その日の深夜、俺はこの世界が変わった理由を知ることとなった。







[image: 二　神様の勧誘　～人類を救うボランティア～]




「あ、あ、あのぉ～起きてくださいませんか～？」

「アレレ、起きて」

「起きろって言ってんでしょ、このバカ！」

　こめかみに衝撃が走り、俺は目を覚ました。

「……えっ？　にゃ!?」

　驚き目を開けたところに三つもアップの顔（一つはパーティーメガネ）があれば変な声だって出るさ。

「やと起きた」

「まったく。ナミ様が起きろって言ってるのよ。次は二秒で起きないと殺すからね！」

　俺の覚醒を待っていたようだがその目的がてんでわからない。まあ、それなりに親しみやすい顔をしていると自負はしているが、それでも数時間前に初めて会った人間の部屋に忍びこみ、寝顔を拝みたくなるほどの魅力を備えているとまでは思わない。

　俺はかけ布団をたぐり寄せ顔の半分を覆った。

「……な、なん、ですか？」

「あ、あの亜あ麗れいさんに、重要なお話がありまして……」

「話？」

　枕元の時計に手を伸ばすと、時刻は深夜二時前を指していた。

（こんな夜中に一体なんの話があるって言うんだ？　意外かもしれない気がして欲しくもあるが、俺はまだピロートークなるものをしたことはないぞ）

「何でしょう？」

　するとイザナミ（美人変質者）はとんでもないことを口にしやがった。







「め、名誉棄損による慰謝料の請求ですぅぅぅぅぅぅぅ」







「慰謝料!?」

　一気に目が覚めたね。毛穴もぱっくり開くほどに。

　跳ね起きた俺は壁際まで一気に逃げた。

（やっぱりか。やっぱりやべえ連中だったか！）

　コイツらは小こ桃ももちゃんがボケボケなのを利用しようと企たくらんでやってきた詐欺集団なのだと俺の豊かな想像力が告げる。

　──バンバンバンバンバンッ！

　平手で壁を叩たたき、隣の部屋にいる麻ま実みを叩き起こす。

　自慢じゃないが、俺は知力はあるが武力はねえ。

　麻実というＢＧが来るまでの間、俺は俺のできることをする。




　──バッ。ササッ。チンッ。




　俺はすぐさまパンツの中に手を突っこんだ。

「ちょ、どこ手ぇ突っこんでんのよ！」

　赤髪のシャレーが頰ほおを染めながら怒りの声を上げるが当然、無視だ無視。

「うるさい！」

　湿り気なし！　よし！

　チンポジ異常なし！　よし！

　タケノコ臭なし！　よし！

「な、な、何してんのよ！」

「確認してんだよ！　お前ら、俺の精液ぬいて無理やり犯されただのいちゃもんつけて金取ろうとしてんだろ！」

「せ、せ、精液……へ、へ、へ……」

　ウブな乙女のように顔をまっ赤にさせたシャレーは口をわなわなと震わせ、

「変態！」

　ガスリと耳元で音が鳴ると同時、視界の端が鉛色に染まった。

　黒目を端に寄せ確認。何やら冷たく鈍く光るものが顔の横に刺さっている。恐る恐る指でそいつを叩いてみると軽やかな金属の音が鳴った。

（これって……鎌、か？）

「シャレちゃん、アレレ殺したらここに来た意味ないよ」

「もう、サッちゃんの言う通りです。いつもみたいになんでもかんでも命を奪っちゃダメですよ、シャレー」

　二人に怒られたシャレーは野生のイノシシのように白い鼻息を吹き出していた。

（いま、いつもみたいって言ったか？　いつもみたいって？）

　ゆすり屋かと思いきや強盗殺人も平気でやる連中か！

　麻実や小桃ちゃんの安否がマジで気になった。

　もう一度、壁を叩いてみるが麻実がやって来ることはなかった。

「ぬふふふ、いくら呼んでもマミミンはやて来ないの」

「なに!?　ま、まさか……」

　サチ子はニタリと口角を上げたまま部屋を出ていき……そして隣の部屋から見るも無残な姿となった麻実を連れてきた。

「麻実!?」

　麻実は縄で後ろ手に縛られ、騒げぬようにと猿ぐつわまでされていた。

「お前ら、麻実になんてことしてくれてんだ！」

「アバビ！（亜麗！）」

　叫ぶことにより恐怖に固まっていた身体からだが動き出す。

　俺は机に置いてあったスマホをすばやく手に取り、そのまま弾丸をよけるが如ごとく麻実のもとへ前転。そして、




　──カシャシャシャカシャシャシャシャシャシャシャッ。




　写メの連写機能を活用、様々な角度から麻実を撮る。

「バビバダッデッ!?（何やってんのよ!?）」

「いや、猿ぐつわされてるとこなんてなかなか生で見られねえからな、次回作の参考に……つうか、これをそのままプリントアウトしたら売れるんじゃね!?」

「ビベッ！（死ねっ！）」

　その後、麻実のドロップキックが俺の顔面に突き刺さったのでした……。




　ベッドの前、猿ぐつわを外した麻実（手を縛った縄は俺の身の安全を確保するためそのままにしてもらった）と横並びで座らされる。喉元にはかぼちゃの皮もサクリと切り落としそうな鋭利な刃やいば。それでも俺は精一杯の虚勢を張った。

「お前ら、いったい何が望みだ！　小桃ちゃんは無事なんだろうな！」

「あ、あの……落ち、落ち着いてください。小桃さんはぐっすり下で眠ってます。それに私たちは争いにきたわけじゃないのです。シャレー、いい加減に死神の鎌をしまいなさい」

「ダメです。この男はレディーの前でアソコを触るような変態です。これを消した途端、ナミ様に襲いかかる危険性があります」

「亜麗、アンタどさくさに紛れて何してんの!?」

「誤解です！」

　俺の思慮深さと豊かな想像力が仇あだになっただけじゃい。

「お願い、シャレー」

「ダメです」

「……」

　有無を言わさぬシャレーに押し黙るイザナミ。

「……わ、私がダメな女神、〝ダメガミ〟だから言う事を聞いてくれないんですね」

　スケベ目が描かれたメガネをかけているからその表情はうかがい知れないが、への字になった唇、小刻みに震える肩……明らかにべそをかいている。

「侍女にすら言うことを聞いてもらえない神はもはや神とは呼べず。きっと私のことを書いた日記には神と書いて〝ゴミ〟とルビが振られているのでしょうね。駄女神と書いてダメゴミ……と」

　何か変なスイッチが入った。

「ダメガミ……ダメゴミ……フフッ。私の存在価値はいくらかしら？」

　美人が病んだ笑みを見せると余計に怖いな。

「スミマセン、消します！」

　シャレーの手からマジックのように鎌が瞬時に消え去る。

（こいつら、本当に怪しげなマジシャン集団なんじゃねえのか）

　いま泣いた烏からすがもう笑う、への字の唇がひっくり返ると、イザナミは一つ咳せき払ばらいをし、俺の方に向き直った。

「えっと、そ、それでは本題にほいり……いえ、入りたいと思います。サッちゃん、証拠品を」

（証拠品？）

「わかた」

　しかと頷うなずいたサチ子は、継ぎはぎのあるスカートの中に手をつっこみ、ガサゴソと。

「タラタラタラーン、ほ～ん～」

　と一冊の古書を取り出した。

（お前はド●えもんか）

「アレレ、マミミン、読んで」

　手渡された古書は、有名な歴史博物館から盗み出してきたような希少性を感じる代物だった。力を入れれば粉になって崩れそうな群青色の冊子を丁重に扱いながら捲めくっていく……が、漢文がずらりと並んでいたそれを俺はまったく読めなかった。ただ、表紙に書かれたタイトルだけはわかった。







『古事記』







　確かにそう書かれていた。

「あの……タイトル以外読めないんだけど……」

「読めない？　またく、アレレはおバカだな……。しょがない、じゃこれ読んで」

　と舌足らずのサチ子は別の本を取りだした。

（……これ、学習マンガじゃねえか）

　背表紙には『アホでもわかるはじめての古事記』と書いてあった。

「ささと読め、アレレ」

「二分で読みなさい！」

　少女二人に急せかされ、麻実にも見えるようにして読み進めていく。

　そこにはこんなことが書かれてあった。

　伊い邪ざ那な岐きと伊い邪ざ那な美みという神様が日本の国を作り、あるとき伊邪那美が死に黄泉の国へ堕おちてしまう。その伊邪那美を救おうと黄泉にやってくる伊邪那岐。しかし黄泉の食べ物を食べてしまった伊邪那美は身体中に雷神やウジ虫をわかせて醜い姿になっていて、それを見た伊邪那岐は驚いて逃げ帰ってしまう……というお話が。

「……読みましたよ。で？」




「せ、責任を取ってくださいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」




「何の!?」

　古事記の物語を読まされ、それで責任を取れと言われて『はいわかりました』と言える奴がいたら教えてくれ。俺はいったい何の責任を取ればいいんだ？

「やれやれ、アレレはにぶぶいな……」

　肩をすくめたサチ子がすたすたと俺の隣にやってくる。

「ナミちゃん、メガネ外して」

「え？　あ、はい」

　メガネを外したその顔はやはりかなりの美人。その小さな顔は黄金比を細部の細部まで完璧に満たしたような印象を受けるほど。おっぱいの小ささといいホント理想の女性だ、ふつうの出会いをしてりゃ速攻で恋に落ちた自信がある。

「ほら、アレレ。これ見て」

　サチ子はマンガを指さした。

「ナミちゃん見て」

　すぐさま、サチ子はイザナミを指さした。

　それを繰り返すこと三度、気づいたことが一つ……。

「イザナミ、伊邪那美……もしかして、もしかしてだけど……神さま、なの？」

「は、はい。黄泉の国からやってまいりました伊邪那美です～」

　キュルキュルと記憶を数時間前に戻す。

　……たしかに言っていた。

　黄泉の国からやってきた、と。

「じゃあ……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらサチ子とシャレーを指さした。

「サチはナミちゃんの一の侍女。ビンボ神のサチ子！」

「ちょっと！　ア・タ・シがナミ様の一の侍女、死神のシャレコウベよ！」

「貧乏神に死神……？」

　この変な世界に住む頭のおかしな連中だとも考えられる。が、シャレーが俺に投げつけた鎌は本物。さらにそれをいとも簡単に消した姿を俺はこの目ではっきりと見た。

（……いや、ちょっと待て。たとえそれが本当だとしても何の責任を取ればいいんだ？）

「その有名な神さまが俺に何の責任を取れ、と？」

「まだわかんないの？　この古事記を書いたのがアンタの祖先なのよ」

「俺の……祖先？」

「これを見なさい」

　シャレーが開いた古事記の最後のページには編へん纂さん者しやの名前が書かれてあり、その中になんとなく親しみを覚える名前があった。




　──稗ひえ田だの阿あ礼れ




（稗田阿礼、稗田亜麗……いやいや似てますけども）

「これが稗田阿礼のお写真」

　サチ子が写真を見せる。

「うわ、バカ顔。亜麗そっくり」

「おいっ」

　藤色の文官礼服を着た男の顔はたしかに俺の顔そっくりだった。




　つまり古事記を書いた人間が俺の祖先で、

　その内容に神さまが名誉を傷つけられ、

　悲しみに暮れた美人女神が、

　慰謝料を請求しに、

　黄泉の国からやってきた、

　だと？




（無茶苦茶だ。無茶苦茶じゃねえか！）

「あ、あのぉ～たしかに私はイザナキ様と協議離婚をして黄泉の国へと渡りました。けど、けどぉ……」

　イザナミはまた何度も洟はなを啜すすりはじめ、

「わ、私はぁ、身体からだ中じゆうにウジ虫なんてわいたことないんです～ぶぇぇぇぇぇ……」

　本格的に泣きだしてしまった。

　いじわるをされた子どもが先生に告げ口したあと堪こらえきれず涙するように。

「め、女神がバツイチってだけでも笑われるのにぃ、この古事記のせいで私は他の神さまから遠ざけられてですねぇ～神の新年会にも呼ばれなくなってぇ～ズッズッ……夏のお中元にインキン薬が送られてきたこともあるんですよぉ～」

「それは、その気の毒だと思うんだけど、それとこれとがよく……」

　俺の声は一文字も届いていないよう、イザナミはぐいと俺の間近まで顔を寄せた。目が完全に据わっている。

「それに！　それに私はお股を火傷やけどして死んだりなんかしていません！　神としては中古車かもしれませんがアソコは新車です！」

「いや、そういう話キライじゃないんですけど、キライじゃないんですけどね。でもやっぱり神さまがそういうことを言うのはどうかと……」

　もうそれ以上、俺の評価を下げさせないでくれ。

（大人びた美女で胸が貧乳な子は結構レアものなんです！）

　貧乳好きではあるがロリコンではないんだ、俺は。

　しかしそんな些さ細さいな願いすらこの女神は聞き入れてはくれない。

「毛だってお手入れしなくても整ってて、クマゼミのメスのお股みたいな、ネオ●オン軍のマークみたいにシュッとしてるんです！　本当ですよ、見ますか!?」

「結構です！」

　即答した……のがお気に召さなかったのだろう、女神さまは口をすぼめ潤んだ瞳をさらに潤ませた。昇天しそうなほど可愛かわいいじゃねえか。

「やっぱり……やっぱり亜麗さんも私のお股が汚いと思ってらっしゃるのですねぇ～」

「いや、やっぱり見たいです！」

　俺の優しさセンサーが反応し、彼女が喜ぶだろう言葉を発する。

「えっ？　見てくださるんですか？」

　案の定、顔を晴れやかにさせたイザナミは赤子のように澄んだ瞳を向け、

「それでは亜麗さんが生き証人となってください」

　と言いながら帯の下に巻いていた薄い布に手をかけた。

　やっていることは完全に酔っぱらいの行為。

　しかしそれでも好奇心旺盛な高校二年生だ、

　俺の視線はその秘部に釘くぎ付づけになった。

「ちょっと亜麗、なにガン見してんのよ!?」

「バカ、これは彼女の自尊心を守る為ためだ！　決してやましい気持ちなど……」

「鼻血出してんでしょーが！」

　食い気味でツッコまれる。

「ええい、うるさい！」

　俺は垂れてきた鼻血を腕で拭うと、麻実の背後に回り目と口を塞ぎにかかった。いくら戦闘力に差があろうとも後ろ手に縛られた相手のバックを取ればこっちのもんだ。

　フガフガと抵抗する麻実を押さえこみ、顔を前に向ける。

　イザナミに逡しゆん巡じゆんする様子は微み塵じんもない。

「それではいきますよ……え～いっ！」

　布がほどけ宙に投げ出されんとした瞬間、瞳孔がかっ開いた俺の瞳に血色のいい二本の指が急接近、ためらうことなくそのまま突き刺さってきた。

「ぐはぁ!?」

　視界が赤くなって何も見えねぇ。

「目がああぁぁぁ、目がああぁぁぁ……」

　あまりの痛さにのたうち回る。

「アンタ、ホントに殺すわよ！」

　と叫ぶシャレー。

　生き証人どころか、死神によって俺は今まさに殺されようとしている。

「わ、私のお股を見たら目が腐ると言いたいのですかぁぁ～びええぇぇぇぇぇ～」

　地獄だ。

　こいつらは間違いなく地獄、黄泉から来た連中に違いない。

　この眼球に走る痛みがそう教えてくれた。




　時刻は午前三時を回り、開けた窓からは涼しい風が流れていた。

「Ｚｚｚｚｚ……」

　重ねた手を枕にしてスヤスヤと俺のベッドで眠るイザナミ、腰布を放り投げ、泣き喚わめいていた痴女にはとうてい見えなかったよ。

「お茶茶淹いれたげた。アレレ、マミミン飲んで」

　どくろ柄の湯ゆ吞のみから緑茶の柔らかい匂いが立ち上る。

「ありがと……」

「サンキュ」

「またく、サチのお茶茶が飲めるなんてアレレは運のいい男だな」

　突如として部屋に押しかけられ、身に覚えのないことで非難囂ごう々ごう、さらには勝手に脱ぎ出した酔っ払い風情の女神の恥部を見せないようにするため、指で眼球を刺された人間を運のいい男と呼ぶのなら、もはやこの世界は窒息死するくらいハッピーで覆い尽くされているだろうよ。

　お茶を飲み、息をつく。指が痛い。

（麻実の奴、思いっきり嚙かみやがって……）

　歯形くっきりついてんじゃねえか。

「……で、さっきの話に戻るけど、つまりなんだ、俺の祖先が書いた古事記のせいで名誉が傷つけられたから子孫の俺に責任を取れ、と？」

「そうよ」

「断る」

「じゃあ殺す」

「……」

　そのカードを出すのは早すぎだろうて。

　議論もクソもあったもんじゃなくなるだろが。

「古事記ってたしか日本最古の歴史書だったよな。言っちゃなんだけどそんな大昔のことを言われても……」

「あのね！」思わず叫んだシャレーは慌てて口をつぐみ「古事記のせいでナミ様は引きこもりになっちゃったのよ」と小声で反論した。

「そして今ではすかりアニメオタクになてしまたの」

「アニメオタク？　いいじゃねえか、アニオタ。誰に迷惑かけるわけでもなし。それに今やアニメはこの国の誇る立派な文化の一つだぞ」

「ちょっと待って亜麗……もしかして世界が変になったのってそこの女神様のせい？」

「ピンポン」

「神の影響力なめないでよね」

「犯人はお前か！」

　思わず叫んじまったわ。まさかこのタイミングで謎が解けるとはな。

（くそ、パラレルワールドとか全然関係なかったのかよ）

　ああ、恥ずかしいったらありゃしねえ。

　しかしまあそれでも少しはスッキリしたわ。神さまの仕業なら納得だ。

「とにかく、だ。いいか、俺は責任っつう言葉がこの世で一番嫌いでな、さらに俺は日本一無責任な男という自負がある。そんな男に何か頼んでも痛い目みるのはソッチだぞ」

「こいつ、ほんっっっっっとうに無責任な男だよ。悪いこと言わないからやめときなって」

（っを五個も使いやがったな……）

「だいたい責任取るっつったってどうすりゃいいんだよ？　金なんて……ちょっとは持ってるけども」

「そんなものいらないわよ。アンタたちにちょっと手伝ってもらいたいことがあるのよ」

「何を手伝うの？」

「ボランティア」

「どんな？」




「人類を救うボランティア」




「……」

「……」

　おいおい、マジか？

　百メートル先からでも感じ取れるほどの噓うそくささじゃねえか。

「アタシたちがこの世界にやってきたのはナミ様に全知全能の神であることを思い出してもらうためなの。古事記のせいやら色んなことがあって塞ぎこんだナミ様はいくら有能だと言っても信じようとしなくて、ついに力の半分も発揮できなくなって……」

「人間たちと過ごすことで神としての自信を取り戻し、昔の力を取り戻してもらいたいの」

「すべてはかわいそうなナミ様の為なの……」

「サチたちはまた昔のナミちゃんに戻て欲しいだけなの」

　悪神とは思えないほど純真な瞳が俺を見つめる。

　隣に座っていた麻実が俺の耳元に顔を寄せ、小声で話しかけてくる。

「ねぇ……もう付き合ってあげなよ」

「はぁ？　なんで俺が」

「因果応報って言葉があるでしょ。アンタ悪知恵だけは働くんだから、上う手まいこと女神様の自信取り戻してあげて帰ってもらいなさい。そしたらまたもとの世界に戻るだろうし」

「マジかよ……めんどくせえな」

　面倒くさいが、向こうは死神ジヨーカーというカードを持ってる……つうか存在そのものがジョーカーであり『断る＝死』を意味するわけで……。

　俺は肺にある空気を全部吐き出すほどの深いため息をはき、

「……一緒に過ごすだけでいいのか？」

　と尋ねた。

「うん」

　コクリと頷うなずく二人。

　そこに邪よこしまな気配は微み塵じんも感じない。

　どうやら侍女としてイザナミを心から心配しているようだ。

「……わかった。俺でいいなら力になるよ」

「じゃ、これにサインして」

　サチ子はすぐさま書類を取り出した。

（出すのすげえ早かったな、いま）

　一抹の不安を覚えながらも、その書類に目を通していく。

（漢文だらけじゃねえかよ）

　和訳のない漢文が一枚の紙にずらりと並んでいた。辞書を使ってもすべて読破するまで相当な時間がかかりそうだ。

（とりあえず『死』とか『隷属』といった漢字がないかだけは確認しとこう……よし、大丈夫そう、だな）

　ペンを摑つかみ、氏名を記入する欄に名前を書こうと腕を伸ばす。







　──しかしそのとき、天から神の声が聞こえたんだ。







「お待ちなさい」

　命の灯が消えたとき、耳にしそうな、耳にしたいと思う声。

　穏やかながらも力強い声が降ってきた。

「えっ!?」

　ドアの前に美しい女神が現れた。

　それは手のひらに舞い落ちた雪がフッと消えるような、じっと見ていたのにその瞬間が認識できないような感覚と同じ、気がつけばそこに立っていたんだ。

　緩やかにウェーブした金色の髪、そして朱と桃色の十じゆう二に単ひとえが神々しく輝いている。

「伊邪那美に仕える女神たちよ、愚かな人間を騙だますのはおやめなさい」

「騙す!?」

「ちいっ」

「舌打ち!?」

　まあその顔の悪いこと、まあその眉間に刻まれたしわの数の多いこと。

　それはそれでかわいい顔してるせいか、騙された感は薄い。が、さっきの天使みたいな顔はすっかり姿を消していた。

（な、なんちゅう奴らだ……）

「……天あま照てらす大おお御み神かみ、さん？」

　寝ぼけ眼まなこをこすりながらイザナミが起きてきた。

　その表情にはシャレーやサチ子のような敵意はない。

「お久しぶりですね、伊邪那美さん」

　フッと浮かべた笑みはどこか冷たく、嘲りを込めていたように見えた。

「なあシャレー……あの神さま誰？」

「天照大御神……高天ヶ原を治める神よ」

「高天ヶ原……って天国治めてる神さまかよ!?」

　そんなすごい神さまがこんな汚い部屋に降臨していいのか？

「……」

　考えを巡らすこと一瞬、俺は隙をつき、ドタバタと這はいつくばりながら天照様のもとへ逃げこんだ。何が何だかわからんが、死神、貧乏神の側にいるよりは天国の神さまだろ。

「こらぁ、バカアレイ！　アンタ、何寝返ってんのよ！」

「アレレ、今ならすべてを許そう。帰てこい」

「うるせ！」

　騙そうとしていた奴らが何ぬかしてくれてんだ！

「助けてください、天照様！」

　助けを乞う俺に天照様は万物を愛めでるような微笑ほほえみを浮かべた……。




　──はずだった。




「……やっぱ生理的に無理！」

　汚らわしい物を見るような目つきに変わった天照は、俺を蹴り飛ばしやがった。

（うそぉ!?）

　ものすごい速さでシャレーとサチ子のもとに蹴り返される。

「甘い！」

　ふっ飛ばされた俺の瞳が捉えたのは、鮮やかなサイドステップで横に飛ぶシャレーとサチ子。せめて危ないと受け止めてくれればお前らへの信頼度が少しは回復したんだがな。残念だよ。そして俺は棚に顔面からダイブ。もうもうと埃ほこりが舞う中、俺はショックで開いた口が塞がらなかった。

（ええぇぇ～!?）

　マスオさんばりの、マスオさんもビックリのええぇぇ～が出たよ。

　神さまに、

　天国を治める神さまに、

　足蹴にされたのだから。

「だ、大丈夫ですか、亜麗さん!?」

「大丈夫じゃない！　痛い！　心が痛い！」

　生理的に無理は相当に傷つきます！

「なんと忌々しい……ほんとソックリじゃない。あの三流作家に」

　天照は憎々しい顔で言った。

（ん？　そっくり？）

「……なあ、サチ子。あの神さまも古事記でなんか変なこと書かれたのか？」

「天てんちゃんはね、イザナキさんが洗た目玉から産み落とされたて書かれたの」

「目玉!?」

「えーんがちょ、えーんがちょ」

　シャレーがはやし立てる。

　そんな幼稚な行動に顔を紅潮させて怒りを露あらわにする高天ヶ原の神さま。

「それと弟のスサノオ君にビビて、天あまの岩いわ戸とに隠れてしまたの。そしたら高天ヶ原も葦あし原はらの中なかつ国くにも闇に覆われるし災いは生まれるしで大迷惑をかけたの」

「へーたーれ、へーたーれ」

「あ、もういい、分かった。つうかシャレー、もうやめとけ」

（天国の偉い神さまが涙目になってんじゃねえかよ）

「あ、あの、それで天照さんはどうしてこちらに？」

　イザナミが問いかける。

「そ、それは……」

　天照の頰ほおが一気に紅あかく染まる。まるで恋する異性を意識したように……。

　顔を背けながらもチラチラと潤んだ瞳をこちらに向けてくる。

（……えっ、俺？）

　勘違いかと思ったが間違いない。俺を見ている。

（つまり……蹴り飛ばすくらい俺に……）

　恋してるのか!?

　嫌よ嫌よも好きのうち、なんて言葉もあるくらいだからな。

　すっかり恋する乙女になった天照は恥じらうように言った。

「それは…………サチ子さんに会いに来たのです」

「サチ子!?」

　俺の隣には無表情のままポツンと立つサチ子の姿が。

「ちょっとそこの生ゴミ。なにサチ子さんを呼び捨てにしてやがるのですか？　消し炭にしますよ」

（……やはり俺は相当に嫌われているようです）

「さ、さ、サチ子さん、二十三年と二百十五日、六時間十三分ぶりですわね」

「……マジか」

　その辺のストーカーもゾッとするんじゃねえか。

「あ、相変わらず愛らしいお姿で……お元気にされていましたか？」

「まぁ、サチのプリチィさは永遠だから。天ちゃんも相変わらず美人さん」

「ぱにゃ!?」

　──ぱあぁぁぁぁぁっ。

　サチ子に褒められ恍こう惚こつの表情を浮かべる天照。その周辺に無数の花が咲く（比喩ではなく本物の花が）。

「けど、ちょと老けた？」

「はふわっ!?」

　一転、胸を押さえ悶もだえ苦しむ天照。

「ぬふふふふっ」

　サチ子は不気味だがちょっと可愛かわいい『ブキカワ』な笑みをこぼした。

（持ち上げておいて一気に落とす……しかも確信犯）

　悪いやっちゃなぁ。

　さすがは貧乏神、か？

「ちょっと、高天ヶ原の大将がそんなことだけの為ためにわざわざ来たって言うつもり？」

　敵意むき出しのシャレーが尋ねる。

「そうですわよ」

　お化粧を整え立ち直った天照は小ぶりな胸を反らせて言った。

「サチ子さんに会うこと以上の案件などこの世に存在しませんわ！」

（……いや、あるだろ。ふつうに）

「まあ強いて他の用事と言えば……〝開戦前に激励しにきた〟というとこでしょうか」

「なにが激励よ！　アンタたちが結託してハメたんでしょ！」

「さすが死神さん、素晴らしい想像力ですこと。しかしそれはただの妄言。そもそも先の神会議で黄泉国が拒否権を行使したのがきっかけなのですよ？」

「それもア……」

「シャレー、やめなさい」

　さらに反論しようとしたシャレーをイザナミが制止する。

　さっきまでの泣き喚わめいていたダメ女神から一転、一国を治める長としての威厳を感じる声と表情だ。

「三国神合戦が開かれることに異存はありません。ただし、私たちは必ず勝ちます！」

「あら、随分と自信があるようですわね？」

「もちろんです。今度の演説合戦に向けて、私はシャレーとサッちゃんとともに立派な演説文を考えてきたのですから！」

「そうよ！　アンタたちみたいに特典で釣ろうなんて卑ひ怯きような真ま似ねはしない、正々堂々とした心に訴えかける内容なんだから！」

「サチとナミちゃんの愛の結晶が詰まてるからね」

「あ、愛の結晶!?」

　イザナミやシャレーの言葉にはまったく動じなかった天照だが、サチ子の言葉に激しく動揺。

「むきゅぃぃ～！　そ、そうやってまたサチ子さんとの仲を見せつけるのですね、アナタは！　もういいです、完膚なきまでに黄泉を叩たたきのめして潰してやりますわ！　そしてサチ子さんを我が高天ヶ原に迎えてやるんですから！……ふんだっ！」

　プイと顔を背けた天照は現れたときと同様、音もなく消え去っていた。

　わがままお嬢様のご乱心だと思えば愛らしくもあるが、やけに物騒な単語がちらほら出ていたな。

（つうかその前に、だ……）

「こら、サチ子。騙すってなんだ？　ちぃって舌打ちはなんだ？」

　サチ子のぷにぷにの両頰をつかみ真横に引っぱる。

「うぉっ!?」

　たいして力を入れていないのにサチ子の頰はトロトロのチーズみたいに伸び続けた。

「ぬふふふっ、その程度の攻撃ではサチにダメージを与えられないの」

　そのなんとも言えない触り心地を堪能したあと、手を離す。

　パチンと小気味いい音がし、プルプルと頰が揺れると、サチ子はもとの愛くるしい顔に戻っていった。

　ちょっとは気が晴れたところで……。

　俺は顔をイザナミに向け、本題に入るよう促す。

「で……開戦だの合戦だの物騒な単語が出てたけど詳しく説明してくれるか？　アンタたちがここに来た理由も含めて」

　イザナミはまっすぐな瞳を向け言った。




「……わかりました。すべてをお話しいたします」







　かなり大事な話ということもあり、一階で眠っていた小桃ちゃんを叩たたき起おこし、全員リビングに集まった。

「それじゃあナミ……」

　俺は真向かいに座るナミに声をかけた（ちなみにナミと呼び捨てにしたのは本人たっての希望だからな）。

　ナミは小さく頷うなずき語り始める。

「まずはじめに、ここ数十年に渡り、世界神会議では一つの議題について議論されてきました。その内容は〝人類滅亡案〟について……」

「人類滅亡!?」

　麻実が思わず驚きの声を上げる。

　たしかに相当にパンチの効いた議題内容だ。

「未いまだになくならない宗教戦争。核開発、核兵器の進化。そしてクローン技術の発展が主な理由です」

　武器と呼ぶには大きすぎる武力を人間が持ったことで星の生態系を壊す危険性が生じたこと、また近年某国でサルのクローンが誕生したことで、人間が人間を創りだすという神への冒ぼう瀆とく行為が今にも行われる可能性があること、と説明を付け加えてくれた。

　さらに年々、人類滅亡案に賛同する神が増えているのだという。

「そしてこの日本を管理する神が私たちでして、その神々が住む国が主に三つ、天照さんが治める〝高天ヶ原〟、須す佐さ之の男おさんが治める〝葦原中国〟、そして私が治める〝黄泉国〟があります」

　さらに天照たちよりも偉い神が治める永世中立国〝常とこ世よの国〟があるとのこと。

「先月、その三国の代表が集まる三国神会議が開かれ、そこで日本の神として人類滅亡案に対しどのようなスタンスをとるか、最終決議が行われました。そして……」

　ナミは無念そうに唇を嚙かみ、

「……賛成、高天ヶ原、葦原中国。反対、黄泉。結果、二対一で人類滅亡案に賛成することとなりました」

「マジか……」

　世界がコスプレどうこう言ってる場合じゃねえ、とんでもないことが起きてんじゃねえかよ。

「しかし、どうしても賛同できなかった私たち黄泉国は〝拒否権〟を行使しました。これによりこの決議の成立を妨げることが出来ました」

「よかったわねぇ」

　小桃ちゃんが安あん堵どの声を漏らす。

「……けど、それでめでたしめでたしとはならなかったんだろ？」

　じゃないとここに来た説明がつかねえからな。

「はい……拒否権を発動するということは己の正しさを証明する必要がある、神の世界ではそのように考えられており、拒否権を発動すると同時、神の掟おきてにより〝三国神合戦〟が開戦されることとなっているのです」

「さっきも話に出てたな？　その三国神合戦ってのは？」

「三国神合戦とは、それぞれの国の代表が大将となり、選抜された人間と協力しながら神の国で合戦をすることを言います」

　この合戦はこれまでの歴史上、何度か行われてきたとのこと。ただ終了後は参加した人間すべての記憶が消去されるので史実としては残っていない（まあ、当然だ）。

「それで、その三国神合戦に負けたらどうなるの？」

　麻実が不安そうに尋ねる。

「……私が不ふ甲が斐いないせいで、黄泉の国力は落ちています。そして恐らく今回の三国神合戦で負ければ黄泉は滅んでしまいます。黄泉は日本だけでなく世界中の死者の魂がはじめに集まる場所、その為、黄泉が滅べば魂の定着場所を失うこととなり、結果として輪りん廻ね転生が出来なくなってしまいます」

「輪廻転生ができないってことは、つまり……？」

「新しい生命が誕生しなくなります……さらに世界の神々はこの合戦に興味を持ち、人類滅亡案の可否を三国神合戦に委ねることに決めたのです」

「ウソ……？　それじゃあ……」




「負けたらコンドームがいらない世界になるな」




「はぁ!?　なに言ってんのよ、バカ亜麗！」

　起こりうるであろう事象を冷静に述べた俺に麻実は目尻を吊つり上あげて怒った。

（バカとは失敬な）

　大まかな内容は理解できた。

　しかしまだわからないことが一つある。

「話はだいたいわかった。俺たちに協力を願いに来たってことも推測できてる…………けど、なんで俺たちなんだ？　その合戦とやらがどんなことをするかまではわかんねえけど、もっと適任の人間が他にいくらでもいるだろ？」

　剣道の達人やらラガーマンやら、な。

　俺の問いにナミは小さく頭かぶりを振り、否定。

「いえ、亜麗さんの力が必要なのです……亜麗さんの卓越した頭脳、もとい悪魔のようなずる賢さが」

「……」

　褒めてんのか、けなしてんのか。

（どちらにせよまったくもって嬉しくねえ）

「そして亜麗さんの持つ類たぐい稀まれなる〝想像力〟と〝妄想力〟が必要なのです！」

「想像力と妄想力？」

　てっきり自分の中に眠る隠された超能力とやらが判明するもんだと思ったんだが……？

（たしかにあれこれ想像、妄想することは多いけれども……）

　その力のおかげでだいぶ儲もうけさせてもらったしな。

　ともあれあまり褒められた、カッコいい力ではない気がする。

「たしかにこの亜麗はドがつく変態の妄想野郎だけど、そんな力が何の役に立つの？」

「それを口で説明すると長くなるんですけど……とにかく、三国神合戦においてその二つの力は不可欠なんです！　どうか……どうか私たちにそのお力を貸してはいただけませんか？」

　ナミはまるで最後の希望にすがるような目を向け懇願した。

　とてもじゃないが冗談で返すようなことができる雰囲気ではない。

　俺は一つため息をつき、口を開いた。

「かなり真剣みたいだから真面目に答えてやるよ……もし、麻実や小桃ちゃんの命がかかってる、っつう話だったら俺は喜んで協力する。それだけこの二人には世話になってるからな。ただ、それが世界中の人間となれば話は別だ。なんでこの世界に腐るほどいるクソ野郎のために俺が動かにゃならんのだ」

「ちょっと、亜麗」

「そもそも滅ぼし方によるが、苦痛なく一瞬で死なせてくれるっつうんなら俺はどちらかと言えば人類滅亡案に賛成の立場だからな」

「アンタ本気で言ってんの？」

「ああ。だいたい俺は、遊びで付き合ってる女が『できちゃったかも……』なんて言った日にゃあそいつの携帯海に放り投げて全力で雲隠れするような無責任男だぞ！」

　女性陣、どん引き。

（いや、ちょっと大げさに言ってはいるぞ今のは……）

　ともかくだ。

「そんな奴に人類の命運握らせるつもりか？　ヨボヨボの競走馬に全財産賭けるようなもんだぞ」

　自虐ネタのつもりなく自分を卑下するっつうのはなかなか傷つくな。

　自分の存在価値を疑ったぞ。

　しかしまあ、責任を背負うことに関しては不適合者と言わざるを得ないからな、俺は。

「それにな……俺は両親と妹を交通事故で亡くしてんだよ。バカみたいに明るい人たちでな。それでも家族のことを一番に考えてくれてて。車を運転するときはいつも慎重で気を付けてた……そんな親おや父じが自動車事故を起こしたって聞いたときは耳を疑ったよ。しかも危険運転をしたってな。ぶつかった車に乗ってた相手は奇跡的に生きてて、そいつの証言が認められた……よくよく話を聞けば相手は警察官僚のＯＢだって言うじゃねえか。だからだろうな、ロクに調べもせず……親父は過失運転致死傷罪の被疑者とされた」

　思い出すたび、吐き気がするから心の奥底にしまってた思いを吐露する。

「安っぽい小説みたいだろ？　けどそれが現実に起きたんだよ……俺が協力するということはソイツの家族を守ることにも繫つながるだろ？　そんなこと死んでもゴメンだ」

「……亜麗さんの受けた心の傷を思うととても心苦しいです……ただ、これは亜麗さんのご家族を救うことにもなるかもしれないのです。輪廻転生を終え、新たな人生を歩んでもらうためには……もう一度お願いします。私たち黄泉に協力してくださいませんか？」

「……」

　なんなんだ、この女神さまは？

　初対面でガタガタ震えて変なメガネかけるわ、泣き喚わめいて人のベッドで眠りこけるわ……典型的な困ったちゃんなのに、いま目の前にいるナミを見ていると胸に手を当てながら跪ひざまずいてしまいそうになっている自分がいる。

（ジャンヌダルクに導かれたオルレアン派遣軍にでもなったようだ）

「……ちょっと考えさせてくれ」

　そう言って俺は席を立ち、そのまま外に出ていった。夜空の縁がぼんやりと白んできている様子をみて思わず笑っちまったよ。もうすぐ夜が明けようとしていた。




　防波堤の上に座り、一時間は経たっただろうか？

　俺は一人、穏やかな波の音と朝日が海面に描いた光の筋を見つめていた。

　こういうときに海を見つめるなんざベタ中のベタだと我ながら思うけどな、それでもやっぱり落ち着くんだよ、ここ。おかげで色々考えることができた。

　目を細め物憂げな表情をしながら煌きらめく海を眺めていた、そのとき、

「へーい、たそがれボーイ！」

「冷てっ!?」

　死角から突然、頰ほおに冷たいモノが当てられる。

　明るい笑い声とともに視界の端に見知った顔が。

「はい、レモンティー」

　隣に座った麻実が黄色い缶を差し出してくる。

「……さんきゅ」

　素直に受け取り、

「……貸せよ」

「ふふっ、ありがと」

　麻実が持つミルクティーの缶も受け取り、プルトップを開けてやる。

　確信をもってこの場所にやってきたこと、レモンティーとミルクティーのどっちがいいか尋ねない所に付き合いの長さを感じる。レモンティーとミルクティー、どっちがいいかと百回尋ねられたら俺は百回ともレモンティーを選ぶ。間違いなく、な。

（男は黙ってレモンティーだろ）

「……で、なに考えてたの？」

　麻実は軽い声で尋ねた。

　絶妙なトーンというか、どんなに強情で口の堅い容疑者でもつい口を割ってしまいそうな声、尋ね方だった。

「……新しい生命が誕生しなくなった世界がどうなっていくかを想像してた」

「どんな世界？」

　小さい頃、俺が考えた物語を楽しみに聞いていたときのような顔をする麻実。海面の煌めきと重なり妙に眩まぶしく見える。

（……久しぶりに麻実で胸がドキっとなったな）

　──不覚だ。

　俺は火ほ照てった顔を海に向け、想像した世界について語り始める。

「まずはじめの頃、初期の頃は、世界の科学力を集結させて原因究明に奔走し実験を繰り返すようになるだろうな」

「うん……それで？」

「で、程なくしてクローン技術による人間の創造にシフトチェンジする。けど神さんを怒らせた要因の一つだ、戒めを込めて見るも無残な化物を誕生させるだろう……それでも愚かな人間はクローン人間を創ることを止やめない」

「……そのあとは？」

「長く続けられたクローン実験がいよいよ中止になるちょっと前くらいだろうな……それに代わってより安らかに死ねる安楽死の薬が開発・改良される」

「安楽死……？」

「そう。その薬ははじめ、大病を患った人間に限り使用するかどうか選択する権利が与えられる……けど時が過ぎて、若い人間がいなくなる頃には全員に配布されるだろうな。ここで一気に人類の数は減ると思う。三割か四割ほど、な」

「……」

「そして終盤、末期になると一気に静かな世界になるはずだ」

「静かな世界になるの？」

「達観するんだよ、その頃には。初期の頃、若い人間がまだ多くいる頃には暴動が起きたり自や棄けになったバカが暴れたりする物騒な世界が広がるはず……けど時が経ち、自害じゃなく天命をギリギリまで全うすることを選んだ爺じいさん婆さんだけになった世界はきっと穏やかだ」

　小さな畑を耕したり、浜辺で釣り糸を垂らしたり。

「……けど、寂しい世界だよね？」

「まぁな。やっぱなんだかんだ言って最期は安楽死の薬に頼る人がほとんどだろうし。最期の日にみんなで宴会して笑い合って、そしてみんなに見送られながら薬を飲む……そうしてまた世界から一人、人口が減っていく」

「……亜麗はどうするつもり？」

　その世界で、という意味なんだろう。

「俺か？　そうだな……ロン毛の白髪後ろで束ねて、ハーレー乗り回すようなワイルドジジイになってたいもんだな」

　俺の回答に麻実はクスリと笑い、波の音にかき消されるような声で、

「そこに私は……」

　と何かを呟いた。

「ん？　なんて？」

「別に！　ていうか亜麗のせいで怖くなったんですけど!?　寒くなったんですけど!?」

　理不尽極まりない文句だな。

「だから想像力が豊かな奴はこういう話になることを想定して、つめた～いじゃなくてあったか～いを選んでくるもんだ」

　そう言って俺は缶を揺らして見せる。

「そんなの無理に決まってるでしょ。奢おごってもらっといて生意気なんですけど？」

「そんな想像力じゃアイツらに足手まといだってどやされるぞ」

「うるさいなぁ……えっ？」

　想像力は乏しいが感性はなかなか鋭いようだ。

　そういうこった。

「しょうがねえだろ……黄泉が負けたあとの世界を想像しちまったからな」

　新しい生命が誕生しないと、いつかは人類最後の人間ができちまう。

　そいつの心境を慮おもんぱかると手足が痺しびれるほど寂しい気持ちになった。

（それに……きっとそいつは仲間が死んでいく度に心を締め付けられながら穴を掘っているんだろうしな）

　そんな寂しい世界を創っちゃいけねえよ、やっぱ。

「それじゃ……行きますか」

　俺はゆっくりと立ち上がった。







　日本一無責任な男が人類を救う──物語としては中々に面白いじゃねえか。







「よ[image: ][image: ][image: ]し、や[image: ][image: ][image: ]るぞー！」

　天空の城に思いを馳はせる元気な少年のように気合を入れながら海に叫ぶ。




　──こうして、俺たちの人類を救う戦いがはじまった。







[image: 三　想像と創造　～演説合戦のち神器争奪戦へ～]




「よ、ようこそ黄泉へ！」

　少し照れながらも両手を広げ歓迎の意を表すナミ。

　俺たち（ニャン三郎も）はサチ子の転移術であっという間に神の国、黄泉へとやってきた。

　宮中へ招待なんて聞かされていたもんだから中華王朝や立派な日本の城を想像していたんだがナミの背後にある、紹介されたその宮中を一番イメージしやすい言葉で表現すると……

「田舎のお婆ちゃん家ちみたいねぇ」

　小こ桃ももちゃん、それドンピシャ。

　裏山があり、庭には一本の立派な桜木がある。瓦屋根の平屋（むちゃくちゃデカい）で、新築なのか真新しいが、門もなければ垣根もない。自転車で自分探しの旅に出た青年が気兼ねなく水を求めに来そうな、開放的な家（宮中）だ。後ろを振り返れば茶畑が一面に広がっている。

「ねぇ、ナミさんの周り……人ひと魂だまが集まってきてるんだけど？」

　麻ま実みの言う通り、ナミの帰還に伴い宮中から青い人魂が三個、四個とふわふわ飛んできた。

（事前に聞かされてなきゃ悲鳴あげてたな……）

　黄泉では輪りん廻ね転生がまだ、所属先が決まっていない新入り死者は人の形ではなく魂の形をしているそうだ。その姿でも農作業や物を運ぶといった動作もできるうえ、家や小屋も必要としないらしい。なんとも勝手のいいお姿だね。

　ナミとの会話を終えた人魂は俺たちの持ってきた旅行鞄かばんを軽々と持ち上げ、宮中へと入っていった。人魂がもてなす旅館があれば、意外と繁盛するんじゃねえかなんてくだらないことを考えていると、

「それじゃアレイ、マミ。ついてきなさい」

　シャレーがくいくいと人差し指を動かし、サチ子もそれに倣う。

「どこ行くんだ？」

「はぁ？　アンタ、バカぁ？」

「修行に決まてるでしょ！」

　ちょっと尋ねただけなのに死神と貧乏神に怒られる。

（入部前は優しかったのに入部した途端、扱いがガラリと変わる運動部の先輩みたいだな）

「いい、これから想像力と妄想力の使い方を教えるから。死ぬ気で習得しなさい」

「サチたちの修行についてこれるかな？　ぬふふっ」

　小桃ちゃんは飯の支度、ナミは演説の練習、ニャン三郎は縁側で昼寝、そして残った俺たちは、あと十歳若ければ血湧き肉躍るだろう修行をするため宮中を後にした。




　原っぱと雑木林が隣接した場所に連れて来られる。

　雑木林の中には小川でも流れているのか、清らかな音が聞こえる。雑木林をバックに黒板が設置されており、黒板の正面には切り株、隣には大中小の岩があった。風化しているのか、どの岩もところどころ削れていたり傷があったりした。

（あおぞら教室だな……）

　切り株に座らされた俺と麻実はさし棒を持ったシャレーからレクチャーを受ける。

「いい？　基礎の基礎としてまずこれを覚えること」

　とシャレーはチョークで黒板に文字を書き始める。そこにはどでかい文字で、





『想像力＝創造力』

『妄想力＝猛争力』






　と書かれていた。

「ほらアレレ、マミミン、声出して読んで」

　女教師スタイルに変身したサチ子に促され、二人声をそろえて読み上げる。

「三国神合戦でこの力を使わないときはないと言っても過言ではないわ。想像力を駆使することで創造する力が得られ、そこに妄想力を付与することで猛たけ々だけしく争う力を得られるの。わかった？」

　全然わからん。

　ナミのときといい、神さま連中は言葉足らずな節がある。

　返答せず間抜けな顔を並べていた俺たちを見てシャレーは小さなため息をついた。

「……もういいわ。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずって言うしね。そこの岩のとこに来なさい」

　歩き出したシャレーの背中を追う。

　岩（小）の前に立たされた俺と麻実。

「オーソドックスに今から剣を創造してもらうから。剣を強く想像イメージしてみなさい。創造クリエイトできるから」

　お手本を見せてあげると言ったシャレーは、透明人間に握手でも求めるかのように右手を差し出した──次の瞬間、シャレーの右手には剣が握られていた。

「えっ？」

　と声を上げる麻実。

　それくらいにあっという間の出来事だった。

　ＲＰＧゲームで言やあ、中盤から終盤にかけて手に入るような炎を模したデザインの剣。

「それじゃマミ、やってみせて」

　指名された麻実は戸惑いながらも、シャレーと同じように右手を差し出してみせた……が、何も起こらない。

「最初は目を瞑つぶって頭の中で強くイメージ！」

「はいっ！」

「頭のキャンバスに剣を描くつもりで！」

「はいっ！」

　空手の師範に返事するようなハリのある声だ。

　俺の隣で様子をうかがうサチ子も『いいお返事』と頷うなずいていたよ。

（麻実は意外とその場の雰囲気に飲まれやすいとこあるからな）

　女のくせに修行とか出てくる少年マンガ好きだし。

　それからシャレーの厳しい指導にへこたれることなく続けること十分──麻実の右手付近に変化が。異空間が発生したような、まるで卑ひ猥わいなものを握っているせいで規制がかかったような……ともかく麻実の右手付近にぼんやりと歪ゆがみが発生したんだ。

「……できた」

　目を丸くした麻実がつぶやく。

「できたできた！　ねぇ亜あ麗れい見て、できた！」

　無む垢くな少年のごとくはしゃいだ麻実は右手を掲げぶんぶん振ってみせる。

　その手にはたしかに剣が握られていた。

　──が。

（下手くそだなぁ……）

　麻実の手にある剣は小学生が教科書の隅にいたずら書きしたような簡素でブサイクな剣だった。色もモノクロだしよ……。

（麻実は勉強も運動もできるんだけど、美術センスが皆無なんだよな）

　天才画家である小桃ちゃんの才能がまったく受け継がれてねえな……。

「ブサイクな剣だなぁ……そんなんじゃスライムすら斬れねえぞ」

「か、かわいいじゃない、これ！　じゃあアンタが作ってみなさいよ！」

「フッ……お前が手こずっている間に俺はすでに完成させてんだよ」

「はぁ？　どこにあんのよ？」

「……バカには見えない剣なんだよ。サチ子は見えるだろ？」

「うん、サチはカシコだからもう見える見える。なんて雄々しい剣なんだろう……」

「だろ？」

　麻実は俺とサチ子のやり取りを胡う散さん臭くさい表情で見る。

　まあ、思いっきり噓うそなんだが。

「じゃあマミ、その剣で地面に生えてる草を切ってみなさい」

　シャレーの指示に従いしゃがみ込んだ麻実が草を刈ろうとする。が、

「……あれっ？」

　麻実の創りだした剣は切れ味最悪で、柔らかい草でさえ切れずにいた。

「ぷっ、まさしく草だな」

「ｗｗｗ」

「うっさいわね！」

　恥ずかしそうに顔を赤らめた麻実にシャレーがほくそ笑む。

「切れなくて当然よ。だってその剣には〝妄想力〟が加わってないんだから」

「どういうこと？」

「いい？　いくら立派な剣を創ってもそれだけじゃダメ。それはあくまで器なの。そこにエネルギーとなる力を注いで初めて一つの武器となるのよ」

　言わんとすることは何となくわかる。

　いくら大きく高価な器でも中に注ぐ液体がなければ意味をなさない。同様にどれだけ高価で大量の液体でも器が小さければ意味をなさない……ってことだろ。

「そのエネルギーとなる妄想力ってのは何だ？　エロいこと考えながら創ったらいいってことか？」

「うっ……」

　ウブなシャレーの顔が紅あかく染まる。

「ちょっとサチ、そこのエロザルに教えてやって！」

「わかた」

　横棒の下にＵの字を描いたような沈んだ瞳を浮かべたサチ子がつと顔を上げる。

「この妄想力に関してはまだ解明されていない部分もあるの。ただドスケベなことを考えながら創た武器が強い……とは一概には言えない。あと妄想力は後付け可能。マミミン、ちょとそのブサイクな剣持ちながらエロいこと妄想してみて」

「はぁ!?　そんなこと急に言われても無理！」

「またく、何をカマトトぶてるの……」

「俺の描いたエロ漫画読んだんだろ？　あのマミミンと自分を重ねてみろよ」

「バ、バカ！　そんなこと出来るわけな……」

　──ブーン。

　分身の術でも発動したかのような音が麻実の剣から放たれ、剣が赤く色づく。

「妄想力、注入完了。なかなかのパワー」

「……」

「……おつかれ」

「!?」

　顔を赤くした麻実が膝から崩れ落ちるのをよそに、

「そして大事なことがもう一つ」

　一つと言いながら指で二を作ったサチ子は、まるで世界の理ことわりを告げるかのような口調で言った。




「……妄想力は〝中二病〟の強さが影響しているの」




「中二病!?」

（その顔とセリフが合ってねぇよ！）

　サチ子もまた手本を見せると言って瞬時に剣を創りだした。デコピン一発で折れそうな極細の剣を──。

　大岩の前に立つと、

「これはまだ妄想力を入れてない状態だから切れない」

　と岩を叩たたいてみせる。

「けど、ここに妄想力と中二病パワーを注ぐと激変するの」

　サチ子は勇者の剣を天に捧ささげるかのように額の前に持ってき、

「我が二つ名〝原初の観測者ホーリーナイト〟の証あかしをいまここに刻まん。失われし大地との絆きずなを結び、ついに神々を清浄の地に導かん…………喰くらえ、サチコブレ[image: ][image: ][image: ]ド！」

　サチ子の剣が青い光を放つ。

　振り下ろされた剣からはゲームの効果音かと思うほどの重低音が響きわたり、大岩は真っ二つに叩き割れた。

「またつまらぬ物を斬てしまた……」

　決め台詞ぜりふとともに剣が砂のようになって消えていく。

「想像力が弱くて適当に創った剣だとサチの妄想力に耐えられず壊れてしまうの。あとこの力は使いすぎると立てないくらいに下半身にクルから気をつけるように」

「アンタたち、これでわかったでしょ？　これで理解できなかったら殺すわよ！」

「ああ、だいたいわかったよ。つまりこういう事だろ？」

　右手を突きだし目を瞑つぶり、頭のキャンバスに剣を描く。

　風の宝玉をはめ込んだエメラルドグリーンに輝く細剣を──。

　イメージし終えた瞬間、手のひらに冷たい感覚とともに重みが加わる。

　目を開けるとイメージしたものと同じ剣が出現していた。

「そしてここに妄想力、猛々しく争う力、中二病パワーを注入！」

　両手で剣を持った俺は剣先を真下に向け、

「……風神の寵ちよう愛あいを受けた我が剣よ、その優しき風で闇に覆われた宝を解放したまえ！　ひっさーつ〝マミミンモンロー〟！」

　剣を地面に思いきり突き刺す。

　地中を通ったエネルギーが麻実の足下に到着、

「吹けよ神風！」

　緑色の風が一気に天へと向かって吹きだした。

「えっ？…………キャー!?」

　風は相手を傷つけることなく麻実のスカートをまくし上げた。

　手で押さえようとしても防げぬ程の力と勢いをもって──。




「………………鼻血が止まらん」

「おめでとう」

　ジャ●アンクラスの顔面めりこみパンチを喰らって鼻血を出す俺をよそに、次の講座に移る。大きな丸太の前に集められると、

「じゃ、今度は〝神職〟について説明するから」

　サチ子はスカートの中に手を突っこみゴソゴソと。そして免許証くらいの大きさのカードを取り出した。それを俺と麻実に手渡す。左半分には自分の顔と名前が、右半分にはクモの巣グラフが描かれていた。グラフは攻撃力や知力、走力など様々な力を示しているようだ。

　俺のグラフは想像、妄想力がかなり高く、ついで知力が高く、あとはまあごくごく普通の値を示していた。それと〝耐久力〟も異様に高かった。

（麻実に殴られ続けてきたからな……）

　一方、麻実は想像、妄想力は低いながらも身体面ではどれも俺より高い値を示していた。

「そのグラフは力がつくことで変動してくから。それより左下みて」

　サチ子に言われた通り、左下を見る。

　そこには〝職〟と書かれた欄があり、俺も麻実も何も書かれていなかった。

「その職とは文字どおり職業のことを指すの」

「職業って戦士とか魔法使いみたいな？」

「ちがう。先生とか警官とかパティシエとかのこと」

「ガチの職業かよ……俺たちは学生だから空欄ってことか？」

「それもちがう。そこには何でも入れることが出来るの……ただし、その人間の能力や才能に見合わないものを入れても特殊効果は生まれなかたり、逆に能力ダウンすることもあるの」

　さらに話を詳しく聞いて理解した。

　例を挙げて説明すると、スナイパーという職業（現実世界にあるかどうかは知らんが）を選ぶと、想像の力で創造した銃の命中率がＵＰする。ただその人間にスナイパーとしての才能がないのにその職を選ぶと逆に、命中率が下がる──といった具合になる。

　選択した職業を変更（転職と呼ぶらしい）することは可能だが、一度選ぶと一定期間その職業のままでいる必要があるらしい。

（ゲーム好きな奴はすぐに理解できるシステムだろう）

「自分に合った職業、か……そんなの分かれば苦労しないけどな」

　しかも自分に合ってないものを選ぶとマイナス補正がかかる。

　これは結構、慎重にならざるを得ないんじゃねえか？

「心配しなくてもダイジョブ……タラタラタラーン、水晶玉～」

　スカートの中に手を突っこんだサチ子が水晶玉を取り出し、丸太の上に置いた。

「これは二級水晶玉……これを使うとその人間の適性職業、第五位と第六位を映し出してくれるの」

「マジか!?」

　そりゃ便利だ。

　少なくとも間違った職業を選んでマイナスになることはない。

「それじゃアレレ、マミミン。そこに並んで」

　サチ子の向かい側に立つと、サチ子は有名占い師のように水晶玉に手をかざした。

「むむむむむっ………………出ました」

「早ぇな」

「マミミンのおすすめ職業第六位！　ドゥルルルルルル、ドゥドゥン！　シャチョさん」

「シャチョさん？」

　水晶玉には『シャチョさん』の文字が浮かんだあと、高級スーツを着込んだ麻実が映し出された。年齢は二十代後半から三十代前半といったところか。美容系の会社を立ち上げたようだ。

「シャチョさんは他の兵士たちを指揮することで彼らの能力値を大幅に上昇させるという特殊効果があるの」

「ふっふ～ん」

　鼻を鳴らしながらドヤ顔でデカい胸をそらす麻実。

（くっ……やるじゃねえか）

　まあ麻実ならあり得なくはないかもな。

「サチ子、次、俺みて」

「わかた。アレレのおすすめ職業第六位！　ドゥルルルルルル、ドゥドゥン！　コードマン」

　水晶にコードマンの文字が浮かび上がる。

「コードマン……って何だ？」

（音楽関係の職業か？）

　ギターとかやったことねえけどやってみようかな。新たな才能が発掘されるやもしれん。

　水晶玉の文字が消え、大人になった俺の姿が映し出される。

　何な故ぜかエプロン姿の俺は帰宅してきた麻実のスーツを受け取りハンガーにかけた。

「コードマンは付き合てる女に働かせて貢がせる男のことを言うの」

「ヒモ男じゃねえか!?」

　コードマンってそういう意味かい！

「コードマンは捨てられると困るから窮地に追い込まれれば追い込まれるほど耐久力が上昇する特殊効果があるの」

　ただ必死なだけじゃねえか……。

「おい、麻実……なんだその目は？　言いたいことがあるなら言ってみなさい」

「……ヒモ」

「あくまで適性ですからね！」

　なんで何もしてねえのに蔑まれねえといけねえんだ。ったく。

「おいサチ子。五位だ、五位。俺の五位を早く！」

「しょがないな……アレレのおすすめ職業第五位！　ドゥルルルルルル、ドゥドゥン！　ニーター」

（ニーター？　なんか素早さ重視のキャラっぽくないか？　チーターみたく）

　水晶玉に浮かんだニーターの文字が消え、無精ひげを生やした俺が映る。

　無精ひげを生やした俺は小桃ちゃんからお小遣いをもらっていた。

「ニーターとは定職に就かず家でゴロゴロしている男のことを言うの」

「やっぱりそっちね！　薄々気づいてましたよ！」

「……クズ」

「だから適性だっつってんだろがい！」

「それじゃ次……マミミンのおすすめ職業第五位！　ドゥルルルルルル、ドゥドゥン！　女優」

「おかしいだろがぃ!?　なんで麻実が社長と女優で、俺がヒモとニートなんだよぉ！」

「黙りなさい、ヒモート亜麗……才能の差よ」

　苦虫を嚙かみ潰したような顔をしていると、水晶玉に『（むふふ）』と新たな文字が浮かぶ。

「むふふ？」

「むふふ女優とは男を虜とりこにし、下半身に状態異常を発生させ身動きを鈍くさせるという特殊効果があるの」

　女優（むふふ）の文字が消えると、水晶玉には艶なまめかしい姿の麻実が映し出された。

「よし、俺はニーター、麻実はむふふ女優でまずはいってみよう。どうやって設定したらいいんだ？」

「その空欄に書きこむだけ」

「そうか、よし……おい、麻実。いいからサッサとカードを出しなさい。俺が書いてやるから……こら、抵抗すん……痛っ！　しかし今の俺はそんなことでは諦めん！　貸せ、コノ、くっ…………ハガギッ！」

　また鼻血が出てしまいました。




　早いもので黄泉に来て明日で一週間が経たつ。

　ここでの生活もすっかり慣れた。虫の奏でる音色を聞きながら眠りにつき、鳥のさえずりで目を覚ます……すっかり健康的な生活リズムが身についちまったぜ。そのうえ、神の国に滞在している間、地球の時間は止まっているらしい。だからどれだけ長居しようとも失踪事件として騒がれることはないそうだ。

　麻実の奴はシャレーとサチ子とともに修行場に行っていた。想像力の面でまだまだ苦戦しているようだが、それでも妄想力は高い潜在能力があるとか。

（ムッツリなのがバレただけのような……）

　俺はと言うと、宮中という名の平屋の居間で作業中だ。何をしているかと言うと……

「亜麗ちゃ～ん、黄泉茶淹いれたから飲みましょ～」

　台所から湯ゆ吞のみと急須を乗せた盆を持った小桃ちゃんが姿を現した。

　このお方もすっかり馴な染じんでいる。

「はい、どうぞ」

「ありがと……ほんと美う味まいね、このお茶」

「ねぇ」

　小休止、小休止。

「それ、なに読んでるの？」

「ん？　これは三国神合戦のルールブック」

　そう、俺はここ数日間、分厚いルールブックを熟読していた。

「それって紅白歌合戦みたいなものなの～？」

　小さな笑みが思わずこぼれちまった。

　シャレーたちをも驚かせた想像力の持ち主だ。

　ただ、妄想力が皆無なのでガチンコの戦闘には不向きらしい……。

（まあ、小桃ちゃんは今のままが一番だ）

「あそこまで和気あいあいとはしてないと思うよ」

　人類の命運がかかっているわけだし。

「ナミちゃんたち、勝てそう？」

「んん……明日のナミの演説次第かなぁ」

　天あま照てらすが俺の部屋に降臨して何やら揉もめていたあの日、会話の中で出てきた〝演説合戦〟という言葉。その意味がここに来てようやくわかった。




　──演説合戦とは票集め、もとい〝兵士集め〟を目的として行われる。




　三国神合戦では、神を大将、副将とし、人間が兵士として参加する形が基本となっている。

　そして明日、第四の国『常とこ世よの国』で行われる演説合戦にはランダムに選ばれた人間、一万人（俺たちを含む）が集まり、三国大将の演説を聞いたのち、どの国に仕えるのかを決める。

「大丈夫かな？」

「ぜったい大丈夫よ～。だってナミちゃん、お部屋にずっとこもって練習してるんだもん」

　そう、ナミは黄泉に来てからほとんどの時間を自室にこもっていた。

　明日の演説の重要性をちゃんと理解しているようだ。

「信じるしかない、か……」

　俺が腹をくくった、そのとき、

　──バタ[image: ][image: ]ン！

　襖ふすまとともにナミが倒れこんできた。

「ちょ、大丈夫か!?」

「ぶつぶつ……我が忠実な家臣に選ばれようとする優秀な……ぶつぶつ……」

　俯うつむきの状態で倒れたままブツブツ呟きつづけるナミ。

（倒れたことに気づいてないのか……？）

　ある意味すごい集中力だ。

　ようやく気付いたナミを座卓の前に座らせ、

「大丈夫か、ナミ？」

「だ、だ、だひ、だいじょーべでげすよ」

　全身にバイブでも付けてんじゃねえかと思うほどガタガタガタガタ震えている。

「ナミちゃん、お茶、お茶。これ飲んで落ちついて」

　小桃ちゃんが緑茶の入った湯吞みを前に置く。

「あ、あ、ありがとうございまふ」

（おいおいおいおい、その状態で湯吞みなんて持ったら……）

　びちゃびちゃびちゃびちゃびちゃ。

「……あ、あれ？　もうなくなっちゃいました」

　ほとんどの茶をまき散らしたことに気づかず湯吞みをのぞき込んでいる。

　コントかよ。

「ナミちゃん、緊張しているときはね、『ひ、ひ、ふ～』ってすればいいのよ」

（いや、それ妊婦さんがするやつ！）

「そんな心配しなくても三分の一くらいは入ってくるって」

「は、半分の命のクライヤー？」

　だ、ダメだ。耳まで正常に働いてねえ。

「しょうがねえなぁ……」

　隅に置かれた座布団の上で眠っているニャン三郎を持ち上げ、ナミに渡してやる。

「はにゃあ!?」

　一瞬でナミのこわばった表情が崩れる。

　モフモフを堪能するように何度も撫なでては恍こう惚こつの表情を浮かべるナミ。

「ニャン三郎さんはいつ見ても可愛かわいいですにゃあ～」

「……」

（このブサ猫が可愛いとは……相当なネコ好きだな）

　まあ緊張も解けたようで何よりだ。

　本番もこのメガトン級の破壊力を持つ極上笑顔さえ作れれば、男連中は喜んで火の中水の中に突っこむ決死隊となってくれるはずさ。




　演説合戦、当日。

　サチ子の転移術で常世の国に瞬間移動する。

　途端に南国の陽ひ射ざしが強烈に射さしこんだ。

「暑いわねぇ」

　けど全く不快じゃない。

　湿気がなく、プールで冷え切った身体からだを温めているような心地よさだ。

　俺たちが立っていたのはどうやら入り口のようで、顔を上げればアーチ状の門に垂れ幕がかけられていた。

「ウェルカム、トゥー、東京？……いや、ＴＯＫＯＹＯ……常世って書いてんのか」

「東京は常世から派生した言葉なのよ」

「マジか!?」

　シャレーの披露したうんちくに驚きながら俺たちは常世の国に入国した。

　ナミたち三国神よりも偉い神さまが住む国だと聞かされていたからどんな厳かな国かと思いきや、なんてことはない、思いっきり南国南国してんじゃねえか。そのお偉い神さま方は皆、伸ばした白髪を後ろでくくり、日焼けした身体にグラサンをかけたパーリーピーポーな神さまなんじゃねえかと勘ぐっちまうよ。

　舗装された道路の脇にはカラフルなヤシの木が等間隔で隣接し、すぐ近くにある金色の海では人魚らしき美女が跳ねていた。歩道には様々な露店が並び、道路には豪勢な神み輿こしや山だ車しが祭ばやしを奏でながら通ったあとにはリオのカーニバルを思わす車とダンサーまでが通っていく。

「まさに神さまのお祭りって感じねぇ。ママこういう雰囲気大好き」

「ちょっと亜麗、あのリンゴ飴あめみたいなの買ってきてよ」

「日本円使えんのか？」

　麻実のおかげで稼がせてもらったから文句は言えんが、神さまの国の通貨がわからん。黄泉には店どころか建物すらロクになかったからな。

（そういや普通に人がいるな）

　すっかり人ひと魂だまが漂う世界に慣れてしまっていたから気づかなんだ。

　サチ子が使えると教えてくれながら、たこ焼きやら焼きそばやらフランクフルトを買ってきてと、さりげなく注文。それを皮切りに注文が続々と入る。

「二秒で買ってきなさい！」

「へいへい……」

　俺はちゃんと走っていますよアピールの小走りで露店を回っていった。




　両手に三、四つ食べ物が入った袋をぶら下げ皆のもとへ戻る。

「ナミは焼きそばだったな……あと、これラムネ。口かわいたら困るからな」

「あ、ありがとうございます」

「では、私はニンニクのオイル焼きを貰もらおうか」

「は？　んなもん買ってねえよ…………って、誰!?」

　声のした方を向くと、そこにはキワッキワの水着を着た巨乳女神を両脇に携えた男神がいた。筋骨隆々で全身浅黒く、何な故ぜかふんどし一丁姿。前垂れには日の丸マーク、そして風でめくれた前垂れの下には『巨』の文字が。

（イケメンというよりは男前って感じだが……無性にイラっとしたのは俺がタイガースファンだからだろうな……うん、きっとそうだ）

「誰？」

　俺の口から思わず出た言葉にその男は白い歯を光らせながら手を立てた。




「オッス、オラ、須す佐さ之の男お！」




「……」「……」「……」「……」「……」「……」

（──スベッた。スベリ倒しやがったぞ、コイツ）

　しかもタチが悪いことに本人はスベッたことに気づかず、ドヤ顔を浮かべている。

（コイツが葦あし原はらの中なかつ国くにの総大将、スサノオか……なんちゅう暑苦しい奴じゃ）

「す、スサノオさん」

「これはこれはイザナミ殿！　相変わらずオッパイ小さいですな！」

「ひ、貧乳でスミマセンンン……」

　空気の読めない田舎のオッサンみたいな奴だな。

「この全身男性ホルモン！　ケンカ売ってんの!?」

　いつも通りシャレーがキャンキャン吠ほえる。

　途端スサノオの瞳が大きく丸くなり、

「おぉ！　我が愛いとしのシャレー姫ではないか、会いたかったぞ！」

　まさに瞬身の術。

　目にも留まらぬ速さでシャレーのもとに立っていた。

（速っ！）

　人間の目では追えない速さ。腐っても武神と呼ばれているだけはある。

　鼻先がくっつくほど顔を近づけられていたシャレーは『キャッ』と可愛らしい悲鳴を上げ、俺の背後に慌てて回った。

[image: ]

「アレイ！　壁、壁になんなさい！　二秒で！」

　女の子を背中にかくまった経験などない俺にはどうしたらいいかわかるはずもなく、とりあえず『僕は死にましぇん』の百分の一もない気概で両腕を広げて見せる。

　シャレーはピッタリと俺の背中に張りつき、隙間から虚勢を張る。

「コイツはね、アタシを守る為ために百回死んでもいいって言ったんだからね！」

（言ってねえよ!?）

「いいこと、それ以上近づいたらアンタ巻きこんで自爆するからね、コイツが！」

（自爆しねえよ!?）

　人の後ろに隠れて何をバカなことを言ってんだ、コイツは。

「ふっふっふっ。そんな壁ごとき、姫の淫乱な姿を想像して出た鼻息で吹き飛ばせるぞ」

（コイツもすげえバカだ！）

「ちょっと、アンタも何か言い返しなさいよ！」

　言い返すも何も対岸の火事ほどに関係ないんだがな、俺にはよ。

　かと言って命令を聞かないとまたあとで何をされるかわかりやしねえ。仕方なく俺は、大げさに指を突きだし言ってやった。

「貴様は巨乳好きじゃないのか!?」

　とな。

　しかしスサノオは愚かな人間を見るように笑った。

「フッ、人間……お前の目はとんだ節穴だな」

「どういう意味だ!?」

「シャレちゃんは隠れ巨乳なの」

「何!?」

　サチ子の発言に思わず振り返る。

　たしかにシャレーの着た着物の帯上には胸が乗っかっている感がある。

（そういえばパジャマ姿ん時、胸が結構あった気がする）

　麻実や小桃ちゃんで見慣れている上、俺のセンサーは微乳の方に反応するからな。まったく気づかなんだ。

　こういったエロトークがＮＧのウブなシャレーちゃんは、耳をまっ赤にさせながら俺の右尻に手をそっと置き、

「イ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]テテテテテテテテテテッ！」

　ゴリラ並の握力で尻肉を摑つかんだ。

　この件に関しては俺、まったく関係ねえじゃねえか、クソっ！

　あまりの痛さに膝をつき涙を流しながらケツをさする。

　そんな俺の背中を踏み越えシャレーが前に出ると、

「……もー許さない。アタシとナミ様を侮辱した罪は万死に値するわ！　アンタたち葦原軍、全滅させてやるんだから！　い[image: ][image: ][image: ][image: ]だっ！　ふんっ！」

　顔は見えんが、子どもがケンカ相手にキライアピールするみたいに口を横に広げそっぽ向いてるんだろうね。

「ふむ、何故か嫌われてしまったようだ……しかし今回の三国神合戦で黄泉は滅亡するだろう……その暁にはいの一番にシャレー姫、そなたをめとりに来るぞ！　期待して待っているのだ！　ぬわっはっはっはっはー」

　それでは、と顔の前で手を立てるとスサノオは海に向かってダッシュしていった。

　その勢いに飲まれ、ぼう然と立ち尽くす俺たち。

　葦原中国総大将スサノオ──天照とはまた別タイプの面倒くさそうな神だった。




「つうかスサノオさんよ…………この水着美女はどうすんだ？」







　演説会場は満員だった。

　狭すぎることもなく広すぎることもなく、まるでライブ会場に集まった一万人が最も熱狂しやすい環境を用意したよう……神さまクラスならそれくらい鼻くそほじるくらい楽に準備しそうだ。建物の形は俺の語彙力ではとうてい表現できない、超先鋭的でアントニ・ガウディとヨーン・ウツソンの共同合作のように思えたね。

　俺たちは黄泉の特別枠で加入したからか、舞台の最前列中央の席を与えられていた。

「ねぇねぇ、どこの国に入るか決めた～？」

「おぃおぃ、高天ヶ原の総大将、超美人らしいぞ！」

　ざっと見た限りだがランダムに選んだという割には若い人間が多い気がする。もしかしたら年齢制限みたいなのがあるのかもな。ジイちゃんバアちゃんに中二病パワーうんぬんはわからんだろうし。

（しかしまあ、このランダムに選ばれたという一万人、どういった経緯でここに来てどのように説明を受けたかは知らんが、えらくリラックスしていやがんな）

「ねえ亜麗……ナミさん大丈夫かな？」

「大丈夫、じゃねえだろ……」

　初対面の人間と話すと緊張するからってガタガタ震えるような女神さまだぞ。舞台の上に立ち、あの時の何千倍もの人間から注視されるわけだからな、ゲロ吐いても不思議じゃないくらいだ。

「大丈夫よ～。ナミちゃん自信あるって言ってたんだから」

　小桃ちゃんが胸の前で小さな拳を作ってみせる。

　確かに演説内容には自信があると天照に向かって宣言していた。

　しかし俺たちは誰もその内容を知らない。

　どこに間者が潜んでいて、真ま似ねされるかもしれないからと用心していたんだと。

（まああのナミがそう言うんだ、相当なモノが出来てるんだろうよ。ウチの大将を信じて期待しておくか）

　得も言われぬ不安と緊張が高まる中、突然、照明が落ちた。

「レディースエーンジェントルメーン」

　驚く間もなくマイクを通した女の声が響くと、舞台上にスポットライトが当たる。そこには鮮やかな翼を持った女神が立っていた。

「お待たせしました、人間の皆さーん。ただいまより高天ヶ原軍、葦原中国軍、そして黄泉軍の総大将による演説合戦が始まりまーす。そして司会を担当するのが私、高天ヶ原出身、おしゃべり大好きゴシップ大好き、千の鳥と書いて〝千鳥〟。みんなチドリンって呼んでねー」

　場慣れしたアイドルみたいに手を大きく振るチドリン。

「うおおぉぉぉぉぉぉ！」

「チドリ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン！」

　一部から熱い拍手と野暮ったい叫び声が上がる。

　これだけで何人かは高天ヶ原に流れるんじゃねえか。

「御三神の演説をちゃーんと聞いて、自分が所属したい国、神さまを決めてね。可愛かわいい子があっちに行ったから自分もってのはダメだよー。それじゃまずは高天ヶ原軍総大将、天照様の演説です、どーぞ！」

　スポットライトが消え、再び辺りが暗闇に包まれる。

　……なんと、それから数分近く動きがない。

　ざわつく声がしきりに上がりはじめた、そのとき、

　──キーン。

　ダイヤモンド鉱石が共鳴したかのような鋭い音が響き、天井から丸い光が降臨した。その中にいたのが天照だった。眩まばゆいほど強い光を放っているはずなのに俺たちの目に負担をかけない光。神々しい光。ゆっくりと降りてきた天照は五メートルほどの高さで留とどまり、

「我は太陽神、天あま照てらす大おお御み神かみ。高天ヶ原を統べる者ぞ」

　相変わらず聞き心地のいい声だ。

　天照はおもむろに右手をかざす。すると光が会場内に広がり、暗闇を打ち払った。

「おぉぉっ」

　なかなか憎い演出じゃねえかよ。

　俺と同じような声がそこら中からあがった。

　その感嘆の声に小さく頷うなずいた天照は壇上の前に降り立つ。

「人の子よ。迷う必要はない。我のもとに集うのじゃ」

　琴の音色がＢＧＭとして流れ出す。

「さすれば必ずや勝利の美酒を味わわせてやろう……さらにじゃ、我が高天ヶ原に加入した者にはもれなく〝天国行き手形〟を与える」

　ざわっ。

「どれほど現世で悪事を働こうとも天国に行けるのじゃぞ！」

　ざわっ。ざわざわっ。

　両腕を広げてみせる天照。

[image: ]

「神ともあろう者がなんちゅう発言をしてやがんだ」

（けど天国行きのパスポートか……これはちょっと欲しいな）

「天の国、高天ヶ原はまさに桃源郷、そなたたちの住む汚れた地上とは比べものにはならぬ。そこで永遠の幸福を与えてやろうて……もうこれ以上何も言わずともわかるじゃろう。そなたらが選ぶ道が……以上じゃ」

　天照はふわりと宙に浮かびクルリと回って見せると、瞬く間にその姿を消した。

　舞台袖から千鳥が姿を見せ、

「はい、どうもありがとうございましたー。いやあ、さすが天照様。神々しかったですねぇ。さて、続きまして葦原中国総大将、須佐之男様の演説です！」

　と光る雲を突き抜けファーラウェーイしそうなＢＧＭが流れる。

「どーけどけどけどけどけ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　会場の後ろからドタドタと突進してくる一つの巨きよ軀く。

「とぉう[image: ][image: ]！」

　高々とジャンプしたスサノオは両膝の裏をつかみローリングしながら舞台上に着地、ふり返りながら顔の前に手を立て、

「オッス、オラ、須佐之男！」

「……」

　またも一万人の前でだだスベリしやがった。

　しかしまったく意に介していない様子のスサノオは高笑いを決めながら両腰に手をあてバカでかい声であいさつをする。

「私が葦原中国を治める神、建たけ速はや須す佐さ之の男おの命みこと、スサノオである！」

　腹の底を揺さぶる声。

　妙に身体からだが武者震いを起こしそうな不思議な声だった。

　それからスサノオはある意味さすがの演説を始めた。




「よく聞け……ここにいる多くのブ男、そしてブス女どもよ！」




（なに!?）

「己の器量の悪さ故、諦めた恋もあるだろう！　自分には美男、美女と乳繰り合う日など来ぬとやさぐれコーラにやさぐれケーキを食した日もあるだろう！　そんなブ男、ブス女どもよ、喜べ！　我の率いる葦原中国に加入し我の手札となるがよい！　この合戦に勝利した暁には貴様らに富を与えよう！　美を授けよう！」

　皆が息をのんでスサノオの話に食い入っている。

「ブ男どもよ、美人を抱きたくはないか!?　巨乳を揉もみしだきたくはないか!?」

「……抱きてぇ！　揉みてぇ！」

「ブス女どもよ、美男子に肩を抱かれ優越感に浸りたくはないか!?」

「浸りたい！」

「ならば来い、我がもとへ！　共に戦おうぞ！」




「うおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　会場が揺れんばかりの歓声が上がる。

　歓声を上げるということは自分がブ男、ブス女と認めることになる。にもかかわらずこんなにも賛同が得られるのは、総大将としての器の大きさを見たからなのかもしれない。

（俺も危うく心を動かされるところだったぜ。まあ、俺は中の上だからな、うん。ブ男ではないからな、うん）

「……ナミさん余計にプレッシャー感じてるんじゃない？」

「感じてるどころじゃねえだろ。下手したら逃げ出してる可能性すらあるぞ」

　ピアノコンクールで前の奴がスタンディングオベーションされたくらいの盛り上がりだったからな。どんだけ自信のある奴でもこの次に登場するのは嫌だろう。

　舞台から飛び降りたスサノオは猛ダッシュで後ろの扉を突き抜けていった。

「はいはーい。以上、スサノオ様でしたー。いやあ、相変わらずむさくるしいですねぇ。おっと、悪口は公平性に欠けちゃうね。ではでは、最後に黄泉国総大将、伊い邪ざ那な美み様の演説をどうぞ！」

　千鳥が舞台袖に引っこむと、黄泉用のＢＧＭが流れ始めた。




　──ちゃんちゃらんちゃちゃちゃちゃ～ん　ちゃんちゃらんちゃちゃちゃちゃ～ん




「何だ!?」




　──ぷわあぁぁぁぁぁん～　ぱっぱっぱっぱらら[image: ][image: ][image: ]ん




　艶なまめかしい音楽とともにピンク色の照明が舞台上を染める。

「おいおいおいおい……」

「これって……」

「カトちゃんね」

　小桃ちゃんの言った通り、ちょっとだけよの音楽じゃねえか。

　黄泉のバカ神連中のセンスを疑う中、ナミが舞台袖から姿を現した。

　手と足を同時に動かしながら、

　スケベ目の描かれたパーティーメガネを装着しながら……。

　ＢＧＭの音量が小さくなっていき、照明ももとに戻ると、イザナミは冗談みたいにガタガタ震える手でマイクを握った。

「は、は、は、はひ、は、はひ、はじ……はじめ、ま、ま、まし、て。わ、わ、わ、わた、わたぬし、ではなく、わたくし、よ、よ、よみこ、く、そ、く、そ、クソ総大将の、い、い、イザナミと申しまふ」

　天照、スサノオの時とは違うざわつき、嘲るような笑みが含まれたざわつきが起こる。

　その違いに我らの総大将が気づく余裕は当然ない。

「ひ、ひ、ふ～……ひ、ひ、ふ～……ひ、ひ、ふ～……」

　出産間近の妊婦でさえ赤子を産み落とすだろうほどの回数ラマーズ法をくり返し、ようやく意を決したナミが前を向く。

「我々は六人の英雄を失った。しかしこれは敗北を意味するのか？……否！　始まりなのだ」

　思いのほか力強い言葉がナミの口から放たれる。

　意味はまったくわからんがこの際どうでもいい。威厳を見せるんだ。威厳を。

「高天ヶ原、葦原中国に比べ我が黄泉国軍の国力は三十分の一以下である。にもかかわらず今日まで戦いぬいてこられたのはなぜか？　諸君！　我が黄泉国の戦う目的が正しいからだ！」

（……ん？　ちょっと待て、このセリフどっかで聞いたことが……）

「我が忠実な家臣に選ばれし者たちよ、立て！　悲しみを怒りに変えて！　立てよ、諸君！　黄泉は諸君らの力を欲しているのだ！」

　総帥はおもむろに右手を掲げた。

（おいおい、まさかアニオタ女神……アレもするつもりか!?）




「ジーク黄泉っ！」




　──シーン。

　沈黙。呆ぼう然ぜん。

「あ、あれっ？……ジーク黄泉！」

　沈黙。絶句。

　スケベ目をした総帥を見て、ここに集まった人間たちが鬨ときの声こえを上げると本気で思ったのか？

（あ、アホすぎる……つうか、あいつらの自信があるってそういう意味だったのか！）

　反応しない聴衆を見て、ナミのお口がへの字に歪ゆがみプルプルと震えだす。

「うう……や、やっぱり、私には無理ですぅ」

　パーティーメガネの中から涙が垂れる。

「わ、私には、あのダンディでカリスマ性に溢あふれた演説は出来ませぬぅぅ。びえぇぇぇ～」

　ナミは泣きながら舞台袖へと走り去ってしまった。

　そして……

「くぅぅおぉぉらぁぁぁぁっ、バカアレイー！」

　舞台袖から鬼神の如ごとく飛び出してくる侍女二人。

「アンタなにナミ様泣かせてんのよ！　殺す、一万回殺す！　万殺し確定！」

「ちょとアレレ！　なんでジーク黄泉て言わないの！　恥ずかしがり屋か!?」

「なん、イタッ、で俺だけ責め、イッタ、られるんだ、痛っ！」

　死神の鎌を出したシャレーが柄で俺の脛すねを無遠慮に強打、俺の背後に回りマウントポジションならぬ肩車ポジションを取ったサチ子が俺のテンプルを交互に殴打、こいつら俺のタマをマジで取りにきてやがる。




　──こうして大トリの黄泉の演説はグダグダの形で終わった。




　演説が終わり、三国はそれぞれ別室を用意された。志願者の受付をおこなう部屋を。

「暇だな……」

　テーブルの前に座った俺はポツリと呟いた。

　長テーブルの前には志願者に記入してもらう契約書が積んであったが、一枚もさばけていない。一時間経たってもまだ入国希望者が現れていない始末だ。

「アレレ、なぞなぞいくよ」

　隣の席にちょこんと座るサチ子が言う。

「なぞなぞ？　おう、いいぞ」

「お魚屋さんがおどろいた。なんて言たでしょう？」

「ふっ、簡単だな」

　見た目どおりまだまだお子ちゃまレベルの頭をしてるな。

「答えは〝ギョ〟だ。正解だろ？」

「ブブブー。ざんねんでした」

「何でだよ。じゃあ答えは？」

「答えは…………じぇじぇじぇ！」

「じぇじぇじぇ！」

　ちょっと古いな。

　しかし暇つぶしにはまあまあだ。驚きをじぇじぇじぇで返した俺にグーと親指を立ててみせるサチ子に俺もグーとしてみせ、お互いニカリと笑い合う。

「って、アンタたち！　なにバカやってんのよ！　もうちょっと焦りなさい！」

　焦ったシャレーは麻実と小桃ちゃんを偵察と勧誘に向かわせていた。

「焦れと言われてもなぁ……」

　ここまでくると逆に清すが々すがしいぞ。

　と、部屋のドアが勢いよく開き、麻実と小桃ちゃんが戻ってくる。

「ダメ、皆、葦原中国と高天ヶ原に流れていってる！」

「ダメなものを何とかしなさいって言ってるんでしょ！」

「マミミン、マミミンのデカ胸は何のために二個もついてるの？　そこらへんのブ男、芋男、裏に引ぱてきて揉ませるためでしょ？　それで悲鳴あげて脅す、わかた？」

「できるわけないでしょ！」

「まあ一人のＥカップ女に手を出さずとも、葦原中国に行って勝てばよりどりみどりで美女おっぱい揉めるわけだからな。一時の快楽に溺れて麻実に走る奴もそうはいまいて」

「うるさいわね！」

　ナミの演説も無茶苦茶だったが、そもそも国の特典に差がありすぎる。

　天国、もしくは地上での快楽が約束されたツアーがある中、八大地獄巡りツアーを所望する人間などいない。そんな奴がいたらすぐさま精神鑑定を依頼するぜ。きっと戦闘参加不可能という診断が下るだろうよ。

「う、うう、ううぅぅ……」

　閑古鳥が鳴いている部屋にナミの泣き声が。

　すっかり落ち込んだナミは部屋の隅で膝を抱えてずっと涙していた。

「わ、私にもっとダンディズムの心得があったなら……」

（いや、そこじゃねえよ）

「ナミ様、違います！　そこのバカアレイがジーク黄泉と叫ばなかったのが原因です！」

（いや、そこでもねえよ！）

　敗因はさっきも言った通り、特典の差が大きい。

　にしても、だ。

　三分の一どころか誰も来ないとは思いもしなかったよ。

（ちょっと待てよ。もしかして……）




　──ビービービー




　部屋中に機械音が鳴り響くと、白壁の前に映像が映し出された。

　チドリンこと千鳥と白しら髭ひげをたくわえた爺じいさん神さまが夕方のニュース番組のようなセットの前に座っていた。

『高天ヶ原、葦原中国、そして黄泉の皆さーん。只ただ今いまをもちましてすべての人間の入国受付が完了致しました！』

「完了したの!?」

『結果はコチラ！』

　千鳥は円グラフと数字が記されたフリップを取り出した。

『えー、葦原中国６４４５名、高天ヶ原３５５２名、そして黄泉国３名となりましたー！　パーセンテージで表すと、葦原中国約六十五％、高天ヶ原約三十五％、黄泉国〇・〇三％です！』

　〇・〇三％……限りなくゼロじゃねえか。

『事前の予想では高天ヶ原が五十五％、葦原中国が四十四％、黄泉国が一％となっていましたが、円えん弧こ様、この結果を見てどのようにお考えですか？』

『ふぉっ、ふぉっ、ふぉっ、そうじゃのう……予想が覆った要因は主に二つ。一つはスサノオ様の演説が人間の心に響いたこと。そしてもう一つは現代の人間が昔と比べ高天ヶ原へ昇ることへの希求心が薄れておることが要因であると考えられるの』

『なるほど。神会議で現代人の信仰心の薄れが問題になっていましたものね』

『あとはそうじゃの、ここには醜ぶ男おとこ、醜女が多かったのかもしれんの。ふぉっ、ふぉっ、ふぉっ』

『円弧様の解説でした、ありがとうございます。それでは皆さま思う存分戦ってください！　以上、千鳥からでした！　バイバーイ！』

　映像がスッと消えていく。

「……」

　消しカスが落ちる音さえ聞こえそうなほど静まり返った部屋。

　長い沈黙が流れ、最後にサチ子の声がやたら大きく響いた。




「じぇじぇじぇ！」







　窓からほんのりと冷たい夜風が流れ込んでくる。

　あのあと、歴史的敗戦を負った将をつれ俺たちは黄泉へと戻っていた。

　これより一週間、新兵の育成期間が設けられ、その後とうとう三国神合戦が開戦される。

「一週間、か……」

　今頃、スサノオ率いる葦原中国軍は乱らん痴ち気き騒さわぎでもしてんじゃねえか。

　一方、俺は夜中に一人、居間でルールブックを眺めていた。最終確認のために。

　──すさっ。

　襖ふすまが開き、パジャマ姿（ネコ柄）のナミが現れた。

　泣きはらした目をしているが、表情にはもう悲愴感は漂っていなかった。

「おっ、吹っ切れたか？」

「もちろんです！　クヨクヨなどしていられませんよ！」

　力強い声。

（立ち直ったか……それじゃそろそろあの話を……）

　と、俺がとある重要な話を持ち出そうとしたとき、

「明日は大事な演説合戦です。この練りに練った演説文で聴衆の心を鷲わしづかみに……」

「ちょっと待て！」

　拳をきゅっと握ってみせるが瞳の奥は完全に虚うつろってる。

（神さまが現実逃避してどうする!?）




「お待たせ。お茶淹いれてきたぞ」

　今にもどこかへ飛んでいきそうなナミを何とか食い止め、縁側に連れてきた俺は台所からお茶を運んできた。サチ子じゃないがこういう時は熱い緑茶に限るだろ。

「……美お味いしいです」

「落ち着いたか？」

　コクリと小さく頷うなずくナミ。

　そして思い出したかのようにまた涙腺が緩みだす。

「ちょ、泣くな！」

「けど……私が至らなかったばっかりに……」

「ああ、ちがう！　それ違う！　あのモノマネはすげえ上う手まかった、完璧だった！……ただ終わった直後のナミは茫ぼう然ぜん自じ失しつだったから何言っても無駄だと思ったから言わなかったけどな、あの演説合戦……ハメられてたぞ」

　俺の言葉に希望の光を見みい出だす……ことはなく、ナミは力なく首を振った。

「それはあり得ません。厳格な神事で不正を働くことは最大の罪とされていますから」

　そう、絶対におかしいと疑問を口にした麻実にシャレーも同じセリフを言った。

　不正は絶対にあり得ない、と。

（神さまってのは意外と固定観念が強いんだな……ま、いいや。それじゃ別方向から）

「じゃあそれはいったん置いといて……現状だと一週間後には総攻撃を受けて黄泉はあっという間に敗北するだろう」

「……はい」

「けどそうはならない方法を見つけた」

「本当ですか!?」

　目を丸くしたナミが俺の両手を包み込むように握り、息が触れるほどの距離まで顔を近づけてくる。

「あ、ああ……」

（ホント、鬼のように美人だな……）

　あのパーティーメガネを着けず、代わりに猫耳つけて『黄泉に入ってニャン』とでも言やあ余裕で千人はこっちに流れてきただろうに……ああ、もったいねえ。

「俺は……俺たちは伊邪那美という女神に忠誠を誓う。だからもう泣くな」

「は、はい……」

　宝石のように光る瞳がようやく明るい色に戻る。

　少女漫画ならこれでもかというほどキラキラ背景が描かれるだろうシチュエーション。そっと肩に両手を伸ばせばもしかするともしかするんじゃねえかと淡い期待が浮かぶもここはぐっと我慢、『リュパンの気持ちが痛いほどに分かるぜ！』なんて思っていると、このいい雰囲気をぶち壊したのはまたしてもあの声だった。

「くぅぅおぉぉらぁぁぁぁっ、バカアレイー！」

「ケバフッ！」

　弾丸の如ごとく駆けてきたシャレーが俺の横腹にドロップキックをかましやがった。遠慮もクソもない全体重をのせたドロップキックだ、俺は幕の内弁当の海え老びみたいに腰を折り曲げ庭まで吹き飛んでいった。

「アンタ、こんなとこでナミ様と何してんのよ!?　磨すりおろし殺すわよ!?」

「ナミちゃん、だいじょぶ？」

　遅れてサチ子も到着。

「だいじょうぶ？　は、はぁ……」

　ナミは何が起きたかわからず、こてんと首を傾かしげながら答えた。

「いった……」

　肋ろつ骨こつに入ってたら間違いなく折れてたぞ。

「湯ゆ吞のみ……お茶……ちょっとエロアレイ！　アンタ、ナミ様に睡眠薬飲ませようとしたわね!?」

「するか！」

（そもそもんなもん持ってねえわ）

「噓うそおっしゃい！　ナミ様、眠くなってはいませんか？」

「眠く？……はい、多少は……」

「ほらっ！」

「夜中だからねっ！」

　さっきまでの穏やかな時間が噓のよう。

　横腹を押さえながら縁側まで戻ると、横棒の下にＵの字を描いたようなサチ子の沈んだ瞳が俺をじっと見据える。

「アレレ……サチは聞いてしまたの」

「聞いた？　何を？」

「さき、ナミちゃんに向かて『チューせい』て言たでしょ！」

「チューせい!?」

「はぁ!?　バカ、チューせいじゃなくて忠誠だ！」

　しかし俺の言葉はすでにシャレーの放つ黒いオーラにかき消されていた。

　シャレーは音もなく死神の鎌を取り出し、

「アレイ、そこで唇を突きだしなさい……今後の戒めとしてさらし唇にするわ」

「さらし唇!?」

　さらし首なら聞いたことはあるが……ってんなことどうでもいいわ！

　ギャーギャー騒いでいると麻実と小桃ちゃんまでが縁側に集まってきた。

　ちょうどいい、俺は緊急会議の開催を提案した。




　居間に全員が集まる。俺は議長としてさっそく今日の出来事の考察について語り始めた。

「夜も遅いことだ。前置きは抜きにして要点だけを話す。まず一つ、今日の演説合戦だが、内容の是非は抜きにして……やっぱハメられてた可能性が高い」

「だから！……」

　すぐに反論しようとしたシャレーを制す。

　もう少し話を聞け、と。

「シャレーやナミが言う通り不正はしてない。ただ……〝細工〟はしてあったんじゃないか？」

「細工？　どういうことよ？」

「特典の差が票に大きく影響したことは否めない。が、一万人に三択を選ばせて、そのうち一つがゼロってことは通常あり得ない。しかも今回は大きく分けると二択なんだ。人類存続派と人類滅亡派のな……にもかかわらずウチへの入国希望者はゼロ。麻実、どうしてだと思う？」

「えっ？　つまり……はじめから人類存続派の人間がいなかったってこと？」

「ピンポン。正解」

「そんなのあり得ないわよ！　仮に存続派、滅亡派の考えを持つ人間が半分ずつだったとして、二分の一を一万回連続で当てるようなも…………!?」

　反論しようとしたシャレーが途中で口をつぐむ。

　どうやらカラクリに気づいたようだ。

「そういうことだ。二分の一を一万回連続で当てるなんて天文学的確率だ……だが、一分の一なら話は別だ」

　ランダムで一万人を選んだというのは神に誓って本当のことなんだろう──ただ、人類滅亡派の人間の中からランダムで一万人を選んだ、というのが実情。

「けどそれってズルっこじゃないの？」

　小桃ちゃんがちょびっと頰ほおを膨らませて言う。

「まあ思いっきりグレーゾーンだけどね。けどルールブックを何度も読み返してもそれを責めることは出来なそうなんだよ」

　うまくルールブックの盲点を突いたと褒めるしかねえ。

（まあ神さまのルールブックに盲点が存在してんなよ、って話だが……）

「このままじゃ一週間後、何千人もの敵に襲われてジ・エンドだ……けど演説合戦で大局がすべて決まるってのも味気ないっつうか、変な気がしてたからルールブックを全部読みこんだ。そしたらこの状況を覆せるかもしれない特別ルールが載ってたんだ」

「特別ルール？　なによ、それ？」

「それは……」

「それは？」







「それは〝神器争奪戦〟を宣言することだ」







「!?」「!?」「!?」







[image: 四　正義の侵略者　～死者が奴隷として扱われる町～]




　神の国には〝三種の神器〟なるものがある。




　高天ヶ原が所有している神器、八や咫たの鏡かがみ

　葦原中国が所有している神器、草くさ薙なぎの剣つるぎ

　黄泉国が所有している神器、八や尺さか瓊にの勾まが玉たま




　～神器争奪戦についての基本ルール～




《一》

　神器が他国に奪われれば失格

　すべての地区が討たれた国の属国となる




《二》

　戦闘員は地上から招集した人間、

　それぞれの町（地区）を統治する神とその従神のみである




《三》

　統治神を討つもしくは降伏させればその土地及び配置された兵士を獲得できる




《四》

　開戦期間は一年間とする

　一年以内に決着がつかない場合、総兵士数の最も多い国を勝者とする





※開戦前に兵士数の差が他国と九割以上ある場合、他国は半年間、対象国への侵攻不可

　対象国が他国に侵攻することは可（ただしその際は神器を持った大将の参戦が必須）









　常とこ世よの国に設けられた三国神合戦運営委員会に申請書類を提出、その三十分後には緊急速報が流れ、チドリンが『大変なことが起こりました！　大変なことが起こりました！』とカメラに顔を近づけ鼻息で画面をまっ白にさせるほどの興奮を見せたあと、黄泉国側から神器争奪戦が宣言されたことを震える声で告げた。有識者がこぞって集まってそれがおよそ五百年ぶりだということや過去の戦いの結末などをやんややんやと語り合っていた。

　ナミやサチ子の話によると三国神合戦と神器争奪戦の違いを例えるなら、

『前者が竹刀でのチャンバラごっこ』

『後者は真剣での殺し合い』

　くらい違うとのこと。

　三種の神器が各国に一つずつあることである種の均衡がとれていたわけで、口には出さないが神器争奪戦はもう止やめましょう的な、暗黙の了解があったらしい。

　が、そんなこと俺が知る由もねえ。

　外国人が白米の上に箸を立てるようなもんさ。

（こっちもあっちも忖そん度たく、忖度ってか？）

　ともあれ、俺の行動は神の世界を大きく騒がし、俺の名を神世界に広めることとなった。

　もちろん、悪い意味でな──。




「遅い！　おそいおそいおそいおそいっ！」

　玄関先でシャレーが仁王立ちしていた。

　麻ま実みと小こ桃ももちゃん同様、居残り組だったシャレーが帰宅早々つっかかってくる。

「なにやってたのよ!?」

「悪い悪い、お茶うけ選ぶのに時間かかってな」

　と羊かんの入った袋を見せる。

「お茶うけ？　なんでそんなもの買ったのよ？」

「今日にも敵国の大将さんが挨拶に来るだろうからな」




「もう来てますわよ」「もう来ておるぞ」




「うぉい!?」

　背後から不意に飛んできた声。

　振り向くとそこには天あま照てらすとスサノオ、その従神たちが立っていた。

「うげっ」

　あからさまに嫌な顔をしたシャレーはペッとスサノオの足もとに唾を吐き捨て家の中へと逃げ込んでいった。

「ふっ、照れなくてよいものを……可愛かわいい奴め」

「……」

　身体からだと同様、鋼のようなメンタルをしていやがるな。




　応接間は重苦しい沈黙が流れていた。

　天照の斜め後ろには腹の底が見えない柔和な笑みを浮かべたイケメン野郎、

　スサノオの斜め後ろには縁なしメガネをかけたいかにも敏腕秘書風美人、

　そして黄泉国を代表してナミと俺がその場に座っていた。

　小桃ちゃんが淹いれてくれた黄泉茶と俺が買った羊かんだが、誰一人手を付けようとしない。お二方とも初対面のときとは打って変わってえらく厳しい表情をされている。

「……とんでもないことをしてくれましたわね」

　口火を切ったのは天照。

　サチ子には決して見せないだろう冷たい視線で俺たちを睨にらみつける。

「とんでもないこと、と言うのはもしかすると神器争奪戦を付け加えたことでしょうか？」

「当然です！」

　天照は苛いら立だちながら座卓を思いきり叩たたきつけると、

「イザナミさん、貴女あなたも貴女ですわ！　五百年前、神器争奪戦の影響を受けた人間が地上でも長き戦いを繰りひろげ戦乱の世に陥ったことを忘れたのですか!?」

　もちろん、覚えてらっしゃいますよ。なんせ偶然にもついさっき、レストランでその話を聞かせてくれたからな。

　五百年前に起きた神器争奪戦で今回と同じように神の国に集められた人間が兵士となって戦った。その中で命を落とした兵士は記憶を取り除かれ再び地上世界へと戻された。しかし記憶をなくしながらも心は覚えていたのか、神の戦いに参加した人間は攻撃性が強くなり、支配欲にかられるようになったそうだ。




　──そう、戦国時代に大きな影響を与えたのは三国神合戦、神器争奪戦だったのだ。




（かの織田信長公が黄泉軍の兵士として活躍したという話を聞いたときは流石さすがに震えたね）

　詰め寄られたナミに代わり、俺が口を開く。

「まあまあ、そう熱くならずに……ただこちらとしましてもなにぶん必死なもので。なんせハメられたかのように黄泉には一人も兵士が加入しなかったものですから。神器争奪戦を宣言しないことにはあっという間に攻め込まれて国が滅んでしまいます故……」

「無知で愚かな孫、教えて差し上げますわ。この三国神合戦では兵力差があまりにもついた場合、一定期間、攻め込まれないという救済処置があるのです！」

「もちろん存じ上げていますよ。だからこそ神器争奪戦を宣言したんです」

「何ですって!?」

　驚く天照にニヒルな笑みを向けてやる。

　神さまを驚かすというのもなかなか気持ちいいもんだ。

「救済処置があっても、現状ウチは志を共にする二匹の大蛇に睨まれ挟まれたアマガエル状態。その一定期間とやらが過ぎた瞬間、食われる運命にある。ならそこから逃げ出す方法はただ一つ…………蛇同士で共食いをしてもらうしか、ね？」

　と沈黙を保っていたもう一人の敵軍大将に目を向ける。

　その後ろにいた秘書女神は薄い唇をわずかに震わせ微笑ほほえんだ。

「ぬわっ、ぬわっはっはっはっはっはー！　まあまあよいではないですか、姉上。血の気の多かった昔の人間ではないのだ、あの時のようにはなるまい。それよりも現代の人間と織りなす想像と創造の力を駆使し、五百年ぶりの真剣勝負を楽しもうではありませんか！」

「スサノオ、貴方あなた!?」

　立ち上がったスサノオは羊かんを一口で食べ終えると、顔を上げ大きく開いた口に熱い緑茶を一気に流し込んだ。

「うむ、美う味まい茶であった！　では、バイチャ！」

「……」

「理解されていないようなので説明しますと、今のはお茶と別れの挨拶であるバイチャをかけるというスサノオ様の高等テクニックでございます」

　とスサノオの侍女。

　聞いてもいねえのに補足説明せんでもいいわい。

　侍女が障子を開き、出ていこうとするスサノオはふと振り返り、言った。




「お二方よ、せいぜい見苦しくあがき、そして私を存分に楽しませてくれ」




（なっ!?）

　その見下した発言よりもその姿に声を失った。

　俺たちを見下ろすスサノオは金剛力士像よりも威圧的だった。

（大神として見せた圧倒的オーラ、アレを倒して神器を奪うのは並大抵なことじゃねぇな）

　とふんどしを締め直そうと思い立った刹那、さらにもう一枚ふんどしを巻かねばならぬことに──。

「許すまじ……あの愚弟……」

　スーパーな宇宙人と同じ色の髪をぶわりと逆立たせた天照。

　そのオーラもまた強烈だったね。眼球をやられるほどに。

　視力が戻ったころには天照、従者の姿はなく、羊かんもお茶も消えていた。




「と、言うわけで無事、神器争奪戦の開戦が決定いたしましたーパチパチパチー」

　拍手を促すが誰も俺に追随しない。

　薄っぺらい羊かんが六つ並んだ座卓、そこに座った面々はバラエティー豊かな表情を浮かべていた。

　あわわわわっと顔の横に汗が飛んで見えるナミ、むふぅと白い鼻息を吐き出すシャレー、ぬふふふっといつもの笑みを浮かべるサチ子、何が起きているのかわからずポカンとしている武たけ田だ親子。

「ちょっと亜あ麗れい、私たちそもそもそれが何なのかさえわかってないんだけど？」

「オーケー、それじゃ一から説明するな……まず神器争奪戦っていうのは文字通り神器を奪い合うことを言う」

　俺はナミのネックレスを指さす。

　翡ひ翠すい色の勾玉こそ三種の神器の一つ、八尺瓊勾玉であることを説明。

「それぞれの国を治める神、大将が持つ神器が奪われればゲームオーバー、破れた国の属国となり滅亡する」

「滅亡するの!?」

　相変わらずいいリアクションをとる麻実。

　シャレーが鼻息荒くイレ込んでいるのもそういう理由があるからだ。

「あんた、そんな大事なこと勝手に決めてよかったの？」

「そうするしか生き残る道がなかったんだよ。この前の演説合戦でウチは兵士となる人間をまったく獲得できなかった。けど幸か不幸か、そのおかげで救済処置が施され、最長で半年間は他の国から攻め込まれることがなくなったんだ」

「そうなの？　なんだ……」

　ホッと胸をなでおろす麻実。

「安心してる余裕はないぞ。半年間なにもしなかったらそのあと、大軍に攻め込まれるんだからな」

　俺は神の国が描かれた地図を取り出し、座卓の上に広げた。

　神の国は〝三角おにぎり〟のような形をしていた。

　先っちょの部分の小さな国が黄泉、残りの土地を半分に割るようまん中に国境線が引かれ、西側が葦原中国、東側が高天ヶ原となっている（常世の国は島国で高天ヶ原の南に位置する）。そして県境のようにそれぞれの地区を統治する神の名が細かく記されている。

「いいか、これがただの三国神合戦だったなら、この黄泉が隣接する他国の地区に大量の兵士を固められて身動き取れずに終わりだったはず……けどそこに神器争奪戦を加えたことで事情は変わった。もっとも多い兵士を抱えたスサノオが高天ヶ原に攻め入ることを暗に示唆したからな」

「あの、もしかして亜麗さんはその為ために天照さんたちを呼んだのですか？」

「ん？　そうだよ」

「どうやってですか？　あのお二人はその……とても自由でいらっしゃるので、素直に言うことを聞いてくださるとは思えないのですが……？」

　オブラートに包まず言うと『どうやって超ワガママなあの二人に言うことを聞かせることが出来たのか？』ってことだな。

「簡単だよ。それぞれシャレーとサチ子の名前使ったから」

　天照にはサチ子、スサノオにはシャレーの名前を使って呼び寄せたんだ。

「はぁ!?　アンタなに勝手なことしてくれてんのよ!?」

「アレレ、サチの名はそんなに安くはないの！」

「黄泉のためだ、我慢しろ。そのおかげで連中の目は俺たちから離れたんだからよ」

　眉を寄せて不満を表す二人を無視し、

「話を戻すぞ。で、これにより高天ヶ原、葦原中国ともにこのまん中に走る国境沿いに多くの兵士が集まると考えられる」

　キング●ムみたいなイメージか。

「……となると、俺たちが狙うのはこの辺りがいいと思う」

　と両指を使い、国境沿いから離れた東と西にある海沿いの地区を指す。

「あとはもうわかんねえからこっからはナミたちに任せる。もし攻め落とした方がいい場所とかあったら言ってくれ」

「そんなのここに決まってるでしょ！」

　とシャレーは西側、葦原中国の地区を指した。

「理由は？」

「あの筋肉バカにアタシたちの力を思い知らせてやるのよ！」

　私情挟みまくりだな、おい……。

　それにどっちかと言うと兵士数の少ない高天ヶ原の方がいいんだけどな。

「総大将としてナミは何か意見あるか？」

「えっと、攻め落としたいというわけではないんですが気になる場所が一つ……」

　そう言ってナミが指したのはシャレーとは反対側、高天ヶ原のとある町だった。







「なかなかにダセえな……」

「ちょっとバカみたいだよね……」

　玄関先に用意された移動手段を目の当たりにした俺と麻実は思わず呟つぶやいた。

　そこにあったのは二枚の畳。

　その下に入り込んだ青い人ひと魂だまたちが畳を持ち上げている。

「これに乗っていくつもりなんだよな？」

「何、文句あんの？　コロスわよ」

「貴重な戦力を削ごうとすんな……」

　いまから俺たちが向かおうとしているのは高天ヶ原の港町〝ハルバン〟。

　ナミが指定した町だ。

　サチ子の転移術を用いれば一瞬で移動できるんだが、この術を使うと敵に感知されるというデメリットがあった。

　そこで町の手前までこの〝空飛ぶ畳〟に乗って移動することになったんだが……空飛ぶじゅうたんならまだしも空飛ぶ畳だからな。

（どちらも長方形と形は似てるのにアラビア風と和風でこうも赴きが違うもんかね）

「みんなぁ、お弁当できたわよぉ」

　猫エプロン姿の小桃ちゃんがパタパタと駆けてくる。五つの弁当箱を頭に載せた人魂を引き連れて。

　一号畳にナミ、シャレー、サチ子が乗りこみ、二号畳に俺と麻実が乗る。

　今日は小桃ちゃんとニャン三郎はお留守番だ。

「それでは小桃さん、行ってまいります」

「はーい、行ってらっしゃーい。気を付けてねぇ」

　ぶわりと畳が急上昇。そのまま雲を突き抜けていった。




「あいかわらず小桃さんのご飯は美お味いしいですねぇ」

「うましうまし」

「こんなの毎日食べてたなんて……アンタたち生意気よ！」

　畳の上で弁当箱をつつく神さま方が思い思いを口にする。

　乗る前は低評価だった空飛ぶ畳、いざ乗ってみるとこれが悪くなかった。

　高速で飛んでいるのに揺れもなく風の抵抗もない。

　畳というだけあって座り心地もいい。

「雲の上なのに寒くないんだね」

「シャレーに言わせると矮わい小しような脳みそで培った知識で物事をはかろうとするなってとこだろ？」

　事実、神の国の地図を見てだいたいの大きさを想像したが、実際はその何倍も大きかった。

　雲間から見えた川や山や森や湖も……すべてが地上の規模と違ったよ。

「弁当食いながらでいいからもう一度確認な。今回はあくまで偵察だからな。目立つ行為はとらないように。とくにシャレー。気をつけろよ」

「そんなの言われなくてもわかってるわよ。死になさい」

「最後の一文は余計ですよ……ナミが聞いた町のうわさを確認、調査する。その後、黄泉に戻って今後の対応を検討する。オーケー？」

「オケオケ」

　俺の話を軽く流し、再び弁当に舌鼓を打つ神さまたち。

　こいつらを見ていると人類をかけて戦おうとしているのが信じられなくなるよ。

「けど、ナミさんが言ってたこと本当なのかな？」

「ほんと……だったら大問題だろ。天国の概念が一気に崩れちまう」

『たま、タマタマタマ……』

　邪気のない赤子のような声がする。

　せっせと俺たちを運んでくれている人魂が何かを言っているようだ。

「あ、はい。わかりました。亜麗さん、麻実さん、ハルバンの町の近くまで着いたようです」

　空飛ぶ畳は音もなく高度を下げていった。




　地上に降り立つまでの間、空から見たハルバンの町は絶景だった。

　中世ヨーロッパを連想させるオレンジの屋根に白い建物が並び、町のはずれには大きな神殿が構え、港には蒸気船やヨットが優雅に浮かんでいた。緑も豊かで、丘の上に時計台でもありゃあ魔法のホウキにまたがって宅配業でも始めたくなるような心がすぅっとなるような素敵な町、まさに天国に似つかわしい町だった。

　空飛ぶ畳から降り立ち、警戒しながら町に近づき入り口を通る。罠わなかと思うほどあっさり町の中へと入ることができた。

　神器争奪戦が開戦されたと言うのに町の神たちはどこ吹く風、楽しそうに会話しながら町中を闊かつ歩ぽし、並んだ露店は活気にあふれていた。







　……………………が、しかし、







「おいおい……なんだよこれ……」

　神々の明るい表情とは真逆に、生気を失った顔をした〝人獣〟がたくさんいた。

　人獣と表したのは間違いじゃねえ。

　人の形をしながら顔が犬や馬やウサギと混ざり合ったような生物がいたんだ。

（暇つぶし用のアプリで作ったみたいな顔じゃねえかよ……）

　さらに俺の心臓を冷たくさせたのが、多くの人獣が鎖で繫つながった首輪をしていたこと。

　若くてキレイな姿をした犬人間、猫人間が神に連れられ散歩をしていたんだ。

「これってナミさんが言ってたとおりじゃない……」

　呆ぼう然ぜんとした麻実が呟く。

　そう、この町が気になるとナミが言った理由は、




　──統治する神が人間を動物の姿に変え奴隷のように扱っている




　といううわさを聞いていたからだ。

「と、とにかく、もう少し町を見て回りましょう」

　ナミの提案になんとか頷うなずき、俺たちはその場を後にした。




　一通り町を回ったあと、噴水が置かれた広場でいったん休憩をとる。

「はぁ……」

　マジでため息しか出ねぇ。

　町を散策して様々な人間を目にしてきた。

　港で肉体労働をさせられているゴリラ人間、

　店の前で客引きをしているバニー姿の若いウサギ人間、

　マダム気取りの女神同士が見せ合いをして喜んでいたのは幼児の犬人間……

　よくよく話を聞けば、飼い主である神に仕えれば輪りん廻ね転生を承認するよう統治神に推薦状を書いてくれるのだそうだ。だから皆、それを求めて必死に従っていたのだという。

　その統治神というのが〝オカフク〟という男神。

　このオカフクが人間を合成獣キメラの姿にしたようだ。

　そして俺たちを最も堪こたえさせた、凹へこませたのは、




〝野良人獣〟




　の存在だった。

　飼い主である神に逆らったり、気に入られなくなったりした人間が捨てられ野良となっていた。

　そんな人間たちに施しを与えるように薄ら笑いを浮かべた神が食い物をばらまき、それを人獣が拾い貪り食う姿を見たときは身体からだ中じゆうの血が冷えきるほどにショックだった。

　死者として神の国にきた者は、腹は減るが病や飢餓で死ぬことはない。

　言い換えれば、死ぬことが出来ないのだ……。

　偶然かそれとも狙ってのことか。

　野良人間の存在が大きな抑止力となっているようだ。

　野良となった姿を見せつけることで、他の飼われた人間は言うことを聞くしかない。

「……なあ、ナミ」

「……はい」

「たまたまここにクソみたいな神が集まって、たまたまこんなクソみたいな町が出来たのか？　それとも……」

「ここが特別、とは言い切れません。他の場所でも似たようなことが起きている可能性は十分あります」

「チッ……あの二人は何やってんだよ？」

　糾弾したい気持ちをぐっと抑え、声を殺して尋ねた。

　名を口にするまでもない。

　国の長である天照とスサノオのことだ。

「神の国は広大です。そのためどうしても細部までは目が行き届きません。そこで統治神まで上りつめた神にほとんどを委ねているのが現状なのです」

　ナミもまた悔しさを押し殺すように言った。

　このようになったのも人類滅亡案に賛同する神が増えてきた影響なのだと言う。

「ねぇ、亜麗……」

　麻実が不安そうな目をして俺の名を呼ぶ。

　それだけで何が言いたいかわかった。俺と同じことを考えていたようだ。

「わかってる……なあ、前に言ったよな？　俺の両親と妹は交通事故で死んでるって。三人がいまどこにいるかわからないか？」

「……すみません。黄泉にいる者でしたらわかるのですが、不慮の事故で亡くなった場合、輪廻転生が優遇されるので、ほとんどの人間は高天ヶ原、もしくは葦原中国に配属されます。他国のことまでは……」

「そうか……」

　両親が奴隷のように、妹が愛玩動物のように扱われている姿を想像しただけで怒りを覚える。それは俺だけじゃねえ。あの世で幸せに暮らしていることを願って線香をたき、花を供えている数えきれない人間にとって何よりの裏切りだ。

　あまりにも重苦しい雰囲気に自然と肩を落としていると、

「あっ」

　と言う声がし、目の前で人獣が倒れた。

　持っていた大きな紙袋から大量の果実がばら撒まかれる。

「大丈夫？」

　コケた人獣のもとに駆け寄り手を差し伸べると、

「ええ、ありがとうございます」

　その人獣は婆ちゃんだった。

　白いふわふわの髪をしたヒツジの人獣。

　生前は上品で気の優しい婆ちゃんだったと思えるような雰囲気が漂っている。

　首には〝黄色の折り紙で作られた向日葵ひまわりのネックレス〟を着けていた。

「こぉんのクソババアー！　てめえ、何やってんだコラ！」

　いかにも軽薄そうな若い男神があとからやって来た。

「あーあーあー、せっかくまとめ買いしたってのによぉ」

「申し訳ございません……」

　男神は細い目をいっそう細め、道路の上で潰れた果実を指さすと、

「罰だ…………食え。流れた汁も全部すすれ」

「おい、いい加減にしろよ！」

　温厚な俺もさすがにカチンときた。

「なんだぁお前、人間の分際で？　俺様が誰かわかってんのか？　この町の統治神、オカフクの弟、イカフク様だぞ！」

「なに!?」

　つうことはオカフクって奴もこんな悪人面してやがんのか？

　こんなにわかりやすい悪神に役職あたえるなんざ、どんだけ節穴な目してんだよ。

　呆あきれかえった俺がその名前にビビったように映ったのだろう、イカフクはふふんと鼻を鳴らし腕を組んで見せる。

「アナタの言動は人間の尊厳を無視しすぎています！」

　そう非難したのは黄泉国総大将のナミ。

「尊厳？　ケケッ、守ってやってるよなぁ？　何の役にも立たねえヒツジのババアを買ってやった上に捨てずにいてやるんだ……野良になって惨めに物乞いなんてしたくねえよなぁ？　ウケケケ」

　いちいち癇かんに障る口調。

　それでもヒツジの婆ちゃんは力なく頷いてみせ、イカフクは虫むし唾ずの走る笑い声を上げる。

「ただ……」

　ヒツジの婆ちゃんが弱々しく呟つぶやく。

「ただ、天国と呼ばれる場所に来て……こんなに惨めで辛つらい思いをするとは思いませんでした」

　皴しわの走る目尻から一筋の涙がこぼれ落ちた。

　その涙を見た瞬間、演説合戦のことを思い出した。

　天照が口にした言葉が脳裏をよぎったんだ。




〝桃源郷〟




　たしかに天照はそう言った。

（こんな場所、桃源郷なんかじゃねえよ……）







　──プツン。







　ああ、ダメだ。

　もう限界だ。

　今まで必死に抑えてきた感情が爆発する。

　俺は静かに目を閉じた。

　……想像しろ。

　……あの野郎に喰くらわす怒りの鉄てつ槌ついを創造するために。

（……よし、出来た。赤々と燃える鉄槌が）

　これで奴の歪ゆがんだ根性ごと顔面たたき潰してやらあ。

　閉じた目を開け、今まさに鉄槌を創造しようとしたとき、

「黄昏たそがれよりも暗き存も在の……血の流れよりも赤き存も在の……時と間きの流れに埋うずもれし偉大なる汝なんじの名において……」

　超有名な詠唱呪文が、テストに出てきた詠唱呪文がどこからか聞こえてくる。

「えっ？」

「我ここに神に誓わん……我らが前に立ち塞がりしすべての愚かなるものに……我と汝が力もて……等しく滅びを与えんことを！」

（この声……麻実!?）

　空手のパンチンググローブを創造した麻実が紅あかいオーラに包まれていた。

「死んで償いなさい！　竜破拳ドラグブロー!!」

　麻実の右ストレートが炸さく裂れつ。

　紅竜が浮かび上がるそのパンチはイカフクの顔面にめりこみ、気持ちいいほどに派手な音とともにふっ飛んでいった。

「……」

　想像の力が弱い麻実は、剣やヤリといった見慣れないものは上う手まく創造できずにいた。

　しかし身近なもの、見慣れたものである空手のグローブなら上手く創造できるようになっていたと話には聞いていたが……。

（……ちょっとカッコいいじゃねえか）

　しかも麻実は神職に〝格闘家〟を選択していた。

　どうやら、格闘家の才能はあったようで、その補正効果を得て、かなりの攻撃力、防御力を獲得していたのだ。

「マミ、よくやったわ」

「マミミン、グー」

「麻実さん、ありがとうございます」

　仲間から賞賛の声を次々に投げかけられる。

　いい所を持っていかれた俺は、

「大丈夫か、婆ちゃん」

　手を差し伸べてヒツジの婆ちゃんを立たせてあげる。

「ありがとうございます……けど、アナタ方は一体？」

　問われた俺は小さく笑い、キメ顔で言った。

「正義の侵略者さ」

「侵略者……」

　呆ぼう然ぜんとするヒツジの婆ちゃんをここから去るように促す。

　イカフクをふっ飛ばした拍子に露店まで派手に巻きこんだからな。さすがに周りが騒ぎ出しちまった。数分もしないうちにこの町に配属された兵士がやって来るだろう。

「おい貴様ら、何をしている!?」

　数分どころか一分もしないうちに騒ぎを聞きつけた兵士姿の人獣がやってきた。

「婆ちゃん、早く逃げな。それで出来るだけここから離れるんだ」

「は、はい」

　ヒツジの婆ちゃんが去っていくのを確認するのと同時、いろいろな場所から兵士がわんさか湧いて出てくる。

「貴様ら、何者だ!?」

「人に名を尋ねるときはまず自分の名を告げるのが礼儀なの」

　いつもと変わらない声と態度でサチ子が言ってのける。

「わ、我らは一万人の中から選ばれた誉ある兵士、天照様に忠義を誓った高天ヶ原の兵士だ！」

（選ばれたっつうか自ら選んだんだろうが）

　そうこうしているうちに続々と兵士が集まり、完全に囲まれた。

「何者だ、貴様ら!?」

　別の兵士がまた同じことを聞いてくる。

（ここまで来たらしょうがねえ……一発かましてやるか）

　無駄とわかっていながら俺は想像の力を駆使した。

　背後にある噴水上空に完成形をイメージし創造する。

　俺が創りだしたのは『黄』の文字が大きく描かれた〝大旗〟。

「おらよっと！」

　意のままに操り、大旗を噴水の中に叩たたき落とす。

　突き刺さった大旗は派手な水しぶきを上げ、低い虹を浮かび上がらせた。

　この上ない派手な演出をかまし、




「黄泉軍だ、バカヤロー」




　戦隊ヒーローにでもなったような気分に浸ってやったわい。

「黄泉軍だと!?　敵襲[image: ][image: ]！　敵襲[image: ][image: ]！」

　笛の音が響き渡り、さらに兵士が集まってくる。

「さーて、どうします？　五十……いや百はいるぞ」

　予想以上に兵士の数が多い。

　さすがに黄泉と接する地域には兵士をそれなりに配置してきたか。

「……しょうがないわね。アタシが相手するわ」

「相手するって、シャレー……お前、一人でアレ全部とやり合うつもりか？」

「そうよ。アンタたちは遠回りして統治神のいるあの神殿に向かいなさい」

「……うん、そだね。ここはシャレちゃんが適任」

「いいこと？　ナミ様にかすり傷一つでも付けたらコロスから。死ぬ気で護衛しなさい。わかった？」

「いや、その前に一人で……」




　──シュパッ。




　俺の話を聞き終える前にシャレーが死神の鎌を振り切る。

　その直後、後ろの道を塞いでいた連中が跡形もなく消えていた。

「……どう？　まだ何か不安？」

　死神の鎌を肩にかけ、したり顔で微笑ほほえむシャレー。

　不安もなにも、死神の鎌をいつ取り出したのかさえ見えなかったわい。

（アソコがきゅんとなったわい）

　死神の見せる微笑ほど怖いものはねえな。

「ほら、さっさと行きなさい！　こっちを片付けたらアタシも向かうから！」

　包囲が崩れた隙をつき、俺たちは後ろの道に駆け込んでいった。

　そして入り口を塞ぐようにシャレーが立ち止まる。

　途中、一度だけ振り返ると、

「さあ、死にたい奴からかかってきなさい。一瞬でラクにしてあげるわ！」

　俺より二十センチも低いその背中がバカみたいに大きく見えたよ。




　俺と麻実はシャレーの指示通りに遠回りをしながら神殿へと向かった。

　追っ手が後ろからせまることは一度もなく、シャレーがうまくやっているようだ。

　水堀に囲まれた神殿の傍そばまで到着。神殿へと向かうには南側に設けられた石橋を渡るしかない、しかし当然ながらそこにはかなりの兵士の姿があった。

「どうする？」

「怪盗リュパンの如ごとく華麗に侵入するのもいいけども……サチ的には派手に暴れながら正面突撃を喰くらわせたい気分」

「あっ、私もサッちゃんに賛成。まだ殴り足りないわ」

　サチ子はようわからんが、麻実の瞳にはまだ怒りの炎が消えていない。

　それほどこの町の惨状を見たやるせなさを何かにぶつけないと済まないようだ。

「……ナミもそれでいいか？」

「はい」

「……オーケー。それじゃ正義の味方みたく正々堂々といきますか」

　コクリと頷うなずく三人。

　それに俺が一番不完全燃焼だしな。

　いっちょ派手にやってやりますか。

　意思を統一した俺たちは石橋に向かって駆けだした。




「はああぁぁぁぁぁぁっ！」

「びーたたたたたたたっ！」

「…………………（すーん）」

　先頭を走る麻実とサチ子。

　気合の声とともにザッボン、ザッボン人獣の兵士たちが次々と水堀へ落ちていく。

　先端にドクロが彫られた樫かしの杖つえ（トラクエ五の主人公が持ってた杖つえ）を振り回すサチ子に、炎を纏まとう赤いパンチンググローブを右手に、冷気を放つ青いパンチンググローブを左手に装着した麻実、それぞれが競うように殴り飛ばしていく。

　一方、その後ろを走る俺とナミはエンカウント率がバグったゲームで遊んでいるかのように長い道をただひたすら素通りしているだけ。

　流しそうめんの最前列に位置し、後ろのことも考えずごっそり麵をすくう大食い姉妹みたいに見えたわい。

　しかしまあ、ウサギとカメのウサギに、アリとキリギリスのキリギリスにでもなった気分だよ。軍師として作戦参謀長としてルールブックを精読したり、作戦を練るのに時間を使ってたりしたら、いつの間にか麻実の奴がレベルアップしてやがるんだもんな。

（ロープレならパーティーにいるだけでレベルが上がるんだが……今のところ強くなった様子はねぇな）

　帰ったら俺もシャレーたちに修行なるものをつけてもらおうか、そんなことを考えながら石橋を渡りきり、神殿内部へと突入した。




　ドーリア式、パルテノン神殿を思わすような内部をひたすらに走っていく。天井は恐ろしく高く、重厚な白い柱が等間隔に何本も並んでいる。日本という狭い国に住んでいるせいか、未いまだに神の世界のスケールの大きさに頭が慣れない。

　それはさておき、神殿に入ってからまだ敵さんと一度も対たい峙じしていない。

「こっちで合ってんのかな？」

　さっきから俺たちの走る足音だけが冷たく響いていた。

「だいじょぶ、サチの勘はヌタウナギの歯よりも鋭いと言われている」

「……ヌタウナギの歯がそもそもわからん」

　さっきから同じところをリピートして走ってるかのような錯覚に襲われる。

（知らぬ間にアナザー●ィメンションでも喰らったんじゃねえか？）

　この警備の薄さはゴールドセイントが待ち構えているからなんじゃないのか、なんて一抹の不安を覚えたとき、

「止まて！」

　サチ子が両手を広げ急停止させる。

「どうした!?」

「……それで隠れてるつもりなの？　サチの邪眼の前にはすべてお見通し……ささと出てくるがよろし！」

　なかなかの中二病発言をしながらサチ子は数メートル先の柱を指さした。

「……おやおや、よく気がつきましたね」

「……それだけ俺たちの力が溢あふれ出てるってことだろ」

　左右の柱から細身のシルバーセイントと太目のゴールドセイントが現れた。

（セイントっつうか……銀のカッパと金のブタだな、ありゃ）

　よくよく顔を見りゃ、銀色の鎧よろいを着たカッパ人間と金色の鎧を着たブタ人間だった。

　こいつらもまた高天ヶ原軍に入り、オカフクに人獣へと変貌させられた憐あわれな兵士なんだろう。

「ねぇ亜麗、なんか西遊記に出てくるアレみたいじゃない？」

「アレ？……ああ、猪ちよ八はつ戒かいと沙さ悟ご浄じようか」

　たしかにそっくりだ。

　そんな化物二人が俺の方に顔を向けた。

「まさかこんなにすぐに会えるなんて……運命を感じずにはいられませんよ、稗ひえ田だ君」

「鼻の下を長くして待ってたぜぇ、亜麗」

「……はっ？」

「亜麗、アンタあんなのと知り合いなの？」

「ちょとアレレ！　まさかスパイ!?」

「なわけあるかい」

　俺は孫悟空になった記憶も三蔵法師さんとともに旅に出た記憶もねえよ。

「誰だお前ら!?　なんで俺の名を知ってやがる!?　まあそれほど俺にスター性があるということなのだろうけども！」

　なんせ俺は神器争奪戦を開いた張本人として顔も名前も連日報道されていたからな。

　高天ヶ原じゃあ『要注意人物のイケメン軍師』とでも紹介されてたのかもな！

「つれないですね……いつも数学の宿題を見せてあげたじゃないですか？」

「ほんとだぜ……高級神戸牛のステーキをタダでプレゼントしてやったじゃねえか？」

「宿題？　神戸牛？………………あぁっ!?」

　わかった。

　わかったぞ。

　カッパとブタの顔をしていながら、どっかで見たことある気がしてたんだ。

「お前ら……三さん条じようと袴はかま田だだな!?」

「ケケッ、気づいてくれて嬉うれしいです」

「ブヒッ、俺も嬉しいよ」

　カッパ姿のひょろっとした男は去年、同じクラスだった三条。たしか科学部だったな。数学の宿題をいつも進んで見せてくれた奴だ。

　そしてブタ姿の太った男もまた去年同じクラスだった袴田。家が肉屋をやっている。それともう一つ。覚えているだろうか、コイツは初登場じゃないってことを……そう、コイツは麻実のエロ本を注文し、それが麻実にバレるきっかけを作った相撲部の大バカ野郎だ。

「なんでこんなとこにいんだよ!?」

「僕たちも選ばれたんですよ……誉ある聖戦を戦う兵士にね」

「ちょっとアンタたち、高天ヶ原が人類滅ぼそうとしてるのわかってて入ったの!?」

「もちろん。天照様のご意思に賛同したから加入したんです」

「こんな想おもいが届かない、叶かなわない不条理な世界なんてさっさと滅びてしまえばいいんだ」

「袴田君の言う通りですね」

　どうやら無理に言わされているわけじゃなさそうだ。

　今のセリフは心の声に違いない。

（まったく、これだからモテない連中は……一度や二度、女にフラれたくらいで世界を滅ぼそうなんて考えるんじゃねえよ）

「元クラスメイトのよしみだ……大人しくその道をあけて、オカフクとかいうクソ神のとこまで案内してくれねえか？」

「オカフク様はこの奥にある教皇の間におられますよ」

「……だが、お前たちがそこにたどり着くことはねえ。なぜなら俺たちがここで全員ヤッちまうからな！」

　ベタベタな台詞せりふを恥ずかしげもなく猪八戒の袴田が口にする。

（まあ正直なところ、ただのクラスメイトで特別に仲が良かったわけでもねえしな……やっつけるのに心苦しさみたいなもんはほとんどねえわ）

　なんて油断してたのがマズかった。

　ブタの化身が馬ま鍬ぐわを創造し、カッパの化身が半月刀の宝杖を創造した。

「喰くらえ、土砕撃デイガント！」

　猪八戒が馬鍬を床に叩たたきつけ、無数の石いし塊くれを浮かび上がらせる。

「ゆけ、水噴撃ミケロス！」

　そこに沙悟浄の宝杖から飛び出した水撃がそれらを全て打ぶち飛ばした。

「やべっ」

　想像をはるかに上回る攻撃。

　俺は瞬時に鉄の盾を創りあげた──人が隠れられるほどの巨大な盾を。




　──シュウォォォォォン！

　──ガギン、ガゴン！




　盾の横を通り過ぎていった石塊は耳を劈つんざくような轟ごう音おんと風を伴った。

　まるでＦ１コースのど真ん中に立たされたようだ。

　盾に当たった石塊は激しい金属音を鳴らしながらボコボコと盾を変形させていった。

（……ダメだ、もたねぇ）

「おい、皆、盾がもたねえ！　姿勢低くして頭下げろ。そんで頭の前になんでもいいから壁作っと……」

　言い終わる前に盾が崩壊する。

　ふっ飛ばされた俺は地面に這はいつくばり、嵐が過ぎるのをひたすらに待った。

　ようやく、敵の攻撃が止まった。

「いって……」

　大きなダメージを受けることはなかったが、小さな破片が肩や腕をかすった。

（ハンマーで殴られたような痛み……って表現がよーくわかったよ）

「……皆、大丈夫か？」

「だいじょぶ」

　三人の前には即席の壁が創られていた。

　あんなのまともに喰らい続けたらマジで死ぬぞ。

「くっそ、アイツら……」

　猪八戒と沙悟浄はこっちを見てニヤついてやがる。

　にしてもだ。なんちゅうパワーじゃ。

　これまでの兵士とは比べものにならねぇ。

「お前ら、どうやってその力を手に入れた!?」

「ふふっ、なあに簡単なことですよ。想像と創造の力……僕たちはその力が他の人間より突出していたのです。そしてこの姿になることでさらにパワーが増したというわけです」

「俺たちが日々、悶もん々もんと磨き上げてきた妄想力が発揮されたんだよ」

「いや、それ自分の汚点を晒さらしてるようなもんだからな！」

　とはいえ、奴らの力は本物だ。

「サチ子、どうする？　いったん引くか？」

　敵国に侵攻する際、神器を持つナミが絶対に参戦しないといけないルールがある。これはつまり、敗北が即失格に繫つながりやすい。無理に攻めるのは得策じゃない。

　しかし、サチ子の答えはノーだった。

　首を振ってその提案を却下したサチ子は、

「あのブタとカパはサチが倒す」

　と断言した。

「倒すったってかなり強いぞ、アイツら」

「だいじょぶ。ただちょとだけ時間がかかるの。だからアレレとマミミンで時間稼ぎして欲しいの」

「時間稼ぎってどの位？」

「五分くらい」

「五分も……」

　麻実の言う通り、正直、五分は厳しい。

　が、しかし。

　サチ子の沈んだ瞳の中には確固たる自信があるように見えた。

「……よし、わかった。俺に任せておけ」

「任せた」

　スッと差し出された拳に拳で応える。

「麻実……協力してくれ」

「そりゃするけど……どうするつもりよ？」

「俺に一つ考えがある」

　俺は麻実をつれ、奴らのもとに歩み寄った。

　まあまあ、待て。攻撃するんじゃないぞ、と軽く両手を挙げながら奴らの前に立つ。戦力的に大きな余裕のある奴らはそれを受け入れた。

「どうした？　降参する気になったか？」

「いや、ちょっと話がしたくてな」

「時間稼ぎがしたいんだろ？　僕の耳はよくてね。キミたちの話は全部筒抜けさ」

「おっとバレたか……ならしょうがねぇな」

「ちょっと亜麗……」

　不安そうな声を出す麻実を片手で制し、俺は敏腕商社マンの如ごとく、キメ顔を作って言った。

「今、後ろでウチの仲間がお前らを倒す準備をしているんだが……どうだ、アイツに倒されると思うか？」

　俺の問いに二人は一笑して見せた。

「そうだろうな。俺も難しいと内心思ってる。けど俺たちはそれに賭けるしかない。しかし残念なことに俺たち二人じゃお前らの足止めをする力はないと思われる……そこで、だ。ちょっとゲームをしてみないか？」

「ゲーム？」

「ああ。知ってるかな……〝野球拳〟ってゲーム」

「ちょっと亜麗！」

　麻実がすぐに食いつくが聞こえないフリ。

　話を先に進める。

「ただこちとらお前らが脱ぐ姿見てても面白くもなんともねえ……だから一発勝負で決めようじゃねえか。もし俺らが勝ったら五分間、動かずにいてもらいたい」

「こっちが勝ったら？」

「五分間、俺たちも動かない……その間、俺たちの身体からだを触ろうが舐なめようがお前らの自由だ」

「ちょっと亜麗!!」

　顔をまっ赤にした麻実が俺の胸ぐらをつかんで猛抗議をする。

　俺はその手を優しくつかみ、肩にそっと手を置いてやる。

「大丈夫だ。俺がじゃんけん強いの知ってるだろ？」

「初めて聞いたわよ！」

（うん、そうだな。俺も初めて言った）

「あのな、男ってのは大切な女を守る時にはとんでもないパワーが出るもんなんだ。じゃんけんくらい余裕で勝ってみせっからよ」

　曇りなき眼まなこで麻実を見つめると、

「……負けたら承知しないから」

　麻実の手がゆっくり離れていった。

「負けるわけないだろ。お前は俺が守る」

　ポンポンと麻実の頭を叩き、俺は足を前に進めた。

（…………うおぉぉ、まさかイケるとは思わなんだ！）

　女子は頭ポンポンが嫌いじゃないっつう話は本当だったのか!?

　なんだかんだ言って麻実も女だな。

　そんな思いを悟られぬよう俺は眉尻一つ動かさず余裕の表情を見せた。

（とは言え俺もバカじゃねえ。何の策もなく五十％の確率の勝負なんてするはずがない）

　秘策、必勝法があるんだよ、じゃんけんの。

「……本当に五分間、お前たちを好きにしていいんだな」

「もちろんだ」

　三条と袴はかま田だは二言、三言言葉を交わし、

「……よし、いいだろう」

　と頷うなずいた。

　俺の前に立ったのは沙悟浄の三条。

「それじゃあ……行くぞ！」

　さん、はい。

「やーきゅーうーすーるならーこーいう具合にしやしゃんせ。アウト、セーフ、よよいのよい！」




　俺、グー。

　三条、パー。




「負けちゃった！」

　大口を開けて啞あ然ぜんとする麻実。

　一方、三条と袴田はハイタッチで喜びを爆発させている。

「稗田君、キミがじゃんけんでグーをよく出すことくらい知っていたんだよ、僕は！」

「なに!?」

　そう言われてみればグーを出すことが多い気がするな。

（なんでそんなこと知ってやがんだ、あいつは？）

　ようやく我に返った麻実は当然、鬼のように詰め寄ってきた。

「ちょっ、バカ！　なに負けてんのよ！」

「ちが、違うんだ。あのな、じゃんけん必勝法ってのを昔、マンガで読んでだな。相手の拳に注目してそれが動いたらチョキかパーだからって話があったんだけどな……けどソレ〝さいしょはグー〟から始めなくちゃいけなくて、けど野球拳は、さいしょはグーじゃなかったんだ！」

　クルクル回すからね。出すときクルクル。

「なかったんだ…………じゃないわよ！　どーすんのよ！」

　すぐさま別の言い訳を考える……さすが俺。あっという間に思いついたぜ。

「だいじょうぶ。見ろ、アイツらの姿を。カッパとブタじゃねえか」

「だから何よ？」

「俺は獣じゆう姦かんってのはあんまよくわかんないし、興奮もしない。だから、うん。そういうことだ」

「アンタが興奮するとかの問題じゃないでしょ！　どー責任とってくれんのよ!?」

「俺が責任なんて取るわけないだろ！」

「取りなさいよ！」

「イヤだ！」

「取れっ！」

「あーもう、うっせえな！　犬に顔ペロペロ舐められても平気だろ？　それと似たようなもんだろ！」

「全然違うわよ！」

　ギャーギャーと口論している俺たちに、

「おい、そろそろいいか？」

　とブタの声。

　すでにブタもカッパも目を血走らせている。

　イヤらしい奴らだ、これだから女と縁のない奴らは。

　散歩を嫌がる出不精犬のようにふんばる麻実とそれを強引にひっぱる俺。

（殺意全開の目で睨にらまんでくれ……仕方がないんだ）




　──黄泉軍のため、人類のためには。




「ご苦労。お前はもう行っていいぞ」

「頼む。後生だからあんまり激しいのは止やめてやってくれ」

「大丈夫だ。優しくするさ」

「……ありがとう。恩に着る」

　と、その場を後にしようとしたとき、




　──がしっ。




　袴田のゴツい手が俺の手首をつかんだ。

「ん？」

「武田さんはもう戻っていいよ」

　と三条。

「ん？　ん？　ん？　ん？」

　わけがわからない。わけがわからないよ。きゅるべえ。

　なぜに麻実を帰す？

　それに俺の苗みよう字じは武田じゃなく稗田だぞ。

　麻実もまた事態を把握できずにいるようだ。

　俺の愛らしい瞳が袴田の目を見つめる。




　…………ぽっ。




　なぜか頰ほおを赤らめる袴田。

　それを見た麻実はとんでもないことを口にしやがった。

「えっ、もしかして、もしかしてだけど…………亜麗のこと好きなの？」










「「……はい」」










　頰を赤らめ、告白する三条と袴田。

　砕けたよ。腰が。

　踏んづけたシャー芯の如ごとく。

「えっ、えっ、えっ、えっ？」

　九死に一生を得た麻実の瞳に生気が戻る。

「じゃあもしかして、亜麗にバレンタインのチョコあげたのも？」

「僕たちです」

「亜麗のジャージにスーハーしたあとがあったって言うのも」

「すいません、我慢しきれませんでした」

「ノ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　ノーです、ノー!!」

　最後の力をふり絞り、魔の手から脱出、俺は速攻で麻実の後ろに隠れた。

　俺に密ひそかに恋心を抱いていたのが、男だって？

　そんなことがあってたまるか。

　俺のことを好きなのは引っ込み思案で貧乳の可愛かわいい子なんだ！

「は、袴田、お前は麻実のエロ本買っただろーがい！」

「アレはお前との接点を、一緒の時間を少しでも共有したかっただけだ！」

「なんだその乙女チックな答えは!?」

「あっ、中に変な毛が入ってたと思うけど、アレ私のじゃなくてコイツのだから」

「えっ？」

「嬉うれしそうな顔してんじゃねえよ！」

　今までに味わったことのない感情に襲われる。

　さらにとんでもないことまで思い出しちまった。

（スーハーされた痕跡のあるジャージを俺もまた………）

　ゲロ吐く、ゲロ出る、鼻からゲロ出る！

「だからはじめに言ったじゃありませんか、運命を感じずにはいられない、と……」

「俺も鼻の下を長くして待ってたと言ったろ？」

「そういう意味だったんですか!?」

　首を長くするの言い間違いだと小バカにしていたのによ！

「俺たちにとっちゃ、いくら現世で金持ちになろうが女にモテようが意味はないんだ。女になれなけりゃ、亜麗にふり向いてもらえなけりゃ……」

「だから僕たち……ヤケになって人類の滅亡を、高天ヶ原を選んだんだ」

「そうだったの……辛つらかったね」

「何を親身になって聞いてんだ、コラ」

　麻実は聖母のようなまなざしを俺に向け、

「亜麗、あの子たちの夢を叶かなえてあげなさい」

「ふざけんな！」

「おい、約束が違うじゃねーか！」

「そうよ、亜麗。約束は守らないと。それにジューカン？……とか私もよくわからないからだいじょう、ブフッ」

「笑ってんじゃねえかよ！」

「笑ってない、笑ってない。大丈夫、私たちの関係は変わらないわ……ちょっとよそよそしくなるかもだけど」

「変な目で僕を見ないでください！」

「もういい加減に覚悟決めたら？　男でしょ？」

「男だからイヤなんだよ！」

　泣き喚わめく俺の脇に袴田の太い腕が回される。

「おい、やめろ！」

　しかし必死の抵抗むなしく連行される。

　引きずられる俺のかかとが地面に描いた二本の線はこれから流す涙のようだった。

「た、助けてください！」

　世界の中心で助けを求める主人公よりも必死に愛する仲間にＳＯＳを送る……が、腹を押さえた麻実は両膝をつき小刻みに震えながら頭を垂れていやがった。

（立ってられないほどオモロイか、くそっ！）

「おい麻実、笑ってんのはこのさい許す！　その代わり、その代わり…………ぜったい顔上げんなよ！」

　麻実が震える手でグーサインを出したのを確認、俺は覚悟を決めた。

　柱の前に立たされる俺（袴はかま田だに後ろから羽交い絞めにされたまま）。

「……安心しろ。ちょっと前と後ろに違和感を覚えるだけだ」

「同時にするつもりですか!?」

「二分半ずつな」

「オーケー」

「回すんですか!?　回されるんですか!?」

　百八十度、百八十度に！

　三条がごくりと生唾を飲みこみ、俺のズボンにゆっくりと手を伸ばす。




　──ああ、神さま。どうかこの哀れな男をお助けください。




　生まれて初めて心から神に願ったよ──すると、その願いは本当に神に届いたんだ。

「待て」

　ズズタン、ズタンタータタラタタタタッ。ズズタン、ズタンタータタラタタタタッ。

　このクレイジータイムをぶち壊してくれるだろうＢＧＭが聞こえる。

　ズズタン口ずさんだサチ子が姿を現したのだ。

「ザヂゴさまぁ！」

　涙と鼻水がぶわりと出る。

　よくやったと頷うなずくサチ子。知らぬ間に五分が経たっていたようだ。

「ブタのハカマダ、そしてカパのサンジョ！」

「なんだよ？」

「ジャマしないでくれますか？」

　サチ子はぬふふふっと意味深な笑みをこぼし、

「お前はもう……死んでいる」

　指をさし、超絶カッコいい決めポーズを披露。

「なんだと？」

「これが目に入らぬかー！」

　とサチ子が右手を高々と掲げ──その手には赤いひょうたんが握られていた。

「何!?」

「そ、それは紅べに葫蘆ひさご!?」

　それが奴らの最期の言葉となった。

　ひょうたんは名を呼ばれた二人をあっという間に吸いこんでいった。

　スポンと軽やかな音がし、サチ子がひょうたんのふたを閉じる。

「サチ子様ぁ！」

　俺は這はいつくばりながらサチ子の足もとににじり寄った。

「そのひょうたんは名前を呼んで返事したら吸いこまれるアレか？」

「そう」

「だ、大丈夫でしたか、亜麗さん？」

　頰を赤らめたナミ。

　俺たちから離れていたとはいえどうやら会話はまる聞こえだったらしい。

「ああ、なんとか大丈夫だ。正直、人類滅亡と俺の貞操のどちらを取るかって言われたら速攻で貞操を守る方に走るくらいの大ピンチだったがな」

「あの、そこは人類を優先してください……私は……私はおケツを掘られたくらいじゃそこまでよそよそしくなったりしませんから！」

「やっぱりよそよそしくなるんだね！」

　マジで危ないところだったぜ。

　ケツの底から冷や汗がにじみ出るのを感じながら、俺たちは教皇の間へと向かった。




「待ちな」

　このまま教皇の間に直行コースかと思いきや、もう一山のこっていた。

　十四、五人の兵士が俺たちの行く先を塞いでいたんだ。

　数としては大したことないが……

（……コイツらたぶん強いな）

　外にいた連中よりも重厚な鎧よろいに盾、攻撃力のありそうな武器を装備している。

　そして何よりも強いと感じた理由は……

（……コイツら無茶苦茶エロそうな顔してるな）

　妄想力が影響する世界だ、イケメンよりもこういう連中のほうが活躍するのかもな。

「どうするサチ子、さっきみたいに簡単にはいかなそうだぞ」

「ここは逃げるが勝ち……だから創造の力を使う」

　サチ子は俺たちを一か所に集めると、屈かがみこみ床に手をつけた。

「出いでよ、ゾウさん！」

　サチ子のかけ声とともに床が大きく揺れ、俺たちの立っている床が急激にせり上がっていく。みるみるうちに小さくなっていった兵士たちが啞あ然ぜんと見上げる姿を見下ろしながら目の前に創造された物（道）をみてすぐに理解できた。

（ゾウさんって、すべり台のことかい!?）

　先が見えないほど長い鼻の道が伸びている。

「ナミちゃんたちはこれに乗て教皇の間に向かて！」

「サッちゃんはどうするつもりですか!?」

「サチは挟み撃ちに遭わないよう、アイツらの相手をしてから向かう」

　そう言ったサチ子はふと俺と麻実に顔を向けた。

　横棒の下にＵの字を描いたような沈んだ瞳がスッと透き通っていき、サチ子の顔が美少女へと変化していく。

　言葉を失うほど驚く俺たちをよそに、サチ子は緊張感のある声で言った。




「亜麗、麻実……ナミ様を御お守まもりしなさい」




　告げ終えたサチ子はスカイダイビングでもするかのように飛び降りていった。







「ここが教皇の間だな……」

　巨人ですら頭を下げずに入れるだろうほどの巨大な扉の前に並び立つ。

　さっきまで貞操だのケツを掘られるだのバカな戦いに身を置いていたが、さすがにラスボスとの戦いを前にするとシリアスモードに嫌でもなっちまう。心臓がバクついてるのもこれから大事な局面を迎えると身体からだが感じ取っているからだろうな。

「これ、開けれるのかな……？」

「麻実さん、気をつけてください！　罠わなが仕掛けられているかもしれません」




『そのようなものあるわけなかろう』




「!?」

　突然降ってきた声に全員が身構えると、目の前の扉が仰々しい音を立てながら勝手に開いていった。

『入ってくるがよい……黄泉の神たちよ……』

　絶対に安全、罠が仕掛けられていないとは言い切れない。

　しかし、ここまで来て進まないわけにはいかない。

「……よし、行こう」

　自ら先頭をきって俺は歩みを進めた。




　燭しよく台だいの火が灯ともるだけの薄暗い部屋。

「よく来たな、余の治めるこの町に……感謝するぞ」

　絢けん爛らん豪ごう華かな玉座の上、ひじ掛けにひじをつきながら俺たちを見下ろす男が言う。

　進学校の秀才が同い年のバカを蔑むような冷たい目を向け──。

「お前がオカフクか？」

「オカフク様、だ……分をわきまえよ、人間」

　イカフクとよく似た顔。

　だが、コイツの方がより冷淡で残忍な雰囲気がある。

「オカフクさん、あなたはこの町の惨状を把握しているのですか？」

「惨状、と言うと……？」

「人間が奴隷のように扱われ、住む場所を失った人間が野良猫のような暮らしをしていることです！」

「フッ……それのどこが惨状なのか余にはわからぬな」

「なっ!?」

「人間を動物の姿に変えといて何言ってるのよ！」

　ナミに代わり麻実が怒りの声を上げる。

「動物を動物の姿に変えてやって何が悪い？　そもそも人間は神の姿を特別に貸してやっただけ。神の国に来てもなお、我々と同じ姿形をしようなど厚かましいにもほどがあるわ」

（くっ、コイツ……）

「それに奴隷と言ったが、あれは教育の一環だ……己が動物であるということを理解させる為ための、な。地上では長きにわたり同様のことを行ってきただろう。移動手段として馬を用い、傍そばに置き姿形を愛めでるために犬や猫を愛玩動物として飼う……それと同じ目に遭わすことが一番手っ取り早いのだ」

　港で働く人獣や町で見た幼い人獣たちのことがよぎる。

　彼らは人間が動物にしていたことを味わってきたのだ。

（どんな思いを抱いたか……想像すらできねえ）

　人間がこんな扱いを受けるなんて考えたことすらねえからな。

「神の国は死者を預かる責任もあるはず……なのに住む場所も食べるものもない生活を強いているのは大きな問題があると言えます！」

「ハッ、黄泉の神は相変わらず甘い……そんなことだから国力の低下に歯止めがきかず、大将自身も力を失うという失態を犯すのだ。それに安心しろ…………野良となった人間に心優しき神が愛ある施しを与えておる」

　皮肉をこめた歪ゆがんだ笑みを浮かべるオカフク。

　コイツは全部知ってやがるんだ。

　ナミが力を出せないことを、

　薄ら笑いを浮かべた神が食い物をばらまきそれを人獣が拾い貪り食っていることを、

　俺たちがその光景を見ていたことを。

　それを見て呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたことを──。

（吐き気がするほど怒りを覚えたのはあのとき以来だな……）

　この町に俺の家族がいるかと思うと、臓器のすべてがどす黒くなっていくよう。

「……もういい。喋しやべんな。ここでお前をぶちのめせば、この町は黄泉のものになる。そうすりゃすべて丸く収まる……降りてこいよ、クソ神。ぶっ潰してやる」

「ふっ……フハハハハハハハッ！」

　オカフクはふんぞり返って高笑いを上げた。

　この癇かんに障る感じ、イカフクの野郎とソックリじゃねえか。

「何がおかしい!?」

「やはり人間は阿あ呆ほうだな……玉座とは王が下げ賤せんの者を見下すためにあるのだ。なぜ余が貴様らと同じ位置に立たねばならん……それに余は武という野蛮なことは苦手でな。この地位まで上りつめたのも武ではなく、智ちによってだ……断言しよう、余はここから一歩も動かずして、そこにいる大将の首をとってみせよう」

　一歩も動かずに、だと……？

　オカフクは眉をひそめる俺に向かってムカつく笑みをこぼすと、指を鳴らしてみせた。

　すると玉座の後ろ、闇の中から二つの影が姿を現す。

　闇に浮かぶ白い頭。

「婆ちゃん!?」

　現れたのは俺たちが助けたヒツジの婆ちゃんだった。

　両手足に枷かせをつけられ、首輪をつけられた婆ちゃんが。

　そしてその後ろから現れたのは……

「ケケケケッ……連れてきたぜ、兄者」

　顔面を包帯でグルグル巻きにした男、イカフクだった。

　婆ちゃんを連れたイカフクは玉座の前に立ち、

「おいババア、跪ひざまずけ」

　その場に跪かせると、のこぎりのような四角い刀を創造した。

「おい、てめえ！　何する気だ!?」

「決まってんだろ？……人質に使うんだよ」

「この人間の命を救いたくば……黄泉軍大将イザナミ、お前の首と交換だ」

「!?」

　ナミの首と交換だと？

　ふざけんのも大概にしろ。

「人間想おもいの優しい女神さまは当然、受けるよな？　ケケケケッ」

「人間などに優しくするからこうなるのだ。あのとき、貴様らがこの老婆を見捨てておけば、関わらなければ少なくともこうなることはなかったと言うのに……愚かとしか言いようがないな」

　人助けをしておいて非難されるとはな。

　ろくでもねえ世界じゃねえか。

　呆あきれて笑いそうになったとき、頭の中に一本の線が、光が走った。




　……ん？

　……ちょっと待て。

　……なにか今、重要なことを見逃しているような気がした。

　……矛盾めいた何かが。




「………………そうか！」

「どうしたの、亜麗!?」

「気づいたんだよ、アイツらが言っていることの矛盾に、おかしさに」

　俺は奴らに指を向け、

「命を救うっておかしな話だよな？　神の国に来た死者は死ぬことはない……つまり、そもそも人質なんてこの世界じゃ役に立たねえはずだ！」

　死ぬことがない、それが野良人間となった人たちの苦しみとなっていたんだからな。

「そうよ！」

　麻実も目を輝かせて同意する。

　が、しかし。

「ケ、ウケケケケケケケケッ！」

「フハハハハハハハハハハッ！」

　またもや敵に笑われた。

　けど俺の言っていることは間違っていないはず。

「何を言い出すかと思えばなんと的外れな……」

「無知。無知。ケケケケッ」

「どういう意味だ!?」

「自分の仲間に尋ねてみるがよい」

　ナミに顔を向けると、唇をかみしめ表情は冴さえないでいる。

　俺の考えが間違っていることを嫌でも表していた。

「……たしかに、この世界では病や飢餓で命を落とすことはありません……しかし、想像の力で創造した武器を用いれば命を奪うことが出来るのです。それに死者がここで命を落とすと言うことは肉体を失うだけでなく、魂だけとなり永遠に闇の中をさまようことになります」

「マジかよ……」

　そんなこと全く知らなかった。

　さらにもう一つの事実が。

　ここにいる人間のほとんどは想像の力を使うことは出来ない。

（だから死にたくても死ねないって話だったのか……）

「おい、そこのデカ乳暴力女！　お前は俺が散々弄んだあと、娼しよう婦ふとしてボロボロになるまでこき使ってやるからな！」

「まあ待て弟よ。ここで単に首を取るだけというのもつまらぬ。愚かな敵相手とはいえ慈悲を与えてやるのも神の務め……そこで余興ついでに貴様らにチャンスをやろう」

　そう言ったオカフクは巨大な砂時計を創り上げた。

「この砂が落ちきるまでにそこの雄と雌の人間がこちらの用意した戦士にそれぞれ勝てばこの老婆を解放してやろう」

「戦士、だと？」

「そうだ。時間は三十分、やるのかやらぬのか、今すぐ答えよ」

　隣に顔を向けると、麻実は無言で小さく頷うなずいた。

　どんな化物が出てくるかはわからんが大将の首がかかってるんだ、俺たちにやらないという選択肢はない。

「やるよ、やってやる……さっさとその戦士とやらを出しな」

「亜麗さん……麻実さん……」

　不安そうな瞳を向けるナミに微笑ほほえみかけてやる。

「フッ、口の利き方をしらぬ虚うつけめ……おい、貴様の出番だ」

「かしこまりました」

　玉座の後ろから女の声。

「……げっ」

　思わず声が出た。

　闇の中から床を這はうようにして現れた女。

　くねくねと身体からだを動かし移動してきた姿を見てすぐに何の人獣かわかった。

「ヘビ女かよ……」

　どこぞの怨霊のように両肩をだらんと垂らしながら立ち上がるそのヘビ女。

　キューティクルが崩壊したボサボサの長い黒髪に緑色の顔。

（地上の世界に不満タラタラって感じが嫌ってほど出てるな）

「……私が行くわ」

　俺の返答を待つことなく、麻実はヘビ女のもとへと歩みを進めた。

　──アンタ、女を殴れないでしょ？

　そう背中が語っている。

　たしかにあんなヘビ女でも、殴りかかる直前に躊ちゆう躇ちよしそうだ、俺という男は。

　十分な距離を保ち、相対する麻実とヘビ女。

「アナタ、すごい綺き麗れいな顔してるわね」

　ヘビ女は言った。

　素直な感想半分、嫌味半分といった感じで。

「はっ？」

「きっと友達もたくさんいて、男子からもずいぶんモテてきたんでしょうね？」

「今それが関係あるわけ？」

「うふふ。ええ、あるわよ。だって私……アナタみたいな女をぐちゃぐちゃにしてやりたいってずっと思ってたの」

　気味の悪い笑顔を浮かべたのを合図に砂時計の砂が流れ始めた。

　炎を纏まとう赤いパンチンググローブを右手に、冷気を放つ青いパンチンググローブを左手に装着した麻実は一直線にヘビ女のもとへ駆けだした。

　先手必勝、空手の試合でもみせる麻実の得意スタイル。

　悪くはない、が……しかし、

　それはあくまで地上の世界での話だ。

　一瞬で武器を創りだせるこの世界じゃあまりにもリスクが高い。

　接近する麻実をみても微動だにしないヘビ女の立ち姿が余計に不安を煽あおる。

　──そして、その不安が的中する。

　ヘビ女の右手に歪ゆがみが生じたと感じた次の瞬間、乾いた音が鳴り響いた。

「麻実!?」

　一直線に走っていた麻実が真横にふっ飛ばされていた。

　それでも左手で床をつき、軽やかに受け身を取る。

「……あら、残念。せっかくその綺麗な顔にミミズ腫れを作ってあげようと思ったのに」

　ヘビ女の手にはムチが握られていた。

　顔面と同じ緑色をした蛇皮のムチが──。

　常人離れの反射神経をもつ麻実はとっさに右腕を上げガードしたようだ。

「ふふふっ、想像力と妄想力……素晴らしい力よね。腐女子の私の為ためにあるような力だわ」

「腐女子!?」

　マジか、あの女。

（まあ見た目はそれっぽい気もするな……）

「亜麗、腐女子って何!?」

　苛いら立だちと怒気を含んだ声で麻実が尋ねる。

　腐女子も知らんのか、アイツは。

「腐女子ってのは、ＢＬ、ボーイズラブの小説とか漫画が好きな奴のことを言うんだよ！　つまり、とんでもない妄想力の持ち主の可能性大ってことだ！」

「そう言うことよ。そして現実世界から逃避し、毎日のように妄想の世界に浸ってた私はこの世界では最強の女……その力、存分に味わわせてあげるわ！　喰くらえ、蛇牙鞭刀スネークウイツプ！」

　中二病パワーも加えた攻撃が麻実を襲う。

　ヘビ女はムチが何本にも見えるほどの速さで上下左右、斜めと様々な角度から攻撃を浴びせつづける。

「クッ……」

　麻実は両腕を顔の前に置きながら姿勢を低くし、ガードするのが精一杯の様子。

「麻実、いったん後ろに飛べ！」

　後退が何より嫌いな麻実、それでも埒らちが明かないと感じたのか、俺の指示通りバックステップを三つ四つ踏み、ムチの雨から脱出する。

「なに、もうギブアップ？　全然叩たたき足りないんだけど？　根性ないわねぇ」

　つまらなそうにムチを振り回して遊ぶヘビ女。

　格闘家の補助効果のおかげか致命的なダメージを負っている様子はない。

　しかし、

「麻実！　その武器じゃ相性が悪い、俺と代われ！」

「ゼッタイ嫌！　死んでも嫌！」

　麻実はそれを断固拒否した。

（強情で頑固者で負けず嫌いが揃そろった女だからな）

「あの女は私が倒すの！　亜麗は黙ってそこで見……」
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　激しい音とともに麻実の顔がはたかれる。

　不意を突かれた麻実はその衝撃にふっ飛ばされ床に転がった。

「麻実っ!?」

（……何であの距離から攻撃を喰らった？）

　その答えはヘビ女の持つムチを見れば一目瞭然だった。

「クソ……そういうことか」

　床についたムチはまるで蛇のように動き、その長さも自在に変化していた。

　想像の力によって創り上げたムチ、長さも太さも思いのままに変えることが出来るんだ。

（バカか、俺は……なんでそんなことに気づかなかった）

「き、き、キモチウイィィィィィィ！　クリーンヒット、会心の一撃だわぁぁぁ！」

　目を輝かせて喜ぶヘビ女。

　アレが腐女子の代表だと言ったら怒られるんじゃねえかと思うほど醜い喜び方だ。

「痛かった？……けどね、私はその何倍も痛くて辛つらい思いをしてきたのよ、地上の世界で。アナタみたいなリア充には一生わからないでしょうけど」

「リア充……？　ふっ、ふふふっ……」

　どうやらリア充という言葉が麻実の逆げき鱗りんに触れたよう。

　頭を垂れたまま座り込んだ麻実は肩を小さく震わせながら身も凍るような笑みをこぼす。

「……腐れ縁のバカがいっつも傍そばにいたおかげで淡い恋なんてものとは無縁続きの日々……さらにそのバカは私を描いたエロ本売りさばくし、野球拳で危うくブタとカッパに手て籠ごめにされるところだったし……そんな私がリア充？……ちゃんちゃら可お笑かしいわね」

　女子高生にはいささか不似合いな言葉を使い、怒りと苛立ちを表現する。

　麻実はゆらりと立ち上がり、ヘビ女に顔を向けた。後ろからではわからんが、多分なかなかに迫力のある顔で睨にらみつけていることだろう。

「クッ……そんな目でコッチを見てんじゃねえよ！」

　気後れしたヘビ女が伸ばしたムチを振るう。




　──バシッ。




　しかし、麻実はそのムチを右手で難なく摑つかみ、

「いい加減、目が慣れたし」

　と炎でムチを焼き切った。

　さらに麻実はパンチンググローブを消し去り、代わりに今度は両足にレッグサポーターを創造し装備した。グローブ同様、炎と氷のものを──。

「……さっきね、アンタに叩たたかれまくってたときにふと妄想しちゃったのよ……あのブタとカッパに襲われてる自分を……それを鼻血垂らしながら食いついて観みてるバカの顔を……」

　妄想が猛たけ々だけしく争う力を増幅させていく。

　麻実の身体にオーラが纏まとわり、さらに溢あふれんばかりのオーラが両足から放たれる。

「なるほどね、これが猛争力ってわけ……アンタが嬉き々きとして使いたくなる気持ちもわからなくもないわ。けど、ね……それが自分に向けられることも考えておくことね」

　タンッと軽やかにジャンプした麻実はそこから空手の型でも披露するように強烈な連続回し蹴りを放った。

「紫炎脚！」

　赤と青の光が二重螺ら旋せんを描きながら突き進む。

　そしてそれが一つに重なると紫の炎と化してヘビ女に襲いかかった。

「なっ!?」

　襲いかかる業火。

　ヘビ女は慌ててムチを創造し、炎を叩たたき割わろうとムチを振るう。

　が、触れるや否や瞬く間に燃えさってしまった。
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　紫の炎に焼かれたヘビ女は断末魔の叫びを残し、跡形もなく消え去った。

　それを見届けた麻実は糸が切れた人形のようにその場に崩れ落ちる。

「麻実っ!?」

「こっち来ないで！」

　慌てて駆けだした俺を強く拒む。

「……いま、顔腫れて変になってるから」

「はぁ……バカたれ」

　小桃ちゃん風に言やあ〝おませさん〟だな、まさしく。

　俺は再び歩を進め、麻実のもとに歩み寄った。

　創造の力で冷えたタオルを創り、麻実の頭に落としてやる。

「よっこらせっと」

「ちょっ、なっ!?」

　麻実の脇と膝裏に手を入れ、お姫様抱っこをしてやる。

「幾つん時からの付き合いだと思ってんだ、バカ。今さらお前がゲロ吐こうが小便漏らそうが……麻実の可愛かわいい顔が腫れ上がってようが気にしねえよ。俺は。ぜったい」

「ばっ……」

　麻実はタオルで口の部分以外を覆い隠した。

「だ、だいたい亜麗が声かけたせいで顔叩かれたんだからね！……責任取んなさいよ」

「俺が責任なんて取るわけねえだろ」

「取って」

「やだ」

「じゃあその代わり…………もう一回言ってよ」

「もう一回？　何を？」

「可愛いって」

「……今いま際わの際に言ってやらあ」

「そのセリフ、知ってる。パクリじゃん」

　麻実の小さな唇はムスッと尖とがったあと、何な故ぜか嬉うれしそうに柔らかなカーブを描いた。
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「ナミ、麻実のこと頼むな」

「はい、わかりました。全力を出せばすずめの涙程度ですがまだ傷を癒せるはずです」

　麻実を床に寝かせ、ナミはタオルの上から両手を麻実にかざす。

　淡い緑色の光が麻実の身体からだを包んでいった。

「亜麗……負けたら承知しないから」

「ああ……麻実の横乳触ったから妄想力もバッチリだ」

「前言撤回。いっぺん死んできなさい」

　小さな笑みを落とし、表情を引き締めながら立ち上がる。

（砂時計は半分くらい減ったか）

　残り時間は約十五分。

「おい、次は俺だ。さっさと相手を出しやがれ」

　かたき討ちじゃねえが麻実の顔や身体を腫らせた分の借りはきっちり返さねえとな。

（溜たまりに溜まったうっぷんを創造の力に込めてやる）

「オカフクさんよ、アンタが相手してくれてもいいんだぜ？」

　薄ら笑いを浮かべながらオカフクのもとへ視線をやる。

　あからさまな挑発、鼻で笑い飛ばされるかと思いきや、

「……いいだろう、余が相手をしてやる」

「マジか」

　思わずほくそ笑んじまったぜ。

　一番怒りをぶつけたい相手がわざわざ出てきてくれたんだからな。

「ただし……神である余が人間である貴様と同じ舞台に立つことなど許されん」

「意味がわかんねえな。じゃあどうやって戦うっつうんだよ？」

「……ルールを変える。砂が落ちきるまで余がここから繰り出す攻撃に耐え、立っていられれば貴様の勝ちとしてやる」

「お前が攻め続けて俺は防御一辺倒……てわけか」

「怒りをぶつけようとしていた貴様にはストレスが溜まるであろう？」

　自分は傷つかずに相手だけを痛めつける、そしてコッチの嫌がることを的確についてくる……本当に嫌な野郎だ。

（しかも勝手にルール変更。砂時計の意味合いが百八十度変わってるしよ）

「特別に三十秒くれてやる。その間に準備するがよい」

　まだそれでやるなんて一言も言ってないんだけどな。

　まあ文句を言ったところで人間ごときの話なんて聞き入れやしないだろう。

「ありがとよ、クソ神」

　すぐさま防具の創造に入る。

　オカフクは言った──ここから繰り出す攻撃……と。

　つまり剣や斧おのといった近接攻撃じゃなく遠距離からの攻撃を仕掛けてくる可能性が高い。

（想像しろ……どんな銃弾も通さない頑強な素材を）

（想像しろ……どんな衝撃も吸収する柔靱な素材を）

（そこに麻実の横乳で培った妄想力を加えれば……）

「……よし、出来た」

　ゴリゴリの重装備じゃなく、動きやすさ重視のサファイア色の鎧よろい。

　指で弾はじけば甲高い金属音が鳴る一方、ゆっくり指で押せば弾力性もある特殊な鎧。

　柔と剛のミックス仕様だ。

　それと同種類の兜かぶとと盾も創り上げた。

「それで終しまいか？」

「いーや。もう一つ」

　かなりの創造力を使うが、こうやって自由に創れるのは今しかない。

　オカフクとイカフクの顔を凝視し、想像力を膨らませる。

「……おらっ！」

　気合一いつ閃せん、俺は周りに無数の丸い小型機を創り浮かばせた。

　複数のミサイル攻撃を受けた際には、それを飛ばしてぶつけるつもりだ。

（しかもそれは全部、オカフクたちの顔がモチーフとなっている）

　これで少しは気が晴れるってもんだ。

　そしてもう一つ。

　俺はオカフクに背を向け、ポケットからあるモノを取り出した。

（……オーケー。セット完了だ）

「フッ、なかなか面白いものを創るな」

「矢でも鉄砲でも飛ばしてきやがれ。お前らの顔で相殺してやらあ」

「そんなものは創らぬ。余が創造するのはただ一つ……」

　目を閉じたオカフクは、玉座の隣に大きなある機体を創りだした。

（……なんだ、アレ？）

　どっかで見たことあるような形をしてるんだが……。

「余がこれから行うのは〝球遊び〟だ」

「球遊び？……あっ」

　わかった。アイツが創ったものが。

　──ピッチングマシンだ。

　形はそれよりももっと複雑で大きいが、中から球が飛び出す仕様にみえる。

「つまらぬものであふれている地上世界だが、中には愉快なものもある……〝シゴキ〟と呼ばれる行為がそのうちの一つだ。物の分別もつかぬ若き者が動けぬようになるまで球を追いかけ地に倒れ込む姿は一興であった。余も一度あれを間近で見たいと思っておったところだ」

　人がしごかれてるのを見て面白いと思う感覚の持ち主、か。

　こんな町を作った野郎だからな、不思議と納得しちまうね。

「グローブも創った方がいいか？」

「ふっ、好きにしろ……では、いくぞ」

　機体が音を立てて動き始めた。

　どんな球がきてもいいように盾を構え用心する。

　しかし飛び出してきた球はまったく予想していなかった種類の球だった。

　──ぽーん。

　と軽やかな音を立てながらソフトバレーボールの球が飛び出してきたんだ。

　さわり心地のよさそうな見るからに柔らかい球が園児でも簡単につかめるほどのスピードでぽよんぽよん跳ねてくる。

「……おい、バカにしてんのか？　それとも中に爆弾でも仕掛けてあんのか？」

「安心しろ。そのようなセコい真ま似ねはせぬ」

　そのまま蹴り返してやろうかと思うが、オカフクの余裕の表情が気になる。

（触るのもやめた方がよさそうだな……）

　立ち位置をずらし、球をそのまま見送ろうとしたとき、ナミが叫んだ。

「亜麗さん、気を付けてください！　それは〝鉄〟で出来ています！」

「えっ？」

　鉄？

　そんなバカなと、目の前を通り過ぎようとする球に目を向けた刹那、

「──ゴフッ！」

　腹部に重い一撃。

　豹ひよう変へんしたように球が速度を上げ、俺の腹に飛び込んできた。

　柔らかな見た目とは裏腹にずっしりとした重みと固さを帯びた球。

　その衝撃は口から胃液が飛び散るほど。

「亜麗さん!?」

「ゴホゴホゴホッ！」

（どうなってんだ、一体……？）

　傍に転がる球をつかむと驚きよう愕がくした。

　ソフトバレーボールの姿をした球がボーリングの球のように固く重かったんだ。

「ハッハッハッ、驚いたか？　余ほどの神にもなると偽りの音、偽りの形を創りだすことも出来るのだ！」

　偽りの音に偽りの形……。

（つまり完全に見た目と音に騙だまされたってわけか？）

　この世界じゃそんなことまで出来るとはな。

　創造の力が持つポテンシャルに改めて驚く一方、まんまと引っかかった姿を見て満足そうに笑うオカフクに腹が立ったわい、クソ。

（衝撃吸収の力をつけた鎧を着てこの威力かよ……）

　正直、ちょっとヤバいかもな。

「休んでいる暇はないぞ。もっと余を楽しませよ」




　機体からは大小様々な球が次々に飛び出してきた。

　それらに悪戦苦闘する俺。

　今まで培ってきた常識が邪魔をするのだ。

　減速した球が急加速したり、バウンドが小さくなった球が急に高く跳ねだしたり、

　轟ごう音おんを鳴らしながら転がってきた巨大球が何らダメージを与えない遊び球だったり、

　シャボン玉のようにフワフワと飛ぶ球が相当な衝撃を持っていたり……。

　無数の球が流星群のように降ってきた時には盾と、周りに浮かべた小型機で防いだがそれでも完全に防ぎきれずかなりのダメージを受けた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「ラストはやはりこれに限るだろう」

　ゴゴゴと音を立てながらピッチングマシンが真横を向く。

（そういうことですか……）

　俺は力なく笑った。

　機体の隣にバットを持ったロボットが創造されたのだ。

「たしか人間の世界ではこう呼ばれていたな……〝千本ノック〟と」

　選手を痛めつけて喜ぶ鬼監督のような顔をするオカフク。

「簡単に倒れるでないぞ！」

　それからロボット相手によるノックの嵐が俺を襲った。




　兜は砕け割れ、こめかみからは血が流れていた。

　ボロボロになった鎧ももうその機能を十分果たしているとは言い難がたい。

　盾は何度、創り直したことだろうか。

　創り直すたび、その強度、耐久性はどんどん落ちていった。

　俺の中の創造力、猛争力が底を尽きかけているのだろう。

（……くそ、気ぃ抜いたら今にも意識とびそうだ）




「もういいです！　私のことなど気にしないで！」




　ヒツジの婆ちゃんが切に訴えかけてくる。

「……なに、心配そう、な声だしてんだよ、婆ちゃん……はぁはぁ……余裕だよ、余裕。ぜんっぜん効いてないから……」

　膝が笑う中、根性だけで立ち上がる。

「まったくもって理解できんな。この老婆とはつい先刻に初めて会ったのだろう。なぜそうまでしてこの者を助けようとする？」

　尋ねておきながら再びノックの球が襲う。

　変則バウンドしたそれは俺の腹部にめり込んだ。

「ぐはっ……」

　膝から崩れ落ち、下を向いた拍子に吐血する。

（せっかく立ったっていうのによ……）

　それでも俺は唇をかみしめ再び立ち上がった。

「……お前らみたいな連中には……はぁはぁ……一生わからんだろうよ」

　俺は鼻で笑ってやった。

　鼻孔に血の味を通り抜けさせながら。

「なあ婆ちゃん……その折り紙でできた向日葵ひまわりのネックレス……お孫さんが作ってくれたんだろ？」

「はい、そうです……」

　婆ちゃんは目に涙を浮かべながら頷うなずいた。

（きっと、棺かん桶おけに入れてくれたんだろうな……いいお孫さんじゃねえか）

　婆ちゃんが愛されてきたのがよくわかる。

「おい、クソ神……死んだ人間を見送る側の気持ちがわかるか？……辛つらくて、悲しくて、悔しくて…………それでもせめてあの世で幸せに暮らしてもらいたいと願って、線香焚たいて、花供えて、手ぇ合わして祈るんだよ！　テメエがやってきたことはそういう人間の想おもいを踏みにじった最低の行為だ！」

　怒りが再燃する。

「人類救うために戦うってのは今生きてる人間だけじゃねえ……この世界にいる人間全部も含まれてんだ！　だから婆ちゃんは死んでも俺が守る！」

　心の叫び。

　不思議と痛みがふっ飛んだ。

　ヒーローがボロボロになっても敵に立ち向かうときの気持ちがわかったよ。

「そうか……なら死ぬがよい」

　──ゴッ。

　突然、何もないのに顎がかち上げられる。

　両足が浮かぶほどの衝撃。

（なん、だ……？）

　脳がぐわんぐわんに揺れる中、

「不可視の球だ」

　オカフクの声が耳に届いた。

（見えない球……んなもん創ってんじゃねえよ）

　大の字になった俺は背中から倒れ、歪ゆがんだ視界がどんどんと暗くなっていった。

「聞くに堪えぬ数々の暴言があったが……それなりに楽しめたぞ。神の慈悲で不問にしてやろう。喜べ、愚か者……と言っても余の言葉はもう届いておらぬか」

「兄者……？」

「ああ、もう終わった。こやつらの負けだ」

「な、ならあの女、俺が貰もらっていいか？　アイツには俺が受けた傷の百倍は与えてやらねえと気が済まねえ」

「好きにしろ……」

「へっへっ。思う存分かわいがってやるぜ」

　……相変わらず耳障りな声だ。

「待ちな」

　生まれたての子鹿よりも震える身体からだにムチ打って立ち上がる。

「呆あきれたな……まだ立ち上がるか？」

「言ったろうが……テメエの攻撃なんざまったく効いてないって……よ」

　膝に手を置き、腕に思いきり力を入れながら言ってのける。

　それに、今の俺には補助効果がプラスされているんだよ……〝コードマン〟のな。

（コードマンの特殊効果……それは、〝窮地に追い込まれれば追い込まれるほど耐久力が上昇する〟だからな）

　始まる前に〝神職〟をセットしておいたんだよ。

「……この勝負……俺の……勝ち、だ」

　砂時計の砂はくびれの部分にわずかに残るだけ。

　あと十秒もしないうちにすべて落ちきるだろう。

（ルールは砂が落ちきるまで立ってれば俺の勝ちなんだよな？）

　さんざん麻実に殴られてきた俺の耐久力を甘くみたのが敗因だ。

　──サアアアァァァァァ。

　上部の白い砂がもう見えなくなるほど減っていき、落ちる砂の量も徐々に減ってきた。

　三……二……一……。

　心の中でカウントダウンをしていた──




　が、そのとき。




　機体から飛び出た球が砂時計に向かい、ぶつかった。

　その拍子に上下が入れ替わり、再び大量の砂が空の下部に注ぎ落ちていった。

「おっと！　すまぬな人間、偶然にも球がぶつかり反転してしまった」

「ケケケッ。しかし兄者、砂時計の向きを変えてはいけないというルールはなかったはず。問題はないだろ？」

「いや、弟よ。それは若干公平さに欠けると言えよう……そこで追加ルールを加えることにする。今後、砂時計が反転した場合、こちら側の失格となる、というのはどうだ？」

「さすが兄者。それなら問題ないだろう。ケケケッ」

「では、戦いを再開するとするか」

　怒りよりも可お笑かしさがまさったね。

　下手な芝居、茶番もいいとこだ。

（ふふっ……見事なまでに悪党だな、アイツら）

　正義の味方の辛さを心底あじわっていると、

　機体から巨大な黒球が発射され、ロボットがフルスイングでそれを打ち返した。

　ビルでも一発で破壊しそうな威力だ。

（ああ……死んだな、こりゃ）

　死ぬ瞬間は時間の流れが遅くなる──あれは本当だった。

　不思議なほど物事がゆっくり見える。

　鎧よろいも盾も創造する力は残ってねえ、足なんかもう一ミリも動かねえ。

　ジタバタもがく気力すら残っておらず、俺は静かに目を閉じた。




　──ふわっ。




　甘い匂いが鼻孔をくすぐった。

　母親の腹の中にでもいるような安心感が身体に沁しみていく。

「……ナ……ミ……？」

　力なく開けた瞳にはナミの姿が映った。

　俺を支えるように寄り添ったナミは左手を突きだしていた。

　目の前にせまった黒球は幾何学模様の刻まれた虹色の魔法陣によって動きを封じられ、
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「……飛べ」

　ナミの声に呼応し、黒球は色を虹に変え、ロボットのもとへ跳ね返った。

　それはロボットと機体を跡形もなく吹き飛ばしていった。

「……もう安心して眠りなさい」

　その澄んだ温かな声に意識がゆっくり遠のいていく。







「黄泉軍総大将、伊い邪ざ那な美みの名においてアナタを滅します」







　そのあと、奴らの悲鳴を聞いた気がしたのは俺の単なる願望だったのだろうか──？
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　瞼まぶたの裏に当たる光と甘い果実の匂いにふと目が覚めた。

「ん、んん……」

　足を伸ばしたまま腰を上げる。

　ぼんやりとした視界に映るのは高級そうな広い部屋。

「……どこだ……ここ？」

　腰かけているベッドは雲の上にでも座っているかのような心地だった。

「頭、いって……」

　徐々に頭が働き始める。

（そうか……俺はあのオカフクと戦ってたんだ……）

「たしか、見えない球を顎に喰くらったんだよな……あのクソ神、マジで卑ひ怯きようすぎんだろ」

　その後がよく思い出せない。

　あれからどうなったのか、俺はどうやってここに来たのか。




　──むにっ。




「ん？」

　妙に生温かくて、とてつもなく柔らかなモノが足に触れた。

「Ｚｚｚｚｚ……」

　布団の中から寝息が。

　恐る恐るそっと布団をめくると…………。

「………………えっ？」

　どえらい美人が隣でぐっすり眠っていた。

　つい最近知り合った総大将を名乗る女神が。

「………………えっ？」

　布団をそっと元に戻し、隠す。

　よし、いったん落ち着こうか、うん。辺りを見渡した限り、ここはどうやら高級ホテル……この世界風に言やあ高級宿屋なんだろう。

（そこまではＯＫだ……で、なぜナミがここにいる？）

　部屋が足りなくて一つの部屋を二人で使うことにした……？

　いやいやいや、そんなわけがねえ。仮にそうだとしてもこの組み合わせはありえねえ。

　麻ま実み、もしくはサチ子だろ。

　とにかくナミは一番ない。あのシャレーが許すわけがねえもん。

（じゃあ、他に考えられる可能性はなんだ？）

　……………………………

　…………………

　……………

　……

「げっ」

　いま、最悪な可能性が一つ思い浮かんだ。

　それはこの部屋が俺のじゃなくナミの部屋であるということ。

（まさか俺、夜よ這ばいったのか!?）

「やべえ……これはやべえ」

　俺は音を立てずそっと手を忍ばせ股間を叩たたいた。

（おい、息子。お前、やっちまったのか、答えろ、おい！）

　しかし、息子はかすかな反応を示すだけで口を割ろうとはしなかった。

「……ってバカなことやってる場合じゃねえ。とにかくここにいるのは非常にマズい。逃げねえと……」

　布団をめくり脱出を図ろうとした瞬間、

「ナミ様ぁ。いい加減お身体からだをやす……」

　──ごすっ。

　シャレーの手から水の入った洗面器が真下に落下。

（おい、ノックくらいしろよ）

　なんて言える状況ではない。

　若い男女が一つのベッドの中にいる姿を目撃したシャレーは文字通り固まった。

　さらにサチ子と麻実が続けて入ってきた。

　そして二人とも目を丸くする。

「ちがっ、違うんだ。何が違うかもよくわかっていないんだが、とにかく違うんだ。違うことだけはもう間違えようがない事実であり……いや、その、間違いってのはそういう意味の間違いではなくてだな……」

「アレレ……とうとうやてしまたのね」

「やてません！　やてませんよぉ！　やってないよな!?」

　股間に向かって尋ねてみせる。

「うん、やってないって！……って、うぉい!?　そこ、死神の鎌を創るのはよしなさい！」

　こういう時、男は何を言ってもダメだ。

「ちょっと、ナミ、ナミさん!?　あのぉ、起きてくださいませんかぁ!?」

　バシバシと耳元のベッドを叩きつける。

「ん、んん……うふふ、そんなに舐なめないでくださいよぉ、ニャン三郎さ～ん」

「舐めたぁ!?」

「ニャン三郎さんね!?　ニャンさんです、ニャンさん！」

　夢を見られているようです。ブサ猫と戯れる夢を。

　しかし、妄想力の豊かな侍女であられる死神様はすでにニャン三郎の名前は耳に入っていないよう……爽やかな朝っぱらからどす黒いオーラを吹き出し、

「天てん誅ちゆうぅぅぅぅぅぅぅ！」

　鬼の顔をして飛びかかってきた。




　痛い。鼻が痛い。ゲシゲシ踏まれた鼻が痛い！

「だ、大体、アンタの日頃の行いが悪いからいけないのよ！　ホントのとこは怪しいもんよ、鼻血まで垂らしてるし……」

「これは外傷ですよ!?」

　アナタに踏まれたことによる！

　ドス、ドス、ドス！

「痛ぇよ、サチ子！　何してんだ!?」

　音もなく俺のバックを取ったサチ子が首に水平チョップをかましてくる。

「鼻血を止めるには首をトントンするといいの」

「それ間違った治療法！　つうかトントンじゃなくてドスドス言ってただろがい!?　また気絶させる気か!?」

「ぬふふふふっ」

　ナイスツッコミだと、親指を立てグッジョブ。

　確信犯か、コイツ。

「あの……すみませんでした」

　反省の言葉を口にした騒動の発端となったナミ。

　ナミが目を覚まし、色々と話がわかってきた。

　まず、この部屋はやはり俺の部屋だったよう。ナミがいたのはボロボロになった俺を治療するためで、途中で疲れ果ててしまい、俺のベッドに潜りこんでしまった、というのが事の顚てん末まつらしい。

　次に、何な故ぜこのような高級宿屋に泊っているかと言うと……それは俺たち黄泉軍が高天ヶ原の統治神であるオカフクを討ち倒し、ハルバンの町を占領という名の解放に成功したからである。

　ハルバンの町が黄泉に攻め落とされたという一報はすぐに町中に伝わり、町に住む神々が魂を抜かれたように呆ぼう然ぜんと立ち尽くす中、町の人間たちは歓喜のあまり小躍りどころか夜通しで踊り明かしたらしい。オカフクの呪縛が解け、もとの姿に戻ったこともその喜びを倍増させたのだろうね。よかった、よかった。

　その日の夜、つまり昨夜、救世主、正義の侵略者として崇あがめられたナミたちは盛大な歓迎パーティーでもてなされたのち、町一番の宿屋に泊ることになった。

　そして肝心の部分、どうやってオカフクたちを倒したのか……なんだが、

「覚えてない!?」

「はい……」

「まったく？」

「これっぽっちも……」

　なんとナミはどうやってオカフクを倒したのか覚えていなかった。

　あとからやってきたシャレーとサチ子も、教皇の間に入ったときにはすでにオカフクたちの姿はなかったという。

「じゃあ麻実は？」

「覚えてるわけないでしょ。ナミさんの手が気持ちよくてあのあとすぐ眠っちゃったし」

「眠っただぁ!?　えっ、ちょっと待って……じゃあお前、俺の戦ってるところ、俺の勇姿を見てなかったの!?」

「うん。これっぽっちも」

「マジか!?　俺すげえ頑張ったんですけどぉ!?　超いいこと、超カッコいいこと言ったりしてたんですけどぉ!?」

「はいはい……信じる信じる」

「ホントじゃい！　ナミは見てただろ!?」

「えっと、その……途中から麻実さんの治療に集中していたものでして……あっ、けど、亜あ麗れいさんがそれはもう見事なまでにボコボコにされていたのは見ました！」

「やっぱり」

「そういうルールだったんです！」

　どんなルールよ、と麻実は一笑した。

「それならあの場所にいたもう一人に聞いたらいいでしょ……下で待ってくれてるわよ」

「もう一人……あっ!?」

　シャレーの一言で思い出す。俺は大事な人を忘れていた。

　俺が死ぬ気で守った人を──。




「婆ちゃん！」

　ロビーに向かうとソファーに腰かけていた婆ちゃんが笑顔で立ち上がった。

　ふわふわの白い髪と品のある穏やかな雰囲気、優しい笑顔……。

　姿形は違えどすぐにわかったよ。

「昨日は本当にありがとうございました」

　深々と頭を下げる婆ちゃん。

　俺は慌てて頭を上げさせ、それから他た愛あいもない話に花を咲かせた。

　どこに住んでいたとか、どんなお孫さんだったか、とかな。

　あと、俺の勇姿についても語ってもらった。

　まああのときのカッコよさは半分も伝わらなかったが、必死に守ってくれたことに感謝している気持ちは十二分に他の連中にも伝わったと思うよ。

　ただ、オカフクたちがどうやってやられたのかはわからないのだそうだ。

　いつの間にか気を失い、いつの間にか奴らも消えていたらしい。

　それからヒツジの婆ちゃんと別れ、宿屋を出た俺たちは昨日の神殿へ向かった。

「何しに行くんだよ？」

「ナミ様はもう一つ、仕事が残ってるのよ」

「仕事？　あの悪神の象徴だった神殿ぶっ壊すのか？」

「アンタ、バカぁ？　そんなことして何になんのよ？」

　シャレーは愚か者を見るような目で睨にらみ、

「黄泉軍総大将にしかできない仕事よ」

　と少し嬉うれしそうに笑った。

（ナミにしか出来ない仕事？……てんでわからん）

　しかし、神殿に近づくにつれ呼吸が荒くなり、城門前でスケベ目の描かれたパーティーメガネを装着しようとして止められるナミを見てなんとなくわかった気がした。




「ん？」

　神殿に入り、待ち受けていた者たちを見て、思わず声が出た。

　予想が外れたからだ。

　俺の予想では、町に住む人間か神々が待っているのだと思ったのだがそこにいたのは、




　──高天ヶ原の兵士たちだった。




　なぜシャレーやサチ子にヤラれた連中が生きているのか、と思うのが普通だろう。俺もさっき初めて聞かされたんだが……ナミは〝命を司る神〟なのだそうだ。そしてナミは〝死んだ者を一度だけ生き返らせることができる〟らしい。神の龍的な力に驚きながらも、それなら昨日もっとやりようがあったと嘆かずにいられなかったのは言うまでもない。

（つうか、なんでザ●リクは簡単に使えてホ●ミ使うのに全力使わないといけねえんだよ）

「……ひっ、ひっ、ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

「か、か、神のご慈悲をどうかぁぁぁぁぁぁぁ！」

　平伏叩こう頭とう、煙が出るほど額をこすりつけながら懇願している奴もいる。

　そいつらは皆…………シャレーに向かって怯おびえ、謝っていた。

「……おい、シャレー。お前、昨日どんな倒し方したんだよ？」

　怯え方が尋常じゃねえ。

　最大級のトラウマ抱えてんじゃねえかよ。

「べ、別に大したことしてないわよ。ふつうに戦ってて……けど思いのほかゾロゾロやってくるから確実に一発で仕留めるために首を刈りはじめて、それでちょっと疲れたなぁってときには適当に捕まえた奴を人質にして、腕と足を交互に斬り落としてダルマみたいにして見せたら、アイツらが急に青白い顔して逃げ出したからその背中を追ってザクっと……」

「……」

　大いに納得した。奴らの態度に。

　残虐超人でも後ずさりするほどの、全編モザイク修正必須、鬼畜の所業じゃねえか！

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した神殿内、それでも、

「うっさいわねアンタたち！　ナミ様のお話を聞きなさい！」

　諸悪の根源の一喝で、ざわめきがピタリとおさまった。

　皆が正座し、微動だにしていない。

　わずかでも動けば即刻、首をはねられるとでも思っていそうだな。

　受け手にはあまり優しくない強引なパスを受けたナミは、はじめて見る二百人弱の視線を浴び、緊張でガチガチだった。

「ナミ……いいこと言おうとせず、思ってることを素直に口にすればいいんだ」

　これからしようとしていること、それはおそらく〝勧誘〟だろう。

　攻め落とした土地の所属神やその配下の兵士の処遇は自由である。が、過去の事例ではほとんどが有無を言わさず強制的に配下にするらしいのだが……。

「み、み、皆さん……こ、こ、こにゃにゃちわ」

　嚙かみすぎてギャグみたいになったな……。

「み、皆さんを生き返らせたのは私です……あっ、それは別に感謝して欲しいから言ったのではなくて……」

　胸に手を置き、深呼吸すると小さく頷うなずいたナミはまっすぐ兵士たちを見つめた。

「皆さんご存ぞん知じでしょうが、我々黄泉軍はともに戦ってくださる兵士の数が不足しています。ただ、今回の戦いを経験し、もう怖い思いはしたくない、地上に帰りたいと思っている方は遠慮せずに仰おつしやってください。その方はそのまま地上にお送りいたします……それでももし、私たちとともに戦ってくれるという方が一人でもいてくれたら嬉しいです。私たちは人類滅亡案に反対の立場を取っています。この中には人類は滅亡した方がいいとお考えの方もいるでしょう。それでも私は…………人間が好きです。人間の作ったアニメが、ゲームが大好きです。もちろん人間の中には酷むごい心をもった者もいます。己の利益、快楽だけを求め、他人を傷つけることを厭いとわない、そんな人間に傷つけられた者もたくさんいます……それでも、そんな人間を支え傷を癒してくれる心優しき人間もいるのです！　これから先、そのような人間がたくさん現れ、世界をよりよくしてくれると私は信じたい……いえ、信じます！　だからどうか皆さん、私に力を貸してはいただけないでしょうか？　よろしくお願いしまふっ！」

　深々と頭を下げたナミだったが……。

（最後の最後で嚙んじまったな）

　それでも……上出来でしょ！

　俺は味方うんぬん関係なく、賞賛の拍手を送った。

　その拍手は瞬く間に広がっていった。

　兵士の中には感涙にむせぶ者もいた。

　拍手は鳴りやむことはなく、最後には全員が立ち上がりナミを讃たたえた。

「あ、ありがとうございます！」

　うれし涙を浮かべながら何度もペコペコ頭を下げる。

（一番上に立つ者がそんなに頭を下げちゃマズいだろ……）

　よし、アレでもやらせるか。

「ナミ……アレ、やってみな」

　俺はナミに耳打ちをした。

「アレ、とは……？」

　俺は笑みを浮かべ握った拳を天に掲げるジェスチャーをしてみせた。

「……ああっ！」

　それだけで気づいたナミ。

　コホンと一つ咳せきばらいをし、ナミはゆっくりと右腕を高く突き上げ叫んだ。







「ジーク黄泉！」







「ジーク黄泉！　ジーク黄泉！　ジーク黄泉！　ジーク黄泉！」

　黄泉国に勝利を！

　そう力強く叫ぶ兵士たちの声。

　いままさに総帥と肩を並べたナミは何度も右手を突き上げたのだった。

　端麗な顔を思いっきりデレデレにしながらね──。

　その姿を笑って見つめながらも、

　俺はこのゲームのような戦争に勝ち抜くことを心に誓った。




　──どこかにいるはずの家族を見つける為ために。




《高天ヶ原……兵士数３５５２[image: ]３３７０　黄泉……兵士数３[image: ]１８５》







　あとがき




　はじめまして。山やま志し多た寿ことぶきと申します。

　この本を買ってくださった皆様、最後まで拙い物語にお付き合い頂き、感謝感激です。

　実は私、ここに至るまで脚本家を目指していまして、フジやテレ朝といったメジャーなコンクールを含め、何度も最終選考に残った経歴があり、その度に超有名な某神社にお参りしてきました……が、願いが成就することは一度もなく、五回目の最終選考に落ちたとき、さすがにプッツンときて、賽さい銭せん入れることもなく、鈴を鳴らすこともなく、

『ぬぅわぁーにが福の神じゃボケェェェェ[image: ][image: ]！　お前、全っ然ご利益ないやないかぁぁぁぁ！　二度と笹買わへんからなぁ、アホォォォォー！』

　と思いっっっきり悪態ついて帰った数週間後──今回の受賞のお話を頂きました。

　それでは登場人物と物語について少し。

　亜麗はバカでスケベで不幸体質です。けど心はイケメンです。ジェントルマンです。それでも誤解されては痛い目によく合います。ゲシゲシ顔を踏まれます。それでも辛い過去を乗り越えた強い男です。これから彼の成長を見守って頂ければと思います。

　続いてヒロインの伊邪那美ことナミさんですが……可愛かわいいですねぇ、ホント。表紙を見て、こんな快活そうな子が極度の人見知りでスケベ目の描かれたパーティーメガネをかけるなんて詐欺だ、騙だまされた！　とお怒りの声が聞こえてきそうで早くもビビっております。

　担当編集の池いけ乗のりさん。この作品が出来上がるまであっちへフラフラ～こっちへフラフラ～と迷走街道を爆走してごめんなさい。嘔おう吐とし、やってられるかと途中下車しても仕方ないと思っていたのに最後まで根気よく付き合っていただきありがとうございました。池乗さんが担当でなければ間違いなくこの作品は完成しなかったです。断言できます。

　次にすーぱーぞんびさん。どのキャラもニヤついて笑っちゃうくらいイメージ通り、イメージ以上でした。皆、可愛いです。この出会いに心から感謝です。

　そして編集長さん。初めての打ち合わせで『必ずしも書籍化するわけじゃないから』とものすごく物腰柔らかな口調でなかなか厳しいことを言われたことを覚えています。あのときの言葉があったおかげで気を引き締めることが出来ました。ありがとうございました。

　そしてその他にこの作品に携わってくれた皆様、本当にありがとうございました。

　恩を返すには自分自身がレベルアップすること、いい作品を書き続けることだと思いますので、これからも作者の成長を温かく見守って頂ければ幸いです。


山志多 寿


















電子書籍特典　書き下ろし短編







　ちゃぷっ。

「ふぅ～……気持ちいいわねぇ、麻実ちゃん」

「ほんと、最っ高～。こんな露天風呂、世界中のどこにもないんじゃない？」

　白桃色の温泉から立ち上る湯気は甘いフルーツの香りがし、直径五十メートルもあるという巨大な露天風呂の周りには一面、満開の桜が咲き誇っていた。

「ぬふふ、これが黄泉名物、黄泉温泉なの」

「うふふ、喜んでいただけてよかったです」

「二人ともナミ様に感謝しなさいよねっ！」

　労をねぎらう為、ナミは皆を温泉に招待していた。

「ナミちゃんありがと～」

「ナミさん大好き～」

　麻実と小桃はナミに抱きつき感謝の思いを伝える。

　ナミは楽しそうに笑いながらも両目から涙を垂れ流していた。

「どうしたのナミさん!?」

「すみません。こうやってお友達と楽しくお風呂に入るなんて何千年ぶりで嬉しくてつい……あとお二人のおっぱいがあまりにもたわわだったもので」

「ちょっとアンタたち！　ナミ様に胸を押し当てるのやめなさい！」




「あ～れ～。たーすーけーてー」

　自ら作り出した大渦に飲み込まれていくサチ子。そして水中に吸い込まれ姿を消してから数秒後、

「サチ、ふっかーつ！」

　二頭身サチ子が高々と飛び上がり、バシャンと激しい水しぶきを上げながら着水する。

「サチ、大人しくしなさい！」

「ぬふふふふっ」

　怒られても何のその、サチ子はお尻を出しながらスイスイと麻実たちの周りを泳ぐ。

「サッちゃんも楽しいのよねぇ？」

「そう。サチ、いと楽し」

　子どもがじゃれつくようにサチ子は小桃の後ろから抱きついた。

　桜の花びらが舞い散る中、ナミは緊張気味に提案する。

「あ、あの、裸の付き合いという言葉もあることですし……が、ガールズトークでもしませんか？」

「ガールズトーク？」

「はい。ずっと憧れていたんです」

「いいけどガールじゃな…………」

　軽口を叩こうとした麻実に、

「麻実ちゃーん、いま、ママに何か言おうとしたー？」

　いつものニコニコ顔を保ちながら両指で麻実のまつ毛をつまむ小桃。

「してないしてない。してないからまつ毛上下するの止めて！」

　ぷんすか怒った小桃をなだめ、ナミご希望のガールズトークが始まる。




「麻実さんは亜麗さんに抱かれたのですか!?」




「ブフッ！」

　初っ端からとんでもないお題をぶっこまれた麻実は思わず噴き出した。

「だ、抱かれるわけないでしょ!?」

「こ、恋人同士なのに？」

「ちがうちがう。アレはただの幼なじみ、腐れ縁！」

「好きじゃないのですか？」

「全然。誰があんなバカ……」

「嫌よ嫌よも好きのうち？」

「サッちゃん、それ使い方ちょっと違うから。そもそも言い寄られてないし」

「ママは亜麗ちゃん大好きよ～。カッコいいし、優しいし」

「サチもアレレ好き。サチのお笑いレベルについてくるとはなかなか見込みのある男」

「私も亜麗さん、嫌いじゃないですよ」

「ま、まあ悪くないんじゃない？　あの筋肉バカに比べれば」

「……」

　プイとそっぽを向く麻実。

「まったくもぉ、ママはそんな意地っ張りな子に育てた覚えはないわよぉ」

「マミミン、ちゃんと曇りなき眼でもう一度アレレを見た方がいいと思うの」

　サチ子が真面目な顔をして言う。

　そしておもむろにスイッチを取り出し、

「ポチとな」

　赤いボタンを押すと、皆の前に[image: “]流れるプール[image: ”]のような水流が出来上がった。

「…………ちょっとぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　しばらくして、湯気の中から男の叫び声がかすかに聞こえてくる。

　その声は流れに乗って徐々に近づいてきた。

「ちょっとぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　声の主は亜麗だった。

　す巻きにされ、頭に呪いの鉄仮面を被った亜麗が流れてきたのだ。

「怖いんですけどぉぉぉ!?　何も見えない、何も聞こえないんですけどぉぉぉ!?」

　サチ子が創った呪いの鉄仮面は視覚、聴覚を完全に遮断する効果があった。

「キミにこの声が届いていますかぁ!?　歌詞みたいになっちゃったよ、歌詞みたいにぃ！」

「……」

「こんな混浴、望んでねえぞ！　混浴混浴詐欺だよ！」

　ここに来る前、混浴と聞いた亜麗は鼻息を荒くさせていたのだ。

「誰か、誰か助けてくださーい！　温泉の中心です巻き男が叫ぶ、スマチューですよスマチュー！」

「……うるさいわね」

　シャレーの冷淡なツッコミが届くことはなく、流れてきた亜麗は再び湯気の中へと消えていった。

「プッ……あははははははっ！」

　明るい笑い声を上げる麻実。




「そうね……私もちょっとだけ好きかも。あのバカのこと」




　──当然、亜麗にはその小さな告白が届くことはなかった。










二次元コード特典





二次元コードを読み込むと『戦闘員、派遣します！』より、アリスの描き下ろしTwitterアイコンが貰えます。




※一部の携帯電話機種では読み取れない場合があります。

※パケット通信料を含む通信費用はお客様のご負担となります。




























本作は、第23回［春］スニーカー大賞特別賞受賞作『神いちもんめ』を改題・改稿したものです。
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異い世せ界かいゲーム神しん話わ大たい系けい




可愛かわいい女め神がみのお願ねがいなのでユニークスキルで異い世せ界かいを少すこしひねってくる

【電でん子し特とく別べつ版ばん】








山やま志し多た 寿ことぶき
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